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序章











　アロンドラ王国に冬が訪れていた。

　サーシャは雪道をノロノロと進む馬車の窓から城下の街並みを見ていた。

　煉れん瓦が造づくりの家の屋根は雪で白く染まり、噴水の凍った広場で世間話をしていた女性たちは寒さに身を縮めて解散していく。普段は活気のある大通りも閑散としていて、どこか物寂しく感じられた。

　ひとしきり街の様子を眺めていたサーシャは、正面に座っている母へと視線を移した。

　ここ一年ほどで、母は随分と瘦せてしまった。

　かつてアロンドラ国王の寵ちよう愛あいを受け、空を飛ぶ鳥さえも目を奪われて羽ばたくのを忘れると謳うたわれた美貌は、こけた頰ほおと哀愁帯びた表情で霞かすんでいる。外を見る横顔には、外で舞う雪の結晶のように指で触れただけで溶けてしまいそうな儚はかなさがあった。

　馬車で王宮を発たってから母は一言も喋しやべっておらず、幼いながらも空気の重たさを感じ取ったサーシャは話しかけるのを躊躇ためらう。

　そうこうしているうちに、馬車が目的地に到着した。王都の外れにある離宮だ。

　鬱うつ蒼そうとした木々の中に佇たたずむ離宮に足を踏み入れて、殺風景な玄関ホールを見渡したサーシャは無邪気に尋ねる。

「おかあさま。今日から、ここでくらすの？」

「そうよ、サーシャ。これからは、ここが、あなたのお家になるの」

　頷うなずく母の顔は悲しげだった。

　王宮における母と自分の置かれた立場を理解できていなかった幼いサーシャは、どうして母が悲しそうなのか不思議でならなかった。

　サーシャにしてみれば、王宮を離れたことによって冷たい兄や意地悪な姉、そして他人のように接してくる父と顔を合わさずに済むのが嬉うれしかったからだ。

「これからは、お母様があなたとずっと一緒にいるわ。寂しくないからね」

「うん。おかあさま」

「この離宮は王宮と比べたら、とても静かなところよ。あなたには、ここで伸び伸びと育ってほしいの」

　母の言葉に、何も知らないサーシャはにっこり微ほほ笑えんで頷いた。

　この日から母娘おやこは数少ない使用人たちと共に離宮で暮らし始めた。

　離宮には大きな音楽室があり、きちんと調律されたグランドピアノが設置されていた。

　ピアノが上手だった母はよく、サーシャに弾ひいて聞かせてくれた。

　母の弾く夜想曲ノクターンは美しく、それでいて切なさもあって、サーシャは離宮に響き渡る優麗な旋律にうっとりと耳を澄ませていたものだ。

　時折、ピアノの音に合わせて母の歌声が交じり、サーシャも歌った。

　庭にある荒れ果てた温室を母と共に手ずから整備し、様々な花や薬草を育てて、天気のいい日には母と手を繫つないで静かな林を散歩することもあった。

　母と暮らす離宮での日々は、とても平穏だった。

　どうして華やかな王宮を離れて、寂しい離宮で暮らすことになったのか。

　そして、どうして誰も会いに来ないのか。

　それらの理由を知らなかった幼いサーシャは、母と二人きりの幸福な日々がいつまでも続くのだと信じていた。





◇◆◇◆◇






　アロンドラ王国と隣接する大国、キルヒアイス王国。

　その日、王城の奥にある会談の間は物々しい空気に満ちていた。

　国王を始めとして、宰相や国内の有力貴族などが集まり、中央に置かれた卓テーブルへと視線を注いでいる。そこには一枚の羊皮紙と羽ペンが置かれており、卓の前には少年が立っていた。

　キルヒアイス王国の第二王子、ユースタス・キルヒアイスだ。

　──王位継承権放棄の誓約書

　ユースタスは無表情で誓約書の文章に目を通していた。

　──特約事項の条件を満たす場合を除いて、私はキルヒアイス王国の王位継承権を放棄します。

　誓約書に目を通したユースタスは羽ペンの先にインクをつけ、署名欄に名を記す。

　父であるキルヒアイス国王が、署名を終えた誓約書を確認して満足げに頷いた。

「これでよい、ユースタスよ。これからの人生、お前は国に尽くし、兄を支えるのだ」

　キルヒアイス国王は実弟と王位を巡って骨肉の争いを繰り広げ、内戦まで勃発しかけた過去がある。そして、最後は自らの手で弟の命を絶った。

　だからこそ、息子たちを同じ目に遭わせたくないのだろう。

　国王は、第二王子のユースタスに王位継承権を放棄させておけば、自分の実弟の二の舞にはならないだろうと目もく論ろんで、野心が芽吹く前に、芽が出る土壌ごと奪い去ってしまえと手を打ったのだ。

　ユースタスは同情や哀れみの入り交じった貴族たちの視線を一身に受けながら、父に向かって臣下の礼をとった。感情の籠もらない声で応える。

「はい。国王陛下」

　キルヒアイス国王は「これで我が国も安泰だ」と、恰かつ幅ぷくのいい身体を揺らして上機嫌で笑っている。固唾を呑のんで誓約の義を見守っていた貴族たちも、国王の機嫌がいいことにホッと胸を撫なで下おろしていた。

　国のため、そして次期国王となる兄のために尽くす人生。

　そこにユースタス自身の意思は求められない。

　国王の笑い声を聞きながら、自分はまるで人生という劇の舞台に立たされ、細い糸で操られている人形マリオネツトのようだなと、まだ十五歳のユースタスは冷めた表情で考えていた。















第一章　愛を喪うしなった王女











　キルヒアイス王国に冬の気配が迫っていた。

　大陸の最北端に位置するキルヒアイス王国の冬は厳寒で、冬期が半年以上も続く。重たくどっしりとした雪が降り積もり、零下の気候で河や湖も厚い氷に覆われるのだ。

　ユースタス・ディアモントは執務室の窓から外を眺めていた。

　厚い雲がかかった鉛色の空。雪が降るには早い時期だが、だいぶ気温が低下しているので、もしかしたら霰あられでも降るかもしれない。

　カウチで寛くつろいでいた兄──現キルヒアイス国王のアーサーが、室内の沈黙を破るように話を切り出した。

「ユースタス。アロンドラ王国の王女と結婚する気はないか」

　結婚。唐突な提案に顔を顰しかめたユースタスは、振り返る。紅茶を飲んでいるアーサーと目が合った。

「アロンドラ王国には未婚の王女が二人いる。そのどちらかを我が国に迎えたい。私が未婚であれば正妃として迎えるところだが、すでにマライアがいるからな。王弟で未婚、そして私が信頼を置いているお前との婚姻ならば、アロンドラ王国にとっても悪い条件ではないはずだ」

　王族間の婚姻は、基本的には正妃として迎えるのが礼儀だ。

　現国王のアーサーには、南の大陸から嫁いできたマライアという正妃がいるため、アロンドラ王国の王女と結婚はできない。

　その点、ユースタスは二十八歳で未婚。王位継承権を放棄しているとはいえ直系の王族だった。現在は〝ディアモント公爵〟の称号を与えられており、国王の実弟であることに加え、信頼を寄せる優秀な執政補佐官としても周知されているので、アロンドラ王国の王女と婚姻を結ぶに相応ふさわしい立場にあった。

　アーサーが紅茶のカップを置いて続ける。

「平和協定を結んでいるとはいえ、国民たちの中にはアロンドラ王国を敵国と見なしている者が多い。だが、王族同士の婚姻を結ぶことで意識も変わっていくはずだ」

　隣国のアロンドラ王国とキルヒアイス王国は、長らく敵同士だった。

　数百年ほど歴史を遡っても、特産物や必要物資の貿易を除けば、政治的な国交は必要最低限しか行なわれていない。些さ細さいなことが原因でたびたび戦争が勃発しかけていて、先王の代になってようやく平和協定が結ばれたのだ。

　その協定のお蔭かげでアロンドラ王国への国民感情は変わりつつあるが、国境付近の町村は隣国の兵士に焼かれた過去があるため未いまだに敵対意識が強く、数年おきに両国の兵士たちがいざこざを起こしていた。

　ユースタスは窓に視線を戻し、抑揚のない声で言う。

「アロンドラ王国への国民感情を変えるために婚姻を結ぶのは、よい手段だと思います。国交においても重要な意味を果たすでしょう。ただ、アロンドラ王国は了承しますかね。もしも、かの国との関係に亀裂が入るようなことがあれば、そのまま王女は人質になるわけですから」

「アロンドラ王国との関係を良好に保つためにも婚姻を結ぶのだ。王女を人質として迎えるわけではない。それに現在、アロンドラ国王は体調が悪く、実権を握っているのは王太子のヘンドリックだ。ヘンドリックは戦争反対派で、我が国とも友好的な国交を望んでいる。今後の両国の関係を考えたら、婚姻の話にも賛成するさ」

　そう言い切るアーサーの口調には、反論を許さない響きがある。

　ユースタスは顔の角度を兄に見えない位置に変えて、口の端を皮肉げに歪ゆがめた。

　結婚の意思を聞いておきながら、その実、ユースタスに選択肢は与えられていない。

　いつものことだった。

「あなたの言いたいことは理解しました、兄上。アロンドラ王国との関係を考慮し、婚姻が必要なのであれば、俺はいつでも受け入れますよ」

　ユースタスは窓に顔を近づける。外気によって冷えきった窓ガラスが、ユースタスの吐息で曇った。

　彼は、それに、と言葉を継ぐ。

「俺に拒否権などありませんからね」

　ユースタスは、ともすれば嫌いや味みにも聞こえる台詞せりふを淡々と告げて、渋面を作るアーサーに気づかないふりをして想おもいを馳はせた。

　アロンドラ王国の王女との政略結婚。

　自分の立場上、いずれは身分の高い女性と政略的な婚姻を結ばなくてはならない。

　ゆえに隣国との婚姻が〝王弟としての役割〟だと言うのならば受け入れよう。

　どうせ彼の意思は必要ないのだから、ただの義務として。

　いち早く気持ちを切り替えたユースタスは、白く曇ったガラスから目を逸そらし、何事もなかったかのように執務に戻った。
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　アロンドラ王国の離宮に、ピアノの音が鳴り響いていた。

　サーシャは音色を確かめるためにピアノの白い鍵盤を何度も叩たたく。天井の高い音楽室に心地よい音が反響していった。

「うん、いい音色ね。音の響きが狂っていた場所も直っているわ」

　サーシャは調律されたばかりのピアノを撫なでて微笑む。

　背後に控えていた初老の調律師エリックが恭しくお辞儀した。

「また、何か気になることがありましたら、いつでも私をお呼びください」

「ありがとう、エリック。よかったら、音の確認も兼ねて、私の演奏を聴いていって」

「はい。ぜひとも」

　サーシャは壁際に移動するエリックに笑いかけ、ピアノの前に座った。両手を鍵盤に乗せてピアノソナタを弾ひき始める。

　細い指が鍵盤の上を滑らかに動き、優美で叙情的な旋律が音楽室を満たしていった。

　そのソナタはアロンドラ王国の有名な作曲家が作ったもので、国内のピアノ奏者たちがよく演奏会などで披露する定番曲だった。国民ならば一度は聞いたことがあるだろう。

　よどみなく第一楽章を弾き終えると、壁の端に控えていたエリックと侍女がパチパチと拍手をする。

　エリックが嘆息して賞賛の言葉を口にした。

「サーシャ様、また腕を上げられましたね。このソナタを、そこまで弾きこなせるとは本当に素晴らしいことです」

「ええ。実はね、今度の夜会で披露しろってお兄様に言われたから、ここのところ練習しているのよ」

　そこで言葉を切ったサーシャは、ふと視線を宙に向ける。

「……お父様も身体の調子がいいみたいで、夜会に参加されるそうよ。久しぶりに顔を合わせるわ」

　口を噤つぐむエリックに苦笑を向け、サーシャは静かな声色で付け足した。

「ピアノの練習はとても楽しいけれど、たくさんの人の前で披露するのは緊張するわ。どちらかというと、こうして一人で好き勝手に弾くほうが好きだから……でも、夜会で弾けっていうお兄様の命令だし、お父様の前で演奏するなら失敗は許されないでしょう。だから、このソナタは完璧に仕上げないといけないのよ」

　そして、サーシャは再びピアノを弾き始めた。







　アロンドラ王国、第三王女のサーシャは物心ついた頃から、王都の外れにある離宮で暮らしている。

　当初は母と共に暮らしていたが、サーシャが十一歳になった年に母は亡くなった。死因は自殺だ。

　サーシャの母は子爵家の令嬢で、異性の目を惹ひく美貌とプロの奏者顔負けのピアノの腕前を持っており、王宮の夜会でピアノ演奏を披露したことで国王に見初められた。

　しかし、その頃、すでに国王には王妃がいて、母は第二の妃として召し上げられた。

　王宮において、母の生活は過酷なものだったらしい。

　子爵家は爵位こそあれども、貴族の地位としては末端に位置する。妃になるのは身分違いだと社交界の女性たちからやっかみを受け、陰口を叩かれることも多々あったようで、極めつけは第一の妃──つまり王妃による徹底的な無視だった。

　王宮の廊下ですれ違った母が挨拶しても、王妃は一いち瞥べつもくれず、公式の場では存在しないもののようにふるまった。

　王妃は他国の王族の生まれで、子爵家の令嬢である母を認めていなかった。国王からの寵愛を受けていたことも気に入らなかったのだろう。

　そんな状況に追い打ちをかけるように、娘のサーシャを生んだ頃から、国王が母のもとへ足を運ぶ回数が減っていった。

　国王からの愛情が薄れて、王宮での居場所を失った母は離宮でひっそりと暮らしたいと嘆願した。そして、サーシャと共に王宮を出たのである。

　それから数年、サーシャと母は平穏な生活を送った。

　サーシャにとって〝幸福な日々〟とは、いつだったかと問われたら、間違いなくその数年間を答えるだろう。

　だが、幸福な日々は唐突に崩壊した。

　心を病んだ母が、毒を飲んで自死してしまったからだ。

　社交界で一心にやっかみを受けていた頃の記憶や、王宮で暮らした孤独な時間は、遅効性の毒みたいに母の心を蝕むしばんでいたのだ。抗あらがえぬ運命に身を委ねた母の心は徐々に壊れていき、短い数年間を最愛の娘と過ごしたあとで、自ら命を絶つに至った。

　母は死ぬ前に、こう書き遺のこした。

【サーシャ。あなたを一人で遺して逝くことを、どうか許してちょうだい。愛しているわ。本当にごめんなさい】

　当時、サーシャは十一歳。多感な年頃の彼女にとって母の死は大きなショックで、しばらくは食事も喉を通らずに泣いて過ごした。

　最期に〝ごめんなさい〟と謝るくらいなら、母には生きていてほしかった。底なしの悲哀に襲われた彼女は一時、後を追ってしまうことさえ考えた。

　それほどに荒すさみきったサーシャの心に変化が起きたきっかけは、ピアノだった。

　ある日、母が亡くなってから近づきもしなかったピアノの音色が無性に恋しくなり、久しぶりに鍵盤を叩いたら、以前と変わらぬ音がポーンっと鳴り響いた。

　ピアノの音色と共鳴するように母との思い出が蘇よみがえってきて、サーシャの瞳からは大粒の涙が溢あふれた。震える指で白い鍵盤を叩くたびに記憶が蘇っていく。

　思い出に残る母は、いつも優しく微笑んでサーシャを抱きしめてくれていた。

　その夜、彼女は目が腫れて涙が涸かれるほど号泣し、窓から射さしこむ朝日を見て決心した。

　母の後を追うのではなく、母と紡いだ宝物のような思い出を抱えて生きていくことを。

　それからサーシャは母が好きだったピアノの練習を再開し、喪に服して静まり返っていた離宮には明るい音色が響くようになった。

　サーシャは母の死を受け入れて、どれほど寂しく、苦しい想いをしても生きていくことを選んだのである。

　そして、母を亡くしてから数年が経過し──サーシャは十八歳になっていた。







　規則正しく早寝をして、日の出と共に目を覚ますのがサーシャの日課だった。

　朝食はバターと果実のジャムを添えた焼きたてのブレッドに、サラダと日替わりのスープという質素なメニューだ。紅茶をまったりと飲み、手入れの行き届いた庭園の散歩をして、温室で育てている植物を見て回っていると昼食の時間になる。

　午後は王宮から遣わされた教師のもとでマナーと教養を学ぶ。王女として学ぶべきカリキュラムをこなして、週に一度、各国の情勢の講義も受けた。

　講義が終わると、サーシャは夜会で披露するピアノを練習するため音楽室に籠もる。

　日が暮れて、侍女が夕食だと呼びに来るまで何時間もピアノに没頭し、サーシャの一日は終わるのだ。

　サーシャは離宮での生活に満足していた。

　寂しさには慣れてしまっていて、王宮の豪勢な暮らしに憧れることもない。仲のいい侍女たちがいて、あとはピアノさえあれば、派手に着飾って社交場に足を運ばなくとも十分に満たされていた。

　けれども、王宮の夜会を数日後に控えた日のこと。

　第二王女のケイトが、サーシャに話があると言って、いきなり離宮を訪ねてきた。

　ケイトの母親は王妃だ。幼い頃から、ケイトは王宮でサーシャと顔を合わせるたびに皮肉な言葉をぶつけて、子供じみた意地悪を仕かけてきた。子爵家の生まれの母を持つサーシャを見下していたのだろう。

　そういった理由から、ケイトと距離を保って接してきたサーシャは、姉がわざわざ離宮まで足を運んできたことに驚きながらも応接室に案内した。

　応接室のソファに腰かけたケイトが、挨拶もそこそこに口を開く。

「サーシャ。私ね、結婚させられそうなの」

　姉が真剣な口調で切り出した言葉に、紅茶を飲もうとしていたサーシャは、ぴたりと動きを止めた。

「昨日、ヘンドリックお兄様に呼び出されて話をされたの。お相手は、キルヒアイス王国の王弟殿下だそうよ」

「キルヒアイス王国の王弟殿下……」

「ええ。書簡が届いて、両国の関係を深めるために、アロンドラ王国の王女と婚姻を結びたいっていう申し出があったらしいわ」

　サーシャは紅茶のカップを持ったまま、小さく眉を寄せた。

　平和協定が結ばれたとはいえ、長年争っていたキルヒアイス王国との国交は未だに手探り状態だと、国の情勢に詳しい教師が講じていた。国境付近の村では、今でも小規模な諍いさかいが生じることがある。

　協定が結ばれてからの歴史も浅いし、何かきっかけがあったら、再び敵国同士になるかもしれない。

　そこで両国間の婚姻が結ばれるとなれば、親交が深まるきっかけになり得るが──その一方で、有事の際には、嫁いだ王女が〝人質〟となる可能性があった。

「どうやら、ヘンドリックお兄様は婚姻の話を請けるつもりのようよ。それで、第二王女の私が嫁ぐべきだと考えているらしいわ」

　アロンドラ王国にいる未婚の王女は、ケイトとサーシャだけだ。

　第一王女はとっくに他国へ嫁いでしまっており、順番として第二王女のケイトが選ばれるのは当然だった。

　サーシャが返す言葉を選んでいたら、ケイトが憂いを帯びた面持ちをして、さも困っていると言わんばかりに語る。

「それでね、サーシャ。ここだけの話なのだけれど、あなたに相談があるの」

「私に、相談ですか？」

「実は私、ここ一年くらい体調不良で寝込むことが多くって、ベッドから出られない日もあるくらいなの。キルヒアイス王国は寒い国でしょう。あの国へ嫁いだら、日頃の体調の悪さに慣れない気候も相まって悪化するかもしれないわ」

　ケイトが両手を組んで、しおらしく訴えてくる間、サーシャは黙って聞いていた。

「ヘンドリックお兄様が言うには、キルヒアイス王国の提示した条件は〝アロンドラ王国の王女〟との婚姻なんですって。サーシャ、あなたもこの国の王女なのだから嫁ぐ権利があるのよ。だからね、あなたが私の代わりに、キルヒアイス王国へ嫁いだらどうかって思うの」

「…………」

「あなたも十八歳になったのだし、もう結婚できる年齢でしょう。キルヒアイス王国の王弟殿下は公爵位を持っていて、国王の執政補佐官をしているそうよ。以前は軍隊長もこなしていたみたいで、文武両道の優秀な方らしいわ。ねぇ、いい話だと思うのだけれど、どうかしら。サーシャ」

　表情を消したサーシャは返答せず、紅茶のカップを置いて姉を見やった。姉は顔こそ微笑んでいるが、その瞳は冷めている。

　私は行きたくないから、キルヒアイス王国へは、お前が行け。

　そんな言葉が聞こえてくるようだった。

「あなたが自分の意思で嫁ぎたいと望むのなら、ヘンドリックお兄様も考えを変えてくださるはずよ」

「……その件は、お兄様にはもう話されたのですか？」

「いいえ。私からそんなことを言い出したら、まるで私が〝嫁ぎたくない〟と思っていると受け取られてしまうでしょう」

「…………」

「ああ、もちろん私は嫁ぎたくないわけじゃないのよ。国のために嫁ぐのは王女の義務だもの。ただ、近頃は本当に体調が悪いし、しばらくこの国で療養したいのよ。だからね──」

　ケイトが不自然なほど柔らかい声で言う。

「私はこの結婚を、あなたに譲ってあげたいと思っているの」

　譲ってあげたい。なんて押しつけがましい言い方だろう。

　サーシャは顔が歪みそうになるのを堪えて、無表情を保ちながら淡々と答えた。

「お姉様の言いたいことは理解しました。少し考えさせてください」

「ええ、よく考えてみて」

　話を終えると、ケイトは紅茶に手を付けずに、さっさと王宮に帰ってしまう。

　サーシャはケイトの乗った馬車が遠ざかっていくのを見送り、深いため息をついた。







　夜会の当日。サーシャは久しぶりに王宮へ足を運んだ。

　馬車を降りたところで、兄のヘンドリックが迎えてくれる。

　サーシャはドレスの裾を摘まんで挨拶した。

「お久しぶりです、お兄様」

「ああ」

　気難しい表情で頷いたヘンドリックが、目を細める。ともすれば睨にらまれていると勘違いしそうな鋭い目つきだが、サーシャの装いが王女として相応しいものかチェックしているだけだ。

　サーシャは顔を伏せて、ヘンドリックの値踏みするような視線に耐えた。

　今夜のサーシャは瞳の色と合わせた若葉色で、青や赤の小さな花の刺し繡しゆうがされたドレスを身に纏まとっている。コルセットをきつく締めることで、普段から質素な食事をとっているサーシャの線の細い身体つきが強調されていた。

　久しぶりに化粧もしている。新雪のような滑らかな肌には白粉おしろいを薄く塗り、ぽってりとした唇に木き苺いちご色の口紅を乗せた。形のよい小ぶりな鼻や、くるんとカールした長い睫まつ毛げとエメラルドグリーンの大きな瞳は、母親から受け継いだ美の遺産だ。

　だが、サーシャ本人には、自身の容姿が美しいという自覚はなかった。

　十代の初めまで、彼女の顔には雀斑そばかすがあった。それで姉たちに「あなたって本当に醜い顔ね」「可か哀わい想そうなサーシャ」と散々揶揄からかわれたのだ。

　幼い頃からそんなふうに言われ続けていたせいで、雀斑が消えた今でも、サーシャは自分の容姿に自信が持てずにいる。

　とはいえ緩やかなウェーブがかかった長い金髪ブロンドは、彼女の自慢だった。普段は太い三つ編みにして肩に垂らしているが、今夜は丁寧に編みこんで結い上げてあり、社交界デビューした時に父がくれた小さなティアラを頭に乗せている。

　他のアクセサリーは、ほとんど所持していないため、母の形見で小さなサファイアがついたペンダントとイヤリングを身につけた。派手さはないが、とても上品な代物だ。

　サーシャの身嗜みだしなみをチェックしたヘンドリックが、無言で手を差し出してきた。何も言われないということは合格なのだろう。

　ヘンドリックの手を取り、サーシャは大広間へと導かれる。その間、会話はない。

　次期国王として育てられたためか、ヘンドリックは何においても厳しく、たとえ実の妹であろうが一線を引いた態度をとる。

　あのケイトでさえ、兄の前では余所よそから借りてきた猫のように大人しかった。

　サーシャも昔からヘンドリックが苦手だ。いつも顰め面だから気後れしてしまい、素っ気なくて厳しい人だなと、会うたびに思う。

　大広間では多くの貴族たちが歓談しており、物珍しそうな視線を送ってくるが、サーシャは無視しようと努めた。滅めつ多たに社交場へ顔を出さないサーシャは、退屈している貴族たちにとっては興味の的なのだ。

　衆人環視のもと、大広間を横切るようにして、サーシャは国王のもとへ向かう。

　奥の玉座で王妃と話していた国王は、サーシャを見るなり口を噤んだ。

　国王は病のせいで頰がこけており、顔色もよくないが、以前に見舞った時よりは元気そうだった。

「お久しぶりです、お父様。王妃様」

「サーシャ。久しいな」

　国王は声をかけてくれたが、王妃は頷いただけで、興味なさそうに横を向いている。

　最後に王妃から声をかけられたのはいつだったろう。

　サーシャは記憶を辿たどってみるが、思い出せなかった。

「元気でやっていたのか」

「はい」

「今こ宵よいはピアノを披露するのだろう。楽しみにしているぞ」

「はい。お父様」

　それだけの短い会話だった。サーシャは一礼して、早々に玉座を後にする。

　サーシャは父に対して親しみを抱いていない。離宮で不自由なく暮らせるよう配慮してくれることに感謝こそすれ、母が死に至った原因を突き詰めていくと父であり、サーシャ自身も愛情を注がれた記憶がないからだ。

　彼女とて、いつかは父が愛してくれると信じていた時期がある──でも、それは母が亡くなるまでのこと。母の死の直後は、怒りや憎しみさえも抱いた。

　だが、父を憎んだところで母が帰ってくるわけではない。

　ゆえに、サーシャは父への関心を捨てることで、母の死に傷ついた自分の心を守った。

　父には何も期待せず、義務的に接することに徹したのだ。

　母を捨てた父。冷たい王妃と厳しい兄、そして意地悪な姉。血の繫がりはあれども、愛情は希薄だ。

　サーシャを心から愛してくれたのは、母だけだった。その母が亡くなり、彼女を愛してくれる人はいなくなった。

　だから、サーシャは王宮へ足を運ぶたびに思う。

　王宮ここは、なんて寂しく、息苦しい場所なのだろう──と。

　大広間に居ても歓談やダンスに誘われることはなく、好奇の的になって気が滅め入いる一方だったので、サーシャはへンドリックに声をかけて、演奏の時間まで貴賓室で休ませてもらうことにした。

　しかし、メイドに連れられて庭園に通じるテラスの前を通りかかった時、ケイトの声が聞こえてきた。




「サーシャに行かせればいいのよ」




　自分の名前が出てきたので、サーシャはぴたりと足を止める。声はテラスのほうから聞こえた。

　サーシャはメイドをその場に置いて、柱の陰からテラスを覗のぞきこむ。

　姉のケイトと若い令嬢が二人いて、扇で口元を隠しながら談笑していた。

「キルヒアイス王国は最近まで敵国だったのよ。平和協定を結んだとはいえ、いつ協定が破られるかも分からないわ。何かあったら、嫁いだ私がそのまま人質になるの。状況によっては、そのまま殺されるかもしれないわ」

　ケイトの愚痴を、二人の令嬢は曖昧な笑みを浮かべながら聞いている。

「聞いたところによると、結婚相手の王弟殿下も気難しくて冷たい方らしいし、嫁いだあと、どんな扱いを受けるかを考えただけでも恐ろしいじゃない。もし、粗雑な扱いを受けるようなら、私は耐えられないわ。その点、サーシャはそういうの慣れているでしょう」

　サーシャが聞いていると知らないケイトは、侮蔑と嘲笑が入り交じった口調で言った。

「あの子は曲がりなりにも王女だけど、お父様とはほとんど話をしないし、お母様なんて居ない者のように扱っているわ。貴族たちだって、あの子のことを〝引きこもり王女〟って呼んで噂うわさしているのよ。嫁いだ先で人質にされようが、気にする人なんて居やしないでしょう。だから、あの子が王女としてこの国のために人質同然で嫁げばいいのに」

「まぁ、ケイト様。そのような言い方は……」

　令嬢が控えめに咎とがめるが、ケイトは気にした様子もなく笑っている。

　サーシャは数歩後ずさり、暗い面持ちで踵きびすを返した。これ以上は聞いていられない。

　メイドが気遣うように声をかけてきたが、サーシャは「大丈夫。貴賓室へ行きましょう」と答えて、何事もなかった素振りで歩き出す。

　貴賓室に着いて一人になると、先ほど聞いた会話を反はん芻すうした。

　──嫁いだ先で人質にされようが、気にする人なんて居やしないでしょう。

　そうかもしれない。今のサーシャはただ一人、離宮でひっそりと暮らしている。

　自らが奏でるピアノの音が響く離宮で、誰からも愛されず──。

　ふと、自嘲の笑みがこみ上げてきた。

　サーシャが居ても居なくても、この国では何も変わらないのだ。悲しむ者も居ない。

　計り知れない虚むなしさと、言葉では形容しがたい寂しさに見舞われて、サーシャはぼんやりと天井を見上げる。

　心ない発言はサーシャの心を深く抉えぐり、演奏の時間だとメイドが呼びにくるまで呆ほうけたまま動けなかった。

　そして、いざピアノ演奏のステージに立った時、心ここに在らずの状態だったせいで何度もミスをしてしまった。

　どうにか演奏を終えたものの、兄が厳しい表情で近づいてきたので、酷ひどい演奏だったと叱責を受ける前に、サーシャは体調が悪いと告げて逃げるように馬車へと飛び乗った。

　付き添いの侍女には「しばらく話しかけないで」と言いつけ、彼女は唇を嚙かみしめる。

　時間が経たつにつれて、姉の非情な言葉がじわじわと心を毒していく。

　──あの子が王女としてこの国のために人質同然で嫁げばいいのに。

　ケイトの本心は、キルヒアイス王国との結婚をサーシャに押しつけたいだけ。

　それは分かっている。分かっているけれど、そこで〝人質同然で嫁げばいい〟と言われるのは、あんまりだろう。いずれ人質として死んでも構わないと、言われているも同然じゃないか。

　サーシャは泣きたくなったが、どうにか堪えた。

　侍女がいる前で、泣くわけにはいかない。

　──あなたは王女なのだから、人前で簡単に涙を見せないようにしなさい。

　それは、生前の母がサーシャに言い聞かせていたことだ。

　──これからつらく困難なことに直面することもあるかもしれない。けれど、悲観的に泣くだけでは何も解決しないわ。自分がどうするべきなのか、そして何が正しいのか、間違っているのか、あなたは自分の頭で考えて答えを出すのよ。

　そう教えてくれた母は、皮肉にもつらい思い出に囚とらわれて心を病んでしまったが、せめてサーシャは母の教えを守りたい。

　深呼吸をして、わずかに潤んだ目元をぐいと拭ったサーシャは、悲哀に打ちひしがれるのではなく目の前の現実を見据えるように顔を上げた。

　この国に居てもサーシャは愛されず、顧みられることがない。

　そうであるならば、彼女は──。

　離宮に到着するまで、彼女は自分の選ぶ未来について考えていた。







　数日後。ヘンドリックに呼ばれて、サーシャは再び王宮へ足を運んだ。

　兄の執務室で告げられたのは、ケイトが体調不良により療養の期間が欲しいと訴えたため、キルヒアイス王国へ嫁がせるのを第三王女のサーシャにするかどうか、貴族院と意見が分かれているという現状だった。

　窓辺に佇んだヘンドリックが、腕組みをしながら、こちらを向く。

「私はケイトを行かせるのがいいと考えている。この間まで、ケイトは夜会にも出席していたから、体調不良という主張は受け入れがたい。母上が甘やかしたせいで、ケイトは我が強く、我わが儘ままなところがあるからな。キルヒアイスへ行きたくないという理由で、噓うそをついている可能性が大きい」

　ヘンドリックはケイトの噓を見抜いているようだ。

「しかし、貴族院の連中は、お前を行かせたほうがいいと主張している。この婚姻は今後のキルヒアイス王国との関係に影響を与えるものだ。第二王女を嫁がせることに少しでも不安要素があるのなら、慎重に避けるべきだとな。父上は今のところ中立の立場を取られていて、お前とケイトの意思を聞けと言っている。お前は、どう思う？」

　ヘンドリックの感情が読めない瞳を見つめ返し、サーシャはここ数日、考え抜いた結論を伝える。

「キルヒアイス王国へ嫁ぐことになっても、私は構いません」

　ハッキリ伝えると、ヘンドリックが鼻び梁りように皺しわを寄せて、かすかな戸惑いを見せた。

「お前は嫌がると思っていたんだが」

「祖国のために他国へ嫁ぐのは王女の役目です。ケイトお姉様ではなく、私が行くことになった時は、その決定に従います」

　夜会のあと、サーシャは頭が冷えてから今回の件を考え直してみた。

　彼女も王女として生まれたからには、遅かれ早かれ祖国の利益のため他国へ嫁がなければならない。それは避けられない未来だった。

　姉の言ったことが彼女の心を抉ったのは間違いないけれど、いずれにせよケイトかサーシャのどちらかがキルヒアイス王国へ行くことになるのだ。

　だったら、サーシャは姉のように理由を作って逃げるのではなく、自分の運命として受け入れると決めた。それに──彼女が嫁ぐことになっても、悲しむ者は居ない。

　ヘンドリックが顎に指を添えて思案顔をする。

「そうか……分かった。お前の意思は貴族院と父上に伝えておく。結論は一週間以内に出るだろう。追って、連絡を送る」

　ヘンドリックがこちらに背を向けたのを見て、これで話は終わりだと判断したサーシャはドレスの裾を持ってお辞儀をした。くるりと踵を返す。

　しかし、すぐに呼び止められた。

「サーシャ」

「？」

「この間の夜会の件だが、酷いピアノ演奏だったぞ。よほど体調が悪かったんだろう」

　酷いピアノ演奏。これは、たぶん嫌味を言われているのだ。

　サーシャは顔を伏せて小声で謝った。

「不出来なピアノを披露してしまい、申し訳ありませんでした」

「謝れと言ったわけではない。今の体調はどうなのか、聞きたかっただけだ」

「もう快復しました」

「それならいい」

「……失礼致します」

　こちらに背を向けたままの兄に向かって一礼し、今度こそ執務室を後にした。

　サーシャは侍女を伴って廊下を歩きながら、なにげなく窓に目をやる。

　すると、今日は体調がいいのか、父が庭園を散歩していた。父の隣には王妃が寄り添っていて、ケイトもいる。彼らは三人で楽しそうに談笑していた。

　そこにあるのは、サーシャでは絶対に手に入れることのできない家族の温かい愛情。

　思わず手を伸ばしたが、冷たい窓ガラスに阻まれる。目では見えているのに届かない。

　サーシャは手をぎゅっと握りしめると、窓から目を背けて歩き出した。

　今の光景を見て、ある予感を覚えた。

　国王と王妃はケイトを溺愛していてサーシャには目もくれない。貴族院は端からサーシャを推しているようだし、そこへ国を統べる両親の後押しと兄の一言があれば、ケイトの噓と主張は通るだろう。

　だから、きっと、隣国へはサーシャが行くことになる。

　喉がきゅっと詰まるような感覚がして、サーシャは重い息を吐き出した。

　ああ、本当に──王宮は、なんて寂しく、息苦しい場所なのだろう。







　ケイトとサーシャのどちらが、キルヒアイス王国へ嫁ぐのか。

　貴族院とヘンドリックの間で議論が交わされ、国王や王妃の意見も聞いた結果、最終的な結論は第三王女のサーシャになった。

　理由は幾つもあるが、サーシャ自身が結婚を受け入れても構わないと明確な意思表示をしたことが決定打になったようだ。

　そこからの流れは、あっという間だった。

　婚礼までの準備期間は一ヶ月。

　本来であれば半年以上は婚約期間を設けるところだが、できるだけ早く婚礼を挙げたいという両国間の考えが一致し、また、キルヒアイス王国に本格的な冬が訪れると行き来が厳しくなるため、初冬で雪が少ないうちに婚礼を挙げることになったのだ。

　国を発てば母と暮らした離宮には二度と戻れず、仲のいい調律師のエリックや世話になった侍女たちと別れなくてはならなかったが、とにかく準備が慌ただしくて気を回す余裕もなかった。

　そして、放たれた矢のような速さで一ヶ月が経過した。

　旅立ちの当日、サーシャは見送りに来た父と王妃、姉のケイトに向かって「行って参ります」とだけ告げ、離宮と比べたら思い入れなど欠片かけらもない母国の王宮を後にした。

　兄のヘンドリックはサーシャと共にキルヒアイス王国へ向かう。国王代理という立場で婚礼に出席するためだ。

　馬車に揺られて数日、一行は国境の砦とりでに到着した。

　サーシャはヘンドリックの手を借りて馬車から降り立つ。砦の跳ね橋の前で空を仰いだら雪が舞っていた。

　ふわふわと落ちてくる純白の結晶は菓子にまぶす粉砂糖みたいだ。

　微細な雪に目を奪われていたら、跳ね橋の向こうから護衛兵を伴った男性が歩いてくる。

　サーシャが背筋をしゃんと伸ばして待っていると、きびきびとした足取りでやって来た男性が胸に手を当てて名乗った。

「はじめまして。ユースタス・ディアモントといいます。ここから王都までは、俺が案内をします」

　ユースタス・ディアモント。キルヒアイス王の実弟の名だ。つまり、彼こそがサーシャの夫となる人。

　恭しく頭こうべを垂れたユースタスが面を上げた。透き通るような琥珀色アンバーの瞳に見下ろされて、サーシャは息を呑む。

　ユースタスは美丈夫だった。宵闇をそのまま写し取ったみたいな漆黒の髪、スッと通った高い鼻梁、細い吊つり目と薄い唇。完璧な目鼻立ちに加えて、軍隊長をしていた経験があるからか、身体つきはがっしりとしている。

「アロンドラ王国の王太子、ヘンドリックです。書簡では何度かやり取りさせて頂きましたが、こうして顔を合わせるのは初めてですね。よろしくお願いします」

　ユースタスとヘンドリックが握手を交わす横で、サーシャはユースタスを見ていた。

　不ぶ躾しつけと分かっていながらも、彼に目を奪われずにはいられなかったのだ。

　挨拶を終えたヘンドリックが、次いでサーシャを紹介した。

「こちらが第三王女のサーシャです。サーシャ、ユースタス殿に挨拶を」

「はじめまして。サーシャです。これから、末永くよろしくお願い致します」

「こちらこそ、よろしくお願いします」

　ユースタスは無表情で応じると、サーシャを見つめてきた。その視線がひどく冷たく感じられて、彼女は戸惑う。

　長い前髪の奥から覗く冴さえ冴ざえとした瞳からは感情が読み取れず、表情の乏しい美貌も相まって、まるで精巧に作られた人形のようだ。

　とても美しい男性だけれど、なんだか冷たい空気を纏う人。

　サーシャがそんな印象を抱いていると、ユースタスはそれ以上言葉を交わすことなく身を翻した。

「こちらへどうぞ。王都までは雪道が多いです。雪道用の馬車を用意してありますので、そちらに乗り換えます」

　サーシャは案内してくれるユースタスの背を追って歩き出す。

　砦へと続く跳ね橋は、雪が薄らと積もって滑りやすくなっていた。

　そのせいで数歩も進まないうちにブーツの底がつるんと滑り、サーシャの体重が前に傾かしいでバランスを崩す。

「あっ……」

　小さな声を上げて転びかけたところを、隣を歩いていたヘンドリックが支えてくれた。

「危ないだろう。もっと気をつけて歩け」

「は、はい……申し訳ありません。お兄様」

　兄に厳しい口調で叱られて、しゅんと肩を落としたサーシャは視線を感じた。

　数歩先で立ち止まったユースタスが、無言でこちらを見ている。彼は身を案じる言葉を投げてくることもなく、まるで興味のないものを前にしたかのような無表情で──。

　サーシャの心が、ひやり、と冷えた。

　あの人が私を見る眼まな差ざしも、表情も、氷みたいに冷たいわ。

　その場で固まる彼女から目線を外したユースタスが、前に向き直って進み始めた。

　サーシャはヘンドリックに促されて我に返り、慌てたように足を踏み出すが、胸の内では漠然とした不安が渦巻いていた。

　かつては敵だった異国の見知らぬ土地。

　夫となる人は、どこか冷たい雰囲気の男性。

　彼との結婚は政治的に重要な意味を持ち、国と国を繫ぐ架け橋となるはずだが──。

　──状況によっては、そのまま殺されるかもしれないわ。

　以前、姉が放った言葉は誇張ではなく、サーシャの現実的な立場を示していた。

　サーシャは王女として、祖国のためにキルヒアイス王国へ嫁ぐ。

　彼女自身、血の繫がった親類と縁が薄くても、母と暮らした祖国を愛していた。

　だから、これから何があろうとも……たとえ孤独な生活を強いられることになったとしても、どうにかして生きていかなければならない。

　サーシャは、しんしんと雪を降らせる空を見上げて、寒さと不安で震える両手を固く握りしめていた。















第二章　愛のない結婚











　朝日が顔を覗かせて一日の始まりを告げる。

　サーシャは厚手のショールを肩に巻き、王城の二階にある部屋のベランダから城下を眺めていた。

　澄んだ朝の空気はキンと冷えている。眼下の城下街の屋根には雪が積もっていて、起き抜けの陽光に照らされてキラキラと光っていた。

　朝焼けに包まれる城下の景観は見み惚とれるほどに美しいが、サーシャの心は晴れない。

　祖国への恋しさと、この国に来てから抱いている心細さや不安に苛さいなまれながら、サーシャが複雑な想いで城下町を眺めていた時、ドアをノックされた。

『サーシャ様、お目覚めでしょうか』

「起きているわ。どうぞ、入って」

　入室の許可を出すと、メイドが何人も入ってくる。

「本日のご婚礼の支度を手伝うメイドをお連れしました。よろしくお願い致します」

　本日の婚礼──キルヒアイス王国に到着して二週間あまりが経過し、今日はとうとう結婚式の当日だ。

　サーシャはてきぱきと支度を始めるメイドの手に身を委ね、憂いの表情を浮かべた。







　結婚式は、城の敷地内にある大聖堂で行なわれる。

　今日のために準備された純白のウェディングドレスは、王室専属仕立屋のお針子たちが総出で縫い上げたものだ。

　気温の低さを考慮した長袖ハイネックのデザインで、首や鎖骨の辺りはレースの生地が使われていて透けている。雪の結晶を髣ほう髴ふつとさせる巧緻な刺繡がされ、ところどころに小さなダイヤモンドがちりばめられていた。

　美しいウェディングドレスを纏い、ハニーブロンドの髪を肩に垂らして頭に小さなティアラを乗せたサーシャは、最後に顔を覆うヴェールを被った。

　参列者の待つ大聖堂に向かうと、ヘンドリックに迎えられる。

　兄はサーシャのウェディングドレス姿を「似合うぞ」と短く褒めてくれたが、すぐに厳しい口調で言った。

「サーシャ。分かっているだろうが、この婚礼は我が国とキルヒアイス王国を繫ぐ重要なものだ。しっかりと己の務めを果たすように」

「はい。お兄様」

　サーシャが応えた時、こちらも準備を終えたユースタスが現れた。

　彼は軍服を模した白い礼装に身を包んでいた。黒髪は整えられ、片方の肩に掛けた白いマントを後ろに流している。長身で所作も丁寧だから、ゆったりと歩くとマントが背後に靡なびいて、さぞ様になることだろう。

　正面に立ったユースタスにしばし見惚れたサーシャは、彼と目が合いそうになった途端に顔を背けて、小声で告げた。

「……よく、お似合いです」

「ありがとうございます。あなたも、とてもお美しいですよ」

　感情の籠もっていない声だった。あまり褒められている感じはしない。おそらく社交辞令だろう。

　サーシャはユースタスと視線を交わすことなく、一緒にヴァージンロードを歩いてくれる兄の手を取った。

　式の始まりを告げる鐘の音が、ゴーンゴーンと鳴り響いていた。





◇






　婚礼は滞りなく進んでいた。

　参列者が見守る祭壇の前で誓いの口上を述べて、ユースタスは傍らに立つ花嫁のヴェールを捲めくった。身を屈かがめて顔を覗きこめば、くるんと上を向く睫毛に縁取られた、春の若葉のような緑の瞳が彼を射貫いてくる。

　アロンドラ王国からやって来た王女は、繊細な顔立ちをした女性ひとだ。

　形のよい小さめの鼻、ふっくらとした木苺色の唇。肩に垂らされたブロンドは優しく波打ち、ウェディングドレスの袖から覗く手は細く、身体つきも華きや奢しやだった。

　まるで雪の妖精のようだなと思いながら、ユースタスは誓いのキスをする。

　唇を触れ合わせて一瞬で離れると、瞼まぶたを伏せた彼女の睫毛が、かすかに震えた。

　誓いの儀式が終わると、馬車に乗って城下を回った。

　今回の婚礼は両国の国交を深めるためと、もう一つ、国民にも良好な関係を知らしめるのが目的だ。そのためのパレードだった。

　かつての敵国同士とはいえ、国民にとっても王族の結婚というのは喜ばしいもののようで、溢れんばかりの喝采を送ってくる。

　群衆に手を振るサーシャを、ユースタスは横目で窺うかがった。

　ユースタスは、この結婚を王弟の義務として受け入れている。

　どんな王女が嫁いでこようが気に留めないつもりでいた。

　そして、やって来たのが、第三王女のサーシャ・アロンドラ。彼女は、よく喋る年頃の女性とは思えないほど物静かで、落ち着いていた。兄のヘンドリックと話している時も、余計なことは言わずに「はい。お兄様」と、それだけ答える。

　今日までに何度か顔を合わせたが、彼女は沈んだ表情で窓の外を眺めていたり、下を向いて物思いに耽ふけっていることが多かった。

　そんな様子や、兄に口答えをしない態度も然しかり、彼女は気が弱くて内気な女性なのかもしれないと思っていた。

　しかし、誓いの儀式でキスする際に向けられた彼女の眼差しは、どことなく芯の強さを感じさせるものだった。

　ユースタスの視線に気づいてサーシャがこちらを見てくるが、すぐさま顔を背けてしまった。よそよそしい態度だ。

　この結婚は祖国のためのもの。王族としての責務だった。

　ユースタスだけではなく、彼女も覚悟を決めて嫁いできたのだろう。

　そうであるならば、互いに責務を果たさなくてはならないな。

　彼は群衆へと視線をやり、軽く手を振って声援に応えた。

　アロンドラ王国との結婚は喜ばしいものだとアピールすること。

　それも、ユースタスが果たすべき責務の一つだった。
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　城の大広間で開かれた披露宴を終える頃には、日が暮れていた。

　サーシャは、これから住むことになるディアモント公爵家の屋敷を訪れた。

　それは城から程近い区画に建っていて、祖国で暮らしていた離宮にも負けないくらい敷地が広く、外灯に照らされて宵闇に浮かび上がるような白亜の屋敷だった。

　キルヒアイスは芸術を愛する国。美術や文学、音楽などの芸術分野の発展に力を入れていて、それらは建築技術にも反映されており、この王国の建物はどれも凝った造りだ。

　ディアモント公爵家の屋敷も柱の一つ一つに彫刻が施され、玄関ホールの天井には美しい天使の絵が描かれていた。

　屋敷内の説明をされて、サーシャが意匠を凝らした屋敷の内装に見惚れていると、ユースタスが執事の男性と、中年のふくよかな体格をしたメイドを紹介してくれた。

「サーシャ殿。彼は執事のウィリアムで、彼女はメイド頭のハンナです。何かあったら、二人に訊きいてください」

　これから世話になる使用人と挨拶を交わしたあと、にこやかなハンナがサーシャを二階の部屋へ案内してくれる。

　彼女のために用意された部屋には大きな天蓋つきのベッドと、座り心地のよさそうなカウチが置かれていた。窓辺に可か愛わいらしいチェアとテーブルのセットがある。

　ハンナを下がらせたサーシャは、カウチに腰を下ろして、ようやく一心地つく。

「はぁ……」

　婚礼の儀は終わったが、今夜は夫と初夜を過ごさなければならない。

　けれど、その前に少しだけ休ませてほしかった。

　サーシャは背もたれに寄りかかって肩の力を抜き、両目を閉じた。

　今日の婚礼で、意外に思ったことがあった。

　サーシャはアロンドラ王国から来た王女。キルヒアイス王国の貴族を始めとした招待客たちから冷ややかな反応を受けることを覚悟していた。

　しかし、招待客は笑顔で挨拶してくれて、パレードの時は国民も祝ってくれた。

　サーシャにしてみれば、若干身構えているところもあったから、歓迎ムードがとても意外だったのだ。

　とはいえ、彼女の抱く不安が全て払拭されたわけではない。

「数日中には、お兄様も帰ってしまって……私、一人になるのね」

　キルヒアイス王国まで同行させるのは忍びなく、サーシャは仲のよかった侍女を連れてこなかった。だから、兄が帰ったら彼女は一人でこの国に残される。

　急に祖国が恋しくなり、寂しさと孤独感で小さく震えたサーシャは、気を紛らわすように立ち上がった。うろうろと部屋を歩き回り、手持ち無沙汰なままベッドに腰かける。

　こういう沈んだ気分の時の対処法は、昔から決まっていた。

「ピアノが弾きたい」

　慣れ親しんだ離宮のピアノを思い出し、サーシャは瞼を閉じて両手を前に出す。

　鍵盤があることをイメージして、指を動かし始めた。

　母が大好きだった、夜想曲。抒じよ情じよう的てきな旋律は、静せい謐ひつな夜の街を連想させる。

　サーシャは頭の中で曲を思い描きながら、しばらくの間、無心で指を動かしていた。







　頰に何かが触れた。冷たいものだ。この感触は、誰かの指だろうか。

　サーシャは瞼を開けた。ピアノを弾くイメージをしているうちに眠くなり、ベッドで横になって寝てしまったらしい。

「……いけない……寝ていたわ……」

　目をこすって起き上がった彼女は、ベッドの端に腰かけているユースタスに気づいて動きを止めた。あれ？　彼は、いつ部屋に入ってきたのだろう。

「ユースタス様……いつから、そこにいらしたの？」

「ついさっきです。ノックをしても返事がなく、ドアを開けてみたら寝ていらっしゃったので、勝手に入らせてもらいました」

「ノックに気づかず、申し訳ありません。つい、眠くて」

　ユースタスが、ゆるりと首を横に振った。

「今日は早朝から動いていましたから、無理もありません」

「……あの、何かご用でもありましたか？」

　サーシャは寝ぼけた頭で尋ねてから、ハッとする。

　なんて愚かな質問だ。今夜は初夜なのだから、彼が訪ねてきた目的は一つだろう。

　ユースタスが答える前に、サーシャは言葉を重ねた。

「いえ、お答えなさらなくても大丈夫です。私が寝ていたばかりに、待っていてくださったのですよね」

　寝乱れた髪を手櫛で整えながら視線を泳がせたら、ユースタスの手が伸びてくる。

　長い指が頰を撫でて、そのまま首筋へと降りていくから、それまで静かだった心臓が煩うるさくなった。

「っ……」

「サーシャ殿。眠気はどうですか？」

「……すっかり覚めました」

「それならば結構。今日やるべきことが、もう一つ残っています」

　ユースタスが身を乗り出し、作り物めいた整ったかんばせが、すぐそこに迫る。

　サーシャは緊張で身を硬くして、無知な子供みたいに彼の言葉を反芻した。

「やるべき、こと？」

　トンッと肩を押されてベッドに押し倒される。

　息を呑むサーシャに覆おおいかぶさったユースタスが、抑揚のない声で告げた。
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「夫婦の初夜です」

「っ……」

「それを終えることで、俺たちの結婚は成立します」

　ユースタスがサーシャのウェディングドレスに手をかけた。彼は裾を捲めくり上あげて、ガーターベルトとソックスを穿はいている足を持ち上げた。

　あられもない格好にされたサーシャが言葉を失っていると、ユースタスが義務的な手つきでガーターベルトを外して、白いソックスを丁寧に脱がせる。

　そのあと、彼はサーシャを起こし、ドレスの後ろ襟から背中部分にかけて縦方向に並んでいるボタンを外していった。襟元が緩んで肩から落ちた際に、肌が透けるほど薄いシュミーズが露あらわになる。

「あっ……」

　サーシャは両手で胸元を隠したが、その間に、ユースタスは固く結ばれたコルセットの紐ひもをほどいていった。

　コルセットを外されると圧迫されていた腹部が楽になったが、あまりにも淡々と脱がされていくから、サーシャは狼ろう狽ばいを隠しきれなかった。

　ユースタスの手つきに躊躇ためらいはなく、甘い言葉をかけられることもない。

　サーシャは身を硬くした。心臓は激しく拍動しているのに、頭が冷えている。

　これから行なうのは夫婦の初夜。ユースタスが彼女の服を脱がす目的は、裸で抱き合って結婚を成立させるためだ。

　それくらい分かっているはずなのに、サーシャはわななく口を開いていた。

「ユースタス様……ちょっと、手を止めてくださいませんか」

　控えめな制止は黙殺された。

　見る間にウェディングドレスを脱がされて、シュミーズだけの格好になる。

「少々お待ちください」

　ユースタスの口から放たれたのは、仕事の最中に、客人を待たせる時のような淡白な口調だった。

　これから妻を抱こうとしている夫の熱情や昂たかぶりなど、微み塵じんも感じられない態度だ。

　ユースタスが床に降りて礼服を脱ぎ始めた。ジャケットとベストを脱ぎ、シャツのボタンを外していく。

　ほどなく、腹筋の割れた上半身をさらした彼が再びベッドに乗り上げてきた。

　そっと手首を摑つかまれた瞬間、ベッドの隅で身を丸くしていたサーシャは身震いし、青ざめた顔を彼に向けた。

「こちらへ来て、仰あお向むけになってください」

「……ユースタス様」

「恐ろしい行為ではありません。すぐに慣れます」

　くいくいと手を引かれて、サーシャは身体ごと抱き寄せられた。仰向けでベッドに横たえられ、ユースタスが覆いかぶさってくる。

　シュミーズの上から彼の手のひらが乳房に添えられて、わずかな刺激を与えられた。

　サーシャが声を殺すと、ユースタスがゆっくりと顔を近づけて唇を重ねてくる。

「んっ……」

　それは大聖堂で受けた慎つつましやかなキスと比べたら、遥はるかに淫らなものだった。

　互いの鼻の頭をこすりつけて唇をぴったりとくっつける。そうかと思えば、口を抉こじ開あけて滑りこんできた生ぬるい舌が、口内をかき混ぜていった。

「っ、う……う……」

　このキスを受けていると、お腹なかの奥が熱くなる。

　自然と目を閉じてキスを受け入れていたサーシャは、肩で息をしながら薄目を開けた。

　唇が離れた拍子に、ユースタスの表情が見える。

　あれだけ濃密なキスをしていたのに彼の呼吸はほとんど乱れておらず、その面おもてに感情の揺らぎはない。キスで得た心地よさや欲情の兆きざしさえ見つけられなかった。

　零れい下かの大地へと投げ出されたように、サーシャの身体に灯ともされた熱が引けていく。

　ユースタスの様子は、閨事への戸惑いと羞恥の狭はざ間まに蹴落とされたサーシャとは、まるで正反対だった。

　ああ、彼は……本当に〝単なる義務〟として、彼女を抱こうとしている。

　これは政略結婚。個々の意思や感情は斟しん酌しやくされない。身体を重ねることさえも責務の一つだ。至極、当たり前のこと。

　何よりも、相手はキルヒアイス国王の王弟。ここで彼を拒絶したら、今後、この国でどんな扱いを受けるか分かったものではなかった。

　だから、サーシャもまた、これが自分の責務として身を委ねればいい──そう、何も考えずに身体だけを明け渡して……。




　……そして、愛をくれない夫の庇ひ護ごのもと、この国でどう扱われるのか怯おびえながら、祖国に居た頃のように寂しく生きていくのか？




　直後、彼女が腕に力を籠こめてユースタスを押しのけたのは、頭で考えての行動ではなかった。身体が勝手に動いたのだ。

　不意を衝つかれたユースタスが後ろに大きく身を引いた。

「あっ……」

　ユースタスが体勢を立て直し、素早く起き上がったサーシャを奥の見えない瞳でじっと射貫いてきた。

　空気が、凍りつく。

　サーシャが言葉を発せずにいると、深々と息を吐いたユースタスが低い声で言った。

「今のは拒絶ですか」

「っ……申し訳ありません」

「俺も性急に事を進めすぎたかもしれません。もしかして、怖がらせましたか」

「……いえ、そういうわけではありません。不慣れな行為なので、勝手に手が動いてしまっただけです」

　彼女の言葉を聞いて、ユースタスが髪をかき上げながらため息をつく。

「サーシャ殿。今回の結婚は、両国間で良好な関係を結ぶためのものです。夫婦となることが、俺たちに課せられた義務です」

　ベッドの端へと座り直した彼が静かな口ぶりで語る。

「俺は国のために貴女あなたと結婚しました。貴女とて、祖国のために嫁いでこられたのでしょう。この国で生きていくことを受け入れているはずです。そうであるならば、貴女に俺を拒絶することはできません」

　ひどく冷淡な台詞に聞こえた。でも、彼は事実を言っているだけだった。

　サーシャは唇を震わせる。

「……そうですね。おっしゃる通りです」

「分かっておられるのなら、今後は俺を拒絶しないで頂けるとありがたいです。それが、互いの祖国のためでもあると思います」

　祖国のため。そうね、言われずとも分かっていたことだわ。さっきのは自分に課せられる責務に臆して、身体が勝手に動いてしまっただけなのよ。

　俯うつむくサーシャの頰に、ユースタスが手を添えてきた。

　この結婚を義務だと言いきる夫の手は冷たかった。それなのに触れ方が優しいから、なんだか泣きたくなる。

「泣いているんですか？」

　押し殺した声で問われ、サーシャはすうっと息を吸った。

　彼女は王女だ。たとえ相手が夫だろうが、人前で泣くわけがない。

「いいえ、泣いておりません。私の覚悟が足りなかったと反省していました」

　顔を上げたサーシャは、彼の手をそっとほどいて、自分の指で頰を軽く抓つねった。

　私ったら、しっかりしなさい。今度こそ迷わずに務めを果たすのよ。

　自分を奮い立たせると、ユースタスの視線を感じながら息を吸う。

「ユースタス様」

「はい」

「自分の役目は理解しているので、もう大丈夫です。私たちの義務を果たしましょう」

　サーシャは震える手を握りしめてから、思いきってシュミーズの裾を摑んだ。もぞもぞと動いて、シュミーズを脱ぎ捨てて裸になると、ユースタスの手を取る。

「さぁ、どうぞ。先ほどの続きをしてください」

　背筋をピンと伸ばしたサーシャは、目を閉じながら彼の手を胸元に押しつけた。

　そこから数秒の間。何も起きないので、おそるおそる瞼を開けたら、ユースタスがじっと彼女を見下ろしていた。

　さっきまでは冷めていて、サーシャに触れても情欲の揺らぎさえ見当たらなかった琥こ珀はくの目が、ほんの少し細められている。

「ユースタス様？」

「…………」

　無反応。もしかしたら、彼の気に障さわることをしたのだろうか。

　サーシャは胸に押しつけていたユースタスの手を解放したが、その直後、彼のほうから腕を伸ばしてきた。

　そして、瞬く間にサーシャはユースタスに抱きすくめられてキスを受ける。顎を摑まれて固定された状態で、口の中へと舌を捻ねじこまれた。

「ふっ、うっ……んっ……」

　息継ぎのために唇が離れた際に、ユースタスが囁ささやいてくる。

「貴女は大人しくて、もっと気が弱い方だと思っていました」

「……気が弱い？」

　サーシャは虚を衝かれて、きょとんとした。

　彼女は本来、朗らかで前向きな性格だ。目の前に立ちはだかった困難や悲しみにも、正面から立ち向かえるだけの強さを秘めている。

　ただ、母が亡くなってからは、その性格を表に出して接することのできる相手がいなかった。父への関心を捨て去り、王妃や厳しい兄の前で委い縮しゆくして、姉の意地悪にも黙って耐えてきたから、公の場で彼女の美点は誰の目にも留まることがなかった。

　とりわけ、ユースタスは出会ったばかりの相手だ。気が弱そうだと思われたのは仕方のないことかもしれない。

　ユースタスは、それ以上は何も語らずに、力の抜けたサーシャをベッドに押し倒した。

　ほどよい膨らみの乳房に触れながら、彼が口づけてくる。

「ん……んん……」

　サーシャは漏れそうになる声を殺し、さっきまでのキスと少し違うなと思った。

　触れ合う唇が熱くて、乳房に触れる彼の指が温かくなっている。

「はぁ……は……」

　ユースタスが顔の位置を変え、乳房を弄いじりながら春先の蕾つぼみのように尖とがった先端をぺろりと舐なめる。

「あっ……」

　ふやけてしまうほどじっくり乳頭を舐ねぶられ、軽く吸われた。その繰り返し。

　サーシャは視線を下に向け、彼の赤い舌が肌を舐め回す様を見てひゅっと息を呑む。

　なんて猥みだりがましい行為なのだろう。

「……そんなこと、必要なのですか」

　思わず零こぼれ落おちた言葉。しまったと思っても、拾い直すことはできなかった。

　ユースタスが動きを止めてチラリと見上げてくる。

「不快でしたか」

「身体を、繫げるだけなのでしょう……必要だとは、思えなくて」

「貴女のためにしていることです」

　そう言われてしまうと反論はできないが、サーシャにしてみれば、できるだけ早く終わらせてほしいというのが率直な願いだ。

　唇を嚙みしめるサーシャを見て、彼女の思いを汲くみ取とったのか、ユースタスがゆっくりと身を起こした。

　彼はサーシャの身体の線をなぞるように手を滑らせていき、下腹部で止める。そこを優しく撫でる仕草をしてから、足の間を覆う金色の繊毛を触って、その奥へと指を滑りこませてきた。

　サーシャは咄とつ嗟さに足を閉じようとしたが、膝を摑まれて大きく開かされる。誰にも見せたことのない恥部をさらけ出す格好にされた。

「あっ……」

「…………」

　ユースタスは思考を読み取れない無の表情で、サーシャの足の間を見ている。

　彼が何を考えているのか、そして、これから何をされるのか、予想もつかなかった。

　ここに至り、サーシャは羞恥以上に未知の行為への恐れを抱く。

　閨事について、ある程度の知識は持っていた。初めて異性を受け入れる時は、かなりの痛みを伴うと聞いたことがある。身体がカタカタと震えて、足まで伝わっていった。

　ユースタスも、サーシャの怯えに気づいたらしい。

「ここに触ります」

　今度は一声かけて秘所へと指を伸ばした。

　胸への愛あい撫ぶによって蜜口が濡ぬれているのを確かめると、彼は陰唇を押し開いて指を挿し入れてきた。

　しかし、指の第一関節くらいを挿入されただけで、サーシャは違和感に身を捩よじる。

「んーっ……」

「……足りない」

　ユースタスが指を抜き、少し考える素振りをして身を屈めた。足の間へと顔を近づけて濡ぬれ方の足りない秘部を舐める。

　生温かくて柔らかい舌が這はう感触に、サーシャはビクリと跳ねた。直に舌で愛撫する彼の頭が太ふと腿ももの間で動いているのを見て、瞠どう目もくする。

　そんなところを舐めたりするの？

「あ、あぁっ……やっ──」

　やめて。

　その一言を口走りそうになった彼女の頭に、ユースタスの台詞が過よぎった。

　──貴女に俺を拒絶することはできません。

　サーシャは寸でのところで制止を飲みこみ、きつく歯を嚙みしめる。

　これは、夫婦の閨事に必要な行為だ。彼女は逆らってはならない。

　たっぷりと唾液を塗りつけ、丹念に隘あい路ろをほぐしていくユースタスの指を感じながら、サーシャはベッドの天蓋を見上げた。

　決められた作業のように、ユースタスは黙々と彼女を愛撫する。彼の手つきに迷いはなくて、乱暴ではないけれどひどく義務的だった。

　長い指が内側を犯し、身体を繫げるための支度を調えていく。肌が火照ってきて短い吐息が漏れた。

「は……はっ……」

　蜜口がしっかりとほぐれた頃合いを見計らい、ユースタスが指を抜いて起き上がった。

　彼が下した穿ばきの中で大きくなった雄芯を取り出すのを視界の端で捉えて、サーシャは素早く顔を逸らす。

　恥ずかしいというよりも、これから起こり得ることへの不安と怯えが勝っていた。

　抵抗せずに横たわっていたサーシャの足の間へと、ユースタスが腰を据える。

「挿入いれますよ」

　硬い一物が蜜口にぴったり押し当てられるのを感じ、サーシャは目を閉じた。

　これは本来、夫婦で愛を交わす行為だ。その結果として子供ができる。

　でも、サーシャとユースタスの間に、愛なんて存在しない。義務として抱き合うだけ。

　それって……こんなにも、虚しいものなのね。

　心の中で呟つぶやくのと同時に硬いものがグッと押し上げてきた。胎の奥に通じる狭い道を、そそり勃つ熱の楔くさびが抉じ開けようとする。

　その衝撃で、サーシャは目を見開いた。

「いっ……」

　痛い。

　またしても喉元までこみ上げた言葉を、彼女は懸命に飲みこむ。強引に中へと押し入ろうとする剛直に怯えて、身体が小刻みに震えてしまう。

　ずぶりと先端が入ったが、圧迫感がすごくて瞳が潤んだ。

「サーシャ殿。大丈夫ですか？」

　気遣う台詞が降ってきた。

　サーシャは目尻を下げて、様子を窺っているユースタスを仰ぐ。

　思った以上に痛みがあって涙が零こぼれそうだったが、絶対に泣くものかと思った。

　人前で王女は泣いてはいけない。ましてや彼の前で泣いたら、またしても〝拒絶することはできませんよ〟と、諭さとされるかもしれない。

「……ええ……これくらい、平気です……」

　だから、サーシャは泣く代わりに、ぎこちなく笑って見せた。

　私は大丈夫ですと、そう伝えるために……ユースタスの眉がピクリと動く。

「続けて、ください……ユースタス様」

　愛のない結婚。子供を作るためだけの行為。

　それをすることが、この国へ嫁いできたサーシャに課せられた役目だ。

　ユースタスに笑いかけたサーシャは、乱れたシーツを握りしめながら身を硬くし、ぶるぶると震えながらも、奥まで犯そうとする雄芯の侵入を必死に受け入れようとした。

　一時的な身体の苦痛なら、いくらでも我慢できる。

　永遠に後を引く心の痛みよりも、ずっとマシなのだから。

　ふと気づくと、ユースタスが動きを止めていた。

「……ユースタス様？」

　ユースタスは熱を滲にじませた目を細めて、緩やかに肩を上下させていた。

「どうか、されましたか……？」

　雄芯の先しか挿入していない状態で行為が中断されているので、サーシャが不安な目を向けた時、一度たりとも表情を変えなかった彼の顔が歪んだ。鼻梁に皺が寄り、薄い唇がへの字に曲がる。

　何かを堪えるように長々と呼気を吐いたユースタスが、不意に身を引いた。サーシャの蜜口を抉ろうとしていた雄芯を抜き、天井を仰いで深呼吸をする。

　そして、サーシャが戸惑っている間に、ユースタスは足元から引き寄せた厚手の毛布で彼女をしっかりと包み、ベッドの端に腰かける。

　額に手を当てたユースタスが、しばらく動かなくなった。

　室内が静まり返り、お互いの息遣いだけが妙に響く。

「あ、あの……」

　サーシャは意を決して口を開いたが、皆まで言う前に彼が立ち上がった。

「今日はやめましょう」
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　ユースタスは言葉少なく言うと、さっさと身支度を整えて、サーシャには一瞥もくれずにドアへと向かう。引き留める暇もなく、彼はそのまま部屋を出て行ってしまった。

　放置されたサーシャは困り果てて、シーツの乱れきったベッドを見下ろす。

　突然のことで頭が追いつかない。彼は一体、どうしたというのだろう。

　少し待ってみたが、ユースタスが戻ってくる気配はなかった。

　サーシャはベッドに横たわると、彼が包んでくれた毛布の中にもぐりこむ。

「……私、何かしちゃったのかしら……」

　疑問の答えは、当の本人がこの場にいないため知りようがない。

　ただ一つハッキリしていることは、ユースタスが何かしらの不満を覚えて、最後まで彼女を抱かなかったということ。

　覚悟を決めたはずなのに、自分の役目を果たせなかった。あまつさえ、ユースタスの機嫌も損ねてしまったかもしれない。

　しばらく悶もん々もんと思考しながら横たわっていたら、強制的に昂ぶらされた身体の熱が冷えてきて、両手の震えが止まらなくなる。

　ただでさえ、この国は寒い。夜になると気温がぐっと下がる。

　サーシャは毛布の中で丸くなり、じわりと滲む目元を手の甲で拭った。

「……とても、寒い」

　さっきまでユースタスの温ぬくもりが近くにあったから気にならなかったのに、一人になると、こんなにも寒い。身も、心も。

　涙が目尻を流れ落ちていって、サーシャはシーツに顔を押しつける。

　こんなことで泣いてどうする。私は悲しいわけじゃない。寂しいわけでもない。

　彼女はそう自分に言い聞かせて、起き上がった。

　きっと、身体が冷えきってしまったから、こんなにも気分が落ちこむのだ。

　サーシャはベッドを降り、クローゼットからネグリジェを探して身に着けた。厚手のショールを肩に巻いて、静かに部屋を出る。

　時刻は遅いが、一階の厨ちゆう房ぼうに行けば下した拵ごしらえをしているコックか、もしくは誰かしら使用人がいるかもしれない。そこで温かい飲み物をもらってこよう。

　サーシャはとぼとぼと廊下を歩いて一階に下りる階段に向かったが、偶然通りかかった部屋の前で足を止めた。ドアが半開きになっていて中が見える。

　そこには──。

「ピアノ……」

　サーシャは引き寄せられるようにして、その部屋に足を踏み入れた。

　明かりを点つけたら、広々とした部屋の中央にはグランドピアノが置かれていた。壁際には本棚が並び、ぎっしりと楽譜が詰まっている。反対側の壁には、子供用の小さなヴァイオリンが飾ってあった。ここは音楽室なのだろう。

　サーシャは室内を見渡してから、ピアノに近づいていく。

「なんて見事なグランドピアノ」

　ピアノは触れるのを躊躇ためらうほど磨き上げられていて、指紋一つついていない。

　サーシャは手を伸ばしては引っこめるという動作を繰り返していたが、どうしても触ってみたかったので、思いきって蓋を開けた。

　慣れ親しんだ白と黒の鍵盤が現れて、強こわ張ばっていた肩の力が抜ける。白い鍵盤を指でなぞり、試しに押してみた。ポーンッと軽やかな音が鳴り響いて、サーシャはビクリと反応する。

　ただでさえ夜も遅い時刻だというのに、ドアも半開きの状態だから屋敷中に聞こえてしまったかもしれない。

　しばらく身を竦すくめて待ってみるが、誰も来る気配はないのでホッと胸を撫で下ろし、ピアノの前に座った。規則正しく並んだ鍵盤を眺めてから蓋を閉める。

　ピアノはサーシャにとって、幼い頃からずっと親しんできた楽器だ。母を亡くしてから唯一の心のよりどころでもある。

「……明日、ユースタス様と話そう」

　今日のことを話して、自分の何がいけなかったのかを教えてもらって、そして……このピアノを弾いてもいいか尋ねてみるのだ。

「大丈夫……ピアノがあれば、私はやっていける。だって、これまでも、そうだった」

　誰も訪れない離宮で毎日、サーシャは一人でピアノを奏でた。

　悲しいことがあっても、母が教えてくれたピアノを弾いていれば沈んだ気持ちが前向きになった。

　ピアノさえあれば、どれほどつらい出来事があったとしても、この国でやっていける。

　サーシャは肩に巻いていたショールを広げて、ピアノを汚さないよう掛けた。そこへ凭もたれかかって目を閉じる。頭の中には、母が好きだった夜想曲が流れていた。

　それから長い時間が経過して、いつしかピアノに凭れて眠っていたサーシャの肩に温かいものが触れる。上着をかけられて爪先が浮いた。

「ん……」

　誰かの腕に抱かれて運ばれている。誰なのか確かめたいのに、長い一日の疲れが出て瞼が持ち上がらなかった。途中で「随分、軽いな」と囁く声が聞こえる。

　部屋に着くとベッドに寝かされた。暖かい毛布を掛けられ、冷たい指が躊躇いがちに頰を撫でていく。

　……ユースタス様、あなたなの？

　サーシャは口を動かしたが明瞭な音にはならず、それきり強烈な睡魔に飲みこまれて意識を飛ばしていた。
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　行為を中断した直後、ベッドの上にいるサーシャの視線を感じていたが、ユースタスは振り返らずに部屋を出た。足早に自室へと戻り、後ろ手にドアを閉めて肺に溜たまった空気を長々と吐き出す。

　身体の昂ぶりは冷めていた。しかし、いつも揺らぎのない感情が乱れている。

　ユースタスは天井を仰ぎ、片手で顔を覆った。

「……俺は、何をしているんだ」

　アロンドラ王国の王女、サーシャ。彼女を抱くことで結婚は成立するはずだった。

　ユースタスとてサーシャを抱くつもりで部屋を訪ねたし、途中で嫌がる素振りを見せた彼女を諭した。そこには互いに夫婦としての義務を果たせれば構わないという、冷めた思考があったのは否めない。

　彼に諭されたサーシャが俯いてしまった時は、もしかしたら泣いているのだろうかと思ったのに、顔を上げた彼女は泣くどころか自ら裸になった。

　──さぁ、どうぞ。先ほどの続きをしてください。

　そう告げたサーシャの気丈で物もの怖おじしない姿に、ユースタスは素直に驚嘆を覚えた。

　敵国だった国へ嫁がされ、彼女にとっては意に沿わぬ結婚だっただろうに、あの状況でそれを言えるのは大したものだと思う。

　だから、ユースタスもサーシャの覚悟に応えた。

　しかし、肌を重ねるために愛撫を施して、いざ身体を繫げようとした時、彼女はひどく怯えて震えていた。男に抱かれるのは初めてなのだから、無理もないことだった。

　──サーシャ殿。大丈夫ですか？

　ユースタスは、そう声をかけた。サーシャの気丈さには感心していたし、彼にだって妻になった女性の身を思いやる気持ちくらいある。

　その時、サーシャはか細い声で答えた。

　──……ええ……これくらい、平気です……。

　彼の目を見ながら、かすかに笑って。

　痛みを堪えていただろうから、心からの笑みではない。今にも泣きそうなのに、涙を我慢して笑ったのだ。

　ユースタスは理不尽な出来事や、つらいことに直面した時、自分の感情を殺して平気なふりをすることは容易ではないと知っている。心が悲鳴を上げても表に出せないつらさを、彼自身が何度も経験してきたからだ。

　だからこそ、涙を流す代わりに笑ったサーシャが、ひどく痛々しく見えて……この時、彼の頭を過ぎったのは、このまま最後まで抱いてしまったら、致命的に彼女を傷つけてしまうのではないかという漠然とした予感だった。

　結局、ユースタスはサーシャを抱くのを躊躇し、鋼はがねの理性で昂ぶりを抑えこんで行為を中断した。割りきった関係を築くつもりでいたのだから、互いの気持ちを無視してでも抱いてしまえばよかったというのに、どうしてもできなかったのだ。

　むず痒がゆいような不可解な感情の波に襲われたユースタスは、長いこと天井を見上げて佇んでいた。

　やがて、夜の静寂しじまにピアノの音が響いて、彼はハッとする。

　音楽室に置かれたグランドピアノは、以前はよく屋敷を訪ねてきた兄のアーサーのために用意されたものだった。

　聞こえたピアノの響きは、たった一音だけ。誰が弾いたのかは明白だ。

　この屋敷で、ユースタス以外にピアノを触る可能性がある者は一人しかいない。

　ユースタスは小さな舌打ちをして前髪をぐしゃりと乱した。

　らしくない感情の乱れに動揺して、サーシャを一人で置いてきてしまった。彼女が音楽室に居る理由は不明だが、あんな状況で置き去りにされたサーシャの気持ちを考えたら、また胸の内がざわついてきて、ユースタスは端整な面を顰めた。

　とにかくサーシャのもとに行くべきだと判断し、ユースタスは音楽室に向かった。

　音楽室のドアは半開きになっていて、中を覗くと想像通りの人物がいた。

　サーシャがピアノに凭れて目を閉じている。彼女は、何か愛いとおしいものと共に居るような柔らかい表情をしていた。

　声をかけづらい雰囲気だったので、しばし眺めていたら、そのうちサーシャがピクリとも動かなくなる。耳を澄ませると静かな寝息が聞こえた。

　ユースタスは静かに音楽室へ入り、上着を脱いでサーシャの肩にかけてやる。疲れているのか、すっかり寝入っているのを確認してから、そっと抱き上げた。

　部屋まで運んでやりながら、気になっていたことを呟く。

「……随分、軽いな」

　服を脱がせた時も思ったが、サーシャは瘦やせていた。少し瘦せすぎなくらいだ。

　ユースタスは彼女を部屋のベッドに寝かせて毛布を巻いてやり、寝顔を見つめる。

　サーシャは十八歳。繊細な造りの顔には、まだあどけなさが残っていた。

　おもむろに手を伸ばしてシミ一つない頰を撫でてやると、彼女の口がむにゃむにゃと動いて、ユースタス様、と彼の名を紡いだ気がした。
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　結婚式から二日が経過し、早起きをしたサーシャは、メイド頭のハンナからユースタスの居場所を聞いた。

「旦那様でしたら、リビングにいらっしゃいますよ。今日も出仕されるご予定だったのですが、早朝に国王陛下から書簡が届いて『結婚したばかりなんだから妻と過ごす時間を作れ』と、書かれていたらしいです。休日と分かっていたら、こんなに早くお目覚めになっていらっしゃらないんですけどねぇ。昔から朝が弱い方なので」

　ハンナはユースタスを子供の頃から知っているらしく、そう言って大らかに笑う。

　サーシャはハンナに礼を告げて、朝日の射しこむリビングに向かった。こっそり覗きこむと、ユースタスが一人掛けのカウチで紅茶を飲みながら新聞を読んでいる。

　話をする絶好のチャンスだ。サーシャは勇気を出してリビングに入った。

「おはようございます。ユースタス様」

　ユースタスが新聞から顔を上げる。

「サーシャ殿、おはようございます。早いですね」

「ええ。早起きが習慣になっているんです。……昨日は、寝坊してしまいましたが」

　昨日は疲れが出て久しぶりに寝過ごしてしまい、目が覚めたらユースタスは城へ出仕していた。式の翌日だというのに急ぎの仕事が入ったらしい。夜も遅くに帰ってきて、すれ違いで話ができなかったのだ。

「少し、お話ししてもいいでしょうか」

　サーシャが切り出すと、ユースタスが向かいにある二人掛けのカウチを勧めてくれた。

　彼女はおそるおそる腰を下ろして心を落ち着かせる。

　一昨日の初夜の話を切り出すつもりでいたが、室内は重たい沈黙に包まれていた。

　ひとまず別の話題で場を和ませてから話を振ったほうがいいかもしれない。

　そう判断したサーシャは、もう一つ気になっていたことを尋ねた。

「先日、音楽室にピアノがあるのを知りました。あれは、弾いてもいいのでしょうか」

「構いませんよ。お好きに弾いてください」

　あっさりと許可が下りたので、サーシャは喜びを隠しきれなかった。

　あのピアノが弾ける。ならば早速、弾きに行きたい。うずうずしていたら、彼女の反応を眺めていたユースタスが訊いてきた。

「ピアノを弾くのが、お好きですか？」

「大好きです。祖国に居た頃も、毎日のように弾いていたのです」

「毎日のように？」

　サーシャはこくりと頷き、試しに弾いてくると告げて席を立った。

　軽やかな足取りで音楽室に向かって、朝の日ひ射ざしのもと輝く漆黒のグランドピアノに歩み寄る。そっと蓋を開けて鍵盤を押した。ポーンッ。心地よい音色が鳴った。

　サーシャは両手を握ったり閉じたりして慣らすと、椅子に座って弾き始める。

　爽やかな朝の雰囲気にピッタリなカノン。合唱曲としても有名で、作曲したのはキルヒアイス王国の作曲家だ。

　キルヒアイス王国は芸術活動を推奨しているだけあり、周辺諸国にその名を轟とどろかせる優秀な作曲家が多く、知れ渡っている曲もたくさんある。

　一曲弾き終えたサーシャは、いつの間にか腕組みをしたユースタスが壁に凭れて聞いていることに気づいた。

　だが、彼女が声をかける前に、ユースタスは身を翻して音楽室を出て行ってしまう。

「…………」

　そんなに聞き苦しい演奏だったのかしら。

　サーシャが肩を落としていると、ユースタスが戻ってきた──その手に、鮮やかなバーミリオンのヴァイオリンを持って。

　驚くサーシャの視線を無視してピアノの横に立つと、彼は短く言った。

「先ほどと同じ曲を」

　サーシャはヴァイオリンを構えるユースタスの姿に見惚れたが、彼が急せかすようにじろりと視線を送ってきたので、手元に視線を落とす。

　まさかとは思うが、ピアノと合わせてくれるのだろうか。

　驚きと期待で心臓が高鳴るのを感じながら、大きく息を吸ったサーシャは演奏を始める。

　遠くまで伸びていくピアノの音色に、空気を引き締めるような弦楽器の音が重なった。

　彼女が弾く主旋律を、ユースタスがヴァイオリンで模倣して追いかけてくる。

　あちこち音が跳ねるメロディなのでカノンの中でも難しい曲だ。それなのに、ユースタスは何の苦もなく合わせてくれた。

　最初はぎこちなかったサーシャも、彼が卓越した技巧を持つ奏者であると知り、目を輝かせて指を動かす。彼との息はピッタリで、屋敷中に美しい二重奏が響き渡った。

　最後の音を鳴らして演奏が終わる。

　サーシャは立ち上がり、ユースタスに賞賛の声をかけようとするが、ヴァイオリンを下ろす彼と目が合って口を噤んだ。

　どうしよう。言おうと思っていた台詞が出てこない。

　言葉もなく見つめ合っていたら、ユースタスのほうが先に目を逸らした。

「素晴らしいピアノの腕前です」

　彼が褒めてくれたと気づくまでに、数秒かかった。

　サーシャは目を瞬かせて表情を和らげる。張り詰めていた緊張の糸が切れて、自然に言葉が出てきた。

「あなたこそ、ヴァイオリンがとてもお上手です。いつから、やっていらっしゃるの？」

「子供の頃です。たまに弾きます」

「あなたの腕なら、演奏家にも引けを取らないでしょう」

「褒めすぎです。ただの趣味でやっていることなので。貴女も随分とお上手だ」

「私も子供の頃から弾いていたんです。私の母はピアノを弾くのが好きだったので、その影響もあります」
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　ユースタスを相手に、こんなにも会話が続くのは初めてだった。

　まさか〝趣味が音楽〟という共通点があるだなんて、思ってもみなかった。

「もしよければ、もう一回、合わせてみてもいいですか？」

　そう切り出すと、ユースタスは首肯してヴァイオリンを構えようとしたが、すぐに下ろした。彼は居住まいを正しながらサーシャに向き直り、気まずげに言う。

「その前に、先日の夜の件を謝ります」

「え？」

「どう切り出すべきか考えていたのですが……途中で中断したことについて、貴女に非はありません。あれは俺の問題です。それと、貴女との結婚についても、少し冷たい言い方をしたかもしれません。すみませんでした」

　そう謝るユースタスは、苦虫を嚙かみ潰つぶした時のような面持ちだ。どんな時も表情を変えないイメージがあったので、こんな顔もするのねと新鮮な想いを抱く。

「いいんです。この結婚については、あなたの言った通りですから。初夜の件も、何かお気に障るような真ま似ねをしたのではないかと気にしていたので、安心しました」

「貴女は悪くありません。次は、ちゃんと──」

　ユースタスが言いかけて、口を閉ざす。

　次は、ちゃんと……その続きを想像して、サーシャは顔が熱くなる。

　夫婦になったのだから、当然ながら〝次〟もあるのだ。

　お互いに黙りこくってしまい、どことなくふわふわとした空気が流れる中で、顔を背けたユースタスが話題を変えてくれた。

「……今度、城で大きな演奏会が開かれます。主催の兄上から招待状も届いていますし、楽団の演奏だけでなくピアノのソロ演奏もあるそうなので、興味があるようなら連れて行きます。まだこの国に慣れていないと思うので、無理して出席する必要はありませんが」

　演奏会ということは多くの招待客が集まるのだろう。祖国に居た頃の記憶が蘇る。サーシャは好奇の的になり、いつだって浮いた存在だった。

　でも、楽団とピアノの演奏ということならば、ぜひとも聞いてみたい。

　それに、こうしてユースタスが誘ってくれたのだ。

　サーシャは逡しゆん巡じゆんののちに、連れて行ってくれるよう願い出た。

　演奏を聞きたいという思いがあるのはもちろんのこと、早くこの国に慣れるためでもあったし、たとえ祖国のための結婚だとしても彼と距離を縮められる機会があるのなら、それはサーシャにとっても願ってもないことだった。















第三章　泣いてもいい場所











　ピアノ使用の許可が下りてから、サーシャは音楽室に通うようになった。

　本棚には知らない曲の楽譜がたくさんあり、気になった曲から練習をしていたが、何よりも驚いたのは、ユースタスが気の向いた時にヴァイオリンでデュエットをしてくれることだった。

　例の演奏会も間近に迫っており、思いのほか平穏なキルヒアイス王国での生活に慣れ始めた頃、サーシャはユースタスの意外な一面を知った。

　それは、とある朝の出来事。

　早起きをする習慣ができているため、サーシャは大抵、朝日が顔を覗かせる頃には目覚める。そして、ジェーンという名のメイドの手を借りて身支度を整える。

　つい先日、世話係に抜ばつ擢てきされたジェーンは年齢が近く、気遣いができて仕事もきっちりこなすので、サーシャは気に入っていた。

　その日、サーシャは朝食の準備が整うまで庭園の散歩でもしようかと思い立ち、ジェーンを連れて廊下を歩いていた。

　そこで、早足で廊下をやってきた執事のウィリアムと鉢合わせする。

「おはようございます、サーシャ様」

「おはよう。なんだか慌ただしいわね。何かあったの？」

　サーシャが首を傾げたら、ウィリアムが重々しい表情で説明する。

「本日は早めに出仕するご予定なのですが、旦那様が起きてこられませんので、起こしに参ろうとしていたところです」

「ユースタス様が寝坊なんて、珍しいのね」

「昔から、朝は苦手なご様子でして」

　執事が曖昧な笑みを浮かべた。

　そういえば、とサーシャは思い返す。メイド頭のハンナもユースタスについて『昔から朝が弱い方なので』と話していた気がする。

　ウィリアムが一礼し、せかせかとした足取りで廊下の向こうに消えていった。

「ねぇ、ジェーン。ユースタス様って、本当に朝は苦手なの？」

「そのようです。ウィリアムさんとハンナさんが、よく起こしに行ってらっしゃいます」

　ジェーンの答えを聞き、サーシャは思案顔をする。

　ユースタスと共に暮らし始めて間もないが、彼は隙がない人だった。少し近寄りがたい雰囲気を纏っているけれど、立ち居振る舞いは紳士的だし、以前は軍隊長をしていたということで剣技は相当なものだろう。優秀な執政補佐官としても知られている。

　その上、ヴァイオリンの演奏技術も素晴らしかった。

　文武両道。その言葉に尽きる。仕事中の姿は見たことがないが、表情一つ変えずに全てをこなす姿がありありと脳裏に浮かび上がった。

　だからこそ、サーシャは興味が湧いた。

　ユースタスが朝は苦手だなんて──想像もつかない。

　執事が去ったほうを見て、後を追ってみたい気持ちに駆られたけれど、ユースタスの凍いてついた眼差しを思い出して、その場に踏みとどまる。

　余計なことをして、彼の機嫌を損ねたくはない。

　この日はユースタスが〝朝に弱い〟という新たな情報を手に入れたものの、そのあと彼がきっちりと身支度をしてリビングに現れたので、真偽のほどは確かめられなかった。







　約束していた演奏会の日が訪れて、サーシャはメイドの手によって着飾らされた。

　演奏会というから、城に集まって楽団の演奏を聞くだけだと思っていたが、実質的には夜会と同じらしい。メインは演奏を聞くことで、それが終わると大広間で歓談をしてパートナーや意中の男性とダンスを踊るのだとか。

　そのため女性たちは夜会と同様に美しく着飾り、気合いを入れてくるようだ。

「気合いを入れすぎじゃないかしら」

　サーシャは姿見の前で呟く。今宵の衣装は、仕立屋で誂あつらえられた淡いローズピンクのドレスだった。生地は光沢のあるシルク。コルセットできゅっと締められた腰から下の部分は、透けるシフォンの布が幾枚も重ねられている。

　ドレスの袖は肘まであるが、襟が大きく開いているので細い首筋からデコルテまでが露わになっていた。首元にはユースタスが用意してくれたエメラルドのペンダントを身につけて、手首から先には薄いレースの手袋をしている。

　柔らかなハニーブロンドは側頭部の髪を持ち上げて後ろで緩く結び、残りの髪は肩にふんわりと垂らしていた。頭には祖国から持参したティアラを乗せる。

　ローズピンクのドレスが非常に華やかで、エメラルドのペンダントもキラキラと存在感を放っているから、完全に衣装負けしている気がした。

　丁寧に髪を整えてくれていたハンナが、にっこりと微笑んだ。

「これでも控えめなほうですよ。とてもお美しいです」

「美しいのは、ドレスとペンダントでしょう」

「いいえ。サーシャ様は、もともとお美しい方ですから、ドレスも映えるんです」

「……私って、美しいの？」

　サーシャが俯きがちに声をひそめたら、ハンナが目をパチリとさせた。

「ええ、それはもう。初めてお目にかかった時は、まるで妖精のようだと思いました」

　妖精？　と、思わず目を丸くしてしまう。

　十八歳になって顔の雀斑は消えたが、サーシャは自分の容姿にいまいち自信が持てなかった。目鼻立ちは悪くないと思う。しかれども社交場に出る機会が極端に少なくて、他人に〝美しい〟と言われたことがほとんどなかったから、彼女を見て周りがどう感じるのかが分からなかったのだ。

「旦那様も、今日のサーシャ様を見たら、きっと喜ばれますよ」

「あの人はたぶん、私を見ても喜んだりしないわ」

　サーシャは小さな声で相あい槌づちを打った。ユースタスのことだ。ドレスアップした彼女を見ても、表情をピクリとも動かさないに違いない。

「そんなことはございませんよ」

「ユースタス様は、私の見た目や装いには興味がないと思うの。お世辞は言ってくれるかもしれないけどね」

　苦笑しながら言った時、ノックの音がした。

『支度は整いましたか。そろそろ出発しないと演奏会に遅れます』

　ユースタスの声だ。返事をしたサーシャは、ハンナに最後の確認をしてもらってから部屋を出る。

　すると、廊下で待っていたユースタスが、サーシャを見て動かなくなった。

　一方、サーシャも正装姿のユースタスを前にして、固まっていた。

　彼はありきたりな燕えん尾び服ふくではなく、黒の軍服を着ている。縦二列に並んでいる金色のボタンと、肩の装飾からボタンまで繫がる太い飾り紐。胸元には勲章がついていて、おそらく公の場で纏う正装用の軍服なのだろう。

　着瘦せするのか、普段はもう少し線が細くて文官に見えるが、こうして見ると軍人だった。長身で肩幅も広く、がっしりとしている。

　軍服を着ると精せい悍かんさが増して、とびきり端整な顔立ちも相まって目を奪われてしまう。

　向き合ったまま微妙な沈黙に包まれ、我に返ったサーシャは火照る顔を逸らした。

「……私、もしかして、どこかおかしいでしょうか」

　先ほどから、ユースタスは表情を変えずにサーシャを凝視していた。切れ長の眼で頭のてっぺんから足の先まで見られている感じがして、なんだか覚えがあるわとサーシャは記憶を探る。

　ああ、そうだ。夜会の前、兄に衣装をチェックされる時と似ているのだ。

　ユースタスが、ゆるりとかぶりを振る。

「いいえ。よくお似合いです」

「そうですか。ありがとうございます」

「貴女の美しさが、よく引き立っている」

「……え？」

　咄嗟に反応できずに間の抜けた声を上げたら、彼がくるりと身体の向きを変えた。

　サーシャは、ゆっくりと廊下を歩き出すユースタスの背中を追いかけ、先刻もらった言葉を頭の中で繰り返す。

　──貴女の美しさが、よく引き立っている。

　たぶん、お世辞だわ。そうに決まっているもの。

　そう思いこむことで自分を納得させながら、サーシャは勝手に熱くなる顔を伏せた。







　城に到着すると、玄関ホールで国王のアーサーと王妃のマライアが迎えてくれた。

「よく来てくれたな、サーシャ。演奏会へようこそ」

　アーサーは穏やかな笑みで歓迎してくれる。兄弟なので、彼は髪の色から瞳の色までユースタスと同じだ。顔立ちも似ているが、弟よりも垂れ目で表情が豊かだった。

　初対面の挨拶の時から気さくに接してくれるアーサーに、サーシャはドレスの裾を持ち上げて礼儀正しくお辞儀をした。

「国王陛下。お招き頂き、ありがとうございます」

「ああ。ユースタスとの結婚生活は順調か？」

「不自由なく過ごさせて頂いております」

「ユースタスは愛想がないから、貴女も戸惑うことが多いだろう。兄の私でさえ、たまに何を考えているか分からない時がある。でも、悪い奴やつではないんだ。愛想がないだけで」

「兄上。余計なことは言わないでください」

　場を和ませるためか、冗談交じりの台詞を口にする兄と、それを淡々と窘たしなめる弟。何だかんだで兄弟仲は悪くなさそうだ。

　ケイトやヘンドリックと、自分との関係性とは大違いだなと思いながら、サーシャがぼんやりと兄弟の会話を聞いていたら、マライアの視線を感じた。

　王妃のマライアは金髪碧へき眼がんで目も眩くらむような美貌の持ち主だ。目元がキツめなので、見られているだけなのに睨まれているように感じる。

　態度は普通なので、特段、サーシャが何かしたわけではないだろうが……。

　あまり気にしないようにして、ユースタスにエスコートされながら大広間へ足を踏み入れると、すぐさま若い将校が現れてユースタスに敬礼した。

「ご無沙汰しております、ディアモント公爵閣下」

　サーシャが目をパチパチさせていると、ユースタスがため息をつく。そして彼の口から出てきた台詞は、丁寧な敬語ではなかった。

「出会い頭に敬礼するのはやめてくれないか、キャベロン少尉。俺はもう軍隊長ではないんだ。普通に挨拶をしてくれ」

「申し訳ありません。閣下を見ると、身体が勝手に動いてしまうのです」

「まったく、お前は変わらないな。真面目すぎる。その頭の固さを、もう少し柔らかくするべきだと思うんだが」

「ハッ！　ご指摘、ありがとうございます！」

「声量を落としてくれ、少尉。もう爵位を継いで伯爵になったのだろう。こういった場で大声を出すのは貴族のマナーに反するんだ」

「ハッ！　申し訳ありませ……」

　ユースタスに睨まれて、キャベロン少尉が慌てたように口を噤む。

　サーシャが瞳をパッチリと開けて、新鮮な気持ちで上官と部下のようなやり取りを見ていたら、キャベロン少尉と目が合った。

　その途端、少尉が顔を真っ赤にして、あたふたと慌てながら一礼してくる。

「アロンドラ王国の王女殿下であられますね。このたびは、公爵閣下とのご結婚おめでとうございます。自分は以前、公爵閣下のもとで軍務に就いていたジョン・キャベロンと申します。つい先日、キャベロン伯爵の爵位を頂きまして、こうしてご挨拶をさせて頂く栄誉を頂きました」

　キャベロン少尉が、ぎこちない動きでサーシャの手を取り、恭うやうやしく口づけた。

　サーシャが笑いかけると、キャベロン少尉はしばし固まってから、ユースタスに小突かれて離れていく。

　そのあとも、同じように爵位を持った軍の将校たちが挨拶に訪れた。

　受け答えするユースタスは、いつもの近寄りがたい雰囲気ではなかった。喋しやべり方かたは敬語が抜けており、表情こそ変わらないが眼差しは柔らかい。

　次々にやってくる以前の部下たちと話す彼の姿は、最初に抱いた〝冷たい人〟という印象からはかけ離れている。

　それこそ意外な一面だ。軍に在籍していた頃の彼は、きっと慕われていたのだろう。

　しばらくすると、楽団が準備をしていたステージのほうが急に慌ただしくなってきた。

　ステージには楽団の座席がずらりと並んでいて、グランドピアノも置かれている。

　今か今かと演奏会が始まるのを待ちながら歓談する客人をよそに、楽団員たちが行き交ってヒソヒソと話し合っていた。

　サーシャが、何かあったのだろうかと眺めていたら、ユースタスも同様に違和感を覚えたらしい。彼女を連れて、大広間の隅で楽団の責任者と話しているアーサーのもとへ向かった。

「兄上。慌ただしいようですが、何かあったんですか？」

「ユースタスか。少々面倒なことが起きた。楽団のピアノ奏者が馬車の事故に遭い、怪け我がをして来られなくなったらしい。急いで代役を立てようにも演奏を予定していた曲が難解で、すぐに弾ける者が居ないそうだ。私もピアノは嗜たしなむが、あれは弾けん」

「演奏予定の曲は秘密にされていましたが、何だったんですか？」

　アーサーが口にする曲名を聞いて、サーシャは「あら？」と思う。

　それは彼女も知っている有名な曲だった。確かに難解で技巧が必要な曲だが、曲調が好きだったので暗譜して練習したのだ。今でも気分が乗った時は弾くことがある。

「日程を組み直して、後日、再演ということにするしかなさそうだ。今日のところは、観客には楽団の演奏で我慢してもらうさ」

「仕方ありませんね。俺のほうで、何か手伝うことはありますか？」

「いや、私が何とかするから、お前はサーシャと一緒に過ごすといい。彼女にとっては、初めての演奏会だからな」

「分かりました。それでは、お任せします。何かあったら声をかけてください」

「ああ」

　今宵はピアノ演奏が無しという方向で話が進んでいく。

　落ち着きなく両手を握ったり閉じたりしていたサーシャは、おもむろに歩き出そうとするユースタスの腕を引いた。立ち止まる彼に向かって告げる。

「ユースタス様。あの、私……」

「何ですか？」

「さっき、陛下がおっしゃっていた曲なのですが……弾けます」

　心臓がバクバクと鳴っていた。勇気を出して言ってみたが、すぐに後悔した。

　祖国の夜会でも演奏させられていたから、人前で演奏するのに少しは慣れているとはいえ、ここはキルヒアイス王国。ただでさえアロンドラ王国の王女というだけで興味の的だというのに、ステージに立ったら余計に目立ってしまう。

　それでも……折せつ角かくの演奏会だ。彼女も前から楽しみにしていたし、不測の事態だとはいえ題目に穴が空くのは悲しいものがある。

　瞠目するユースタスをよそに、すかさずアーサーが食いついてきた。

「あの曲を弾けるのか、サーシャ」

「はい。曲調が好きで、たまに弾いています。楽譜を見せてもらって、少し指を慣らせば弾けると思います」

「そうか。しかし、演奏会だからな。ステージの上でミスなく弾けるか？」

「暗譜するほど弾いた曲です。祖国に居た頃も、人前で弾く機会はありましたから、おそらく大丈夫だとは思うのですが……完璧にミスなく弾けるかどうかは、ハッキリとは言いきれません」

　勇気が萎しぼんでいき、声が徐々に小さくなる。視線も下に落ちていった。

　その時だった。サーシャの肩に手が置かれて、頭上から声が降ってくる。

「彼女を代役に立てましょう」

「っ！」

　サーシャが勢いよく顔を上げたら、ユースタスが迷いのない口調で言い放つ。

「彼女の演奏を聞いたことがありますが、プロの奏者にも引けを取らない、ピアノの腕をお持ちです」

「ほう。お前が、そこまで言うのか……よし。では、これから別室に移動して、その腕前を見せてもらおう。それから代役を任せるかどうか判断する」

　信頼する弟が太鼓判を押したことで、思案顔だったアーサーも乗り気になったらしい。

　サーシャは「お任せください」と応えると、両手をぎゅっと握りしめた。







　結果的に、サーシャは代役を任されることになり、ピアノ演奏も成功した。

　とはいえ慣れない異国のステージに立ち、大勢の視線が注がれる中で演奏したため緊張のあまり何度かミスタッチをしてしまった。

　それでも、見事な技巧を披露して弾き終えたサーシャには惜しみない拍手が送られた。

　正直なところ、拍手喝采を受けて尻込みしそうになったのが本音だけれど、サーシャは凛りんと顔を上げてお辞儀をした。それで、また拍手の渦が起こる。

「素晴らしい演奏だったぞ、サーシャ」

「あんなに弾けるとは思わなかった。本当にすごいわ」

　アーサーとマライアも、ステージから降りたサーシャに賞賛の言葉をくれた。

　アロンドラ王国で演奏した時は、こんなに褒められたことがほとんどなかったから、サーシャは照れて顔を赤くしながらぺこりとお辞儀をする。

　頭を上げたら、目の前にユースタスが立っていた。彼はいつもの無表情だが、ゆっくりと手を伸ばしてきて、よしよしと彼女の頭を撫でる……頭を？　今、撫でられたの？

　サーシャが固まっている間にユースタスの視線は外され、頭を撫でる手もすぐに離れていったが、たぶん彼なりに褒めてくれたのだろう。

　なんだか嬉しくなって、サーシャは綻びそうになる顔を隠すので精一杯だった。

　そのあと、楽団の音色を堪能して演奏会は終わり、歓談とダンスの時間になった。

　楽団がダンスのための演奏を奏で始めると、ユースタスの周りに人が集まってくる。

　始めに挨拶をしてきた将校たちではなく、今度は若い令嬢ばかりだった。

　大広間の奥にあるホールでは男女が手を取り合ってダンスをしている。周りでそわそわしている令嬢たちは、おそらくユースタスと踊りたいのだ。

　だが、今のユースタスにはサーシャというパートナーが居るので、令嬢のほうから彼を誘うのは不作法なことだ。それで遠巻きに見ているだけなのだろう。

　その時、また別の将校が声をかけてきた。

「ディアモント公爵閣下。ご挨拶をよろしいでしょうか。それから、ぜひとも王女殿下にもご挨拶させて頂きたいのですが。先ほどのピアノが素晴らしかったものですから」

　サーシャはユースタスを介して将校に挨拶をしながら、令嬢たちの肌に刺さるような視線を感じていた。その中には棘とげのある視線も交じっている。

　ああ、嫌だな……と、彼女は心の中で零す。

　こういう感情を向けられると、とても居心地が悪い。

　挨拶が一段落したので、サーシャはユースタスに声をかけた。

「ユースタス様。飲み物を取りに行ってきてもいいでしょうか」

「飲み物でしたら、俺も一緒に……」

「一人で大丈夫です。他にも、あなたにご挨拶したい方がたくさんいらっしゃるようですから、お相手をして差し上げてください」

　サーシャは早口で言うと、ユースタスを置いてその場を後にした。

　隅のほうにあるテーブルにグラスワインと、アルコールが苦手な客人のために果実のジュースが用意されていた。

　サーシャが甘酸っぱいジュースを飲みながら大広間を見渡したら、少し目を離した隙にユースタスが人に囲まれている。将校の次は年とし嵩かさの貴族と話をしていて、サーシャが離れたのを見計らったかのように令嬢たちの距離が近くなっていた。

　今日この場に足を運んでみて、ユースタスが周囲に慕われているのは分かった。

　将校たちにとっては頼りがいのある上官だったに違いない。貴族からは優秀な執政補佐官として期待され、その地位に見合うだけの実力と端整な容姿を兼ね備えていれば、若い令嬢たちに熱い眼差しを送られるのも納得がいく。

　サーシャとは、まるで正反対の人。母が亡くなってから、彼女はずっと一人だった。

　この国に嫁いできても、それは変わらない。やたらと周囲の視線は感じるものの話しかけられることはなく、この場で明らかに浮いている。

　ピアノ演奏で得た高揚感がスーッと冷めていくのを感じ、サーシャは憂いの表情を浮かべてダンスホールへと視線を移した。男女が楽しそうにダンスをしている。

　そういえば、たった一度だけ、王宮でサーシャのお披ひ露ろ目めをした際にヘンドリックがホールに連れ出して踊ってくれた。

　ヘンドリックはサーシャの下手なステップについて文句を言っていたが、珍しく気を遣ってダンスをしてくれたことは理解している。

　あれきりダンスはしていない。誰にも誘われなかったからだ。

　不意に強烈な疎外感に襲われた。広く賑にぎやかな大広間で、ぽつん、と取り残された気分になる。

　サーシャは身震いした。ここは暖房が利いているはずなのに、寒くて堪たまらない。

　身も、心も──。

「サーシャ」

　誰かに呼ばれて振り返ると、マライア王妃が立っていた。

「あなたに話したいことがあるの。ちょっと、いいかしら」

「はい、王妃様。もちろんです」

「ユースタスには一声かけて……あら、彼は相変わらず人気者のようね。少しの間だし、声はかけなくてもいいかしら」

　マライアがユースタスを見やり、人に囲まれているのを見て肩を竦めると、サーシャを伴って開放されているテラスに向かった。

　ちらりとユースタスを見たら、一瞬だけ目が合ったような気がしたが、マライアに「早くいらっしゃい」と言われて顔を逸らす。

　星が見えるテラスは、広間の中と比べたら静かだった。

　サーシャが手すりに近寄って夜空を仰いでいたら、マライアが隣に並んできた。

「さっきのピアノ演奏、とても素晴らしかったわ。サーシャ」

「ありがとうございます。王妃様」

「私のことは堅苦しい呼び方をしなくてもいいのよ。名前で呼んでくれて構わないわ」

「よろしいのですか」

「ええ。私たちは同じ境遇なのだし、互いに王族同士でしょう。それに、あなたとは色々と話がしてみたいの。今度、私の部屋へお茶を飲みにいらっしゃい」

　思いがけない言葉だったので、サーシャは目を丸くする。

「紅茶でも飲みながらゆっくりと話をしましょう。あなたに頼みたいこともあるから」

「それはぜひ、お招きに与あずかりたいです。私にできることであれば、何なりとおっしゃってください」

「あなた以上の適任はいないわ。でも、何を頼むのかは、当日まで内緒にしておくわね。私のほうでも準備が要るから」

「？」

　サーシャが小首を傾げていると、マライアが夜空に向けていた視線を彼女に据えた。

「この国には、もう慣れた？」

「それは……正直に言うと、もう少し時間がかかりそうです」

「大丈夫よ、そのうち慣れるわ。私がそうだったから」

　人並み外れた美貌を持つマライアは吊り目で眼差しが鋭い。そのせいか、性格のキツそうな人だなという印象を勝手に抱いていたが、こうして話をしてみると口調は柔らかく、話しやすい女性だった。

「最初のうちは不安なことも多いでしょう。もし、何か困ったことがあったら、私に相談なさい」

「お心遣い、本当にありがとうございます」

「いいのよ。近いうちに私の部屋へ招待するから来てちょうだい。約束よ」

「はい。約束です」

　マライアが親しげに話をしてくれたことで、落ちこんでいたサーシャの気分がようやく浮上してきた。

　気持ちが後ろ向きになっていたわ。危ないところだった。

　サーシャが自分の頰を小さく抓っていたら、マライアが不思議そうに言った。

「そういえば、あなた、どうして一人で居たの？　ユースタスは知人と挨拶をしていたようだけれど、この国に慣れていないあなたを一人で放置するようには思えないわ」

「飲み物が欲しくて、私が彼の側を離れたんです。すぐに戻るつもりでした」

「そうだったのね。じゃあ、このあとはユースタスと一緒にホールへ行って、ダンスをしてくるといいわ」

　王妃が何げなく口にした言葉を聞き、サーシャはきょとんとした。

　ユースタスとダンスをする？　そんな考えは頭の片隅にもなかった

「ユースタスからも誘われているでしょう」

「いいえ。誘われていませんし、ダンスをするなんて考えてもいませんでした」

「あなたたちはもう夫婦なのだから、ダンスをするのは当たり前のことだわ。ましてや結婚したばかりでしょう。円満な夫婦関係だということを知らしめるためにも、こういう場でダンスをするのは大事なことなの。ダンスが苦手だとおっしゃる陛下でさえ、夜会のたびに私と踊ってくださるのだから」

　サーシャは真剣に説くマライアに苦笑を向けて、顔の横に落ちてきた髪を耳にかける。

「マライア様のおっしゃる通りですね。人前でユースタス様とダンスをするのは必要なことです。ただ、うまくダンスを踊れる自信がなくて」

「ダンスは苦手？」

「何と言いますか、その……実は私、こういう場で男性とダンスを踊った経験がほとんどないのです。祖国に居た頃は、色々と事情があって誰も声をかけてくれなかったのです」

　子爵家出身の母は王宮で疎まれた。それだけならまだしも、心を病んだ母は自ら命を絶ってしまった。

　そんな出来事があれば、たった一人で遺された王女は腫れ物のように扱われる。

「ですから、今夜も誰にも誘われないと思って、ダンスを踊るということが頭から抜けていました。ユースタス様と踊ることになるなら、しっかり練習しておけばよかったです」

「サーシャ……」

「まぁでも、ユースタス様と踊りたがっている令嬢の方もたくさんいらっしゃるみたいですし、私は一曲だけダンスをご一緒したら、ホールの隅に下がろうと思います」

　サーシャは苦い笑みを深めた。祖国でどう扱われていたのか、やんわりと伝えただけだが、マライアは察してくれたらしく、そっと手を握ってくれる。

「ねぇ、サーシャ。さっき、こういう場で男性と踊った経験がほとんどないと言っていたけれど、もしかして一度も踊ったことがないの？」

「いいえ。一度だけ、お兄様と踊ったことがあります。その時もステップが下手だとたくさん叱られました。それでも……あのダンスは、楽しかったです」

　よく考えてみれば、あの頃から兄だけはサーシャを〝妹〟として扱ってくれていたのかもしれない。厳しくて素っ気ない人だけれど、壁の花になっていたサーシャを哀れと思ってダンスをしてくれたのだから。

　追憶に浸ってぼんやりと空を見上げるサーシャに、マライアが何か言おうとして口を開いたが、それよりも先に男性の声が割って入る。




「ここに居たのですか、サーシャ殿」




　サーシャが息を呑んで目をやると、テラスの入り口にユースタスが立っていた。

　もしかして、今の会話を聞いていたのだろうか。

「いつまでも戻って来ないと思ったら、こんなところで何をしているんですか。心配しましたよ」

「ユースタス様。ご心配をおかけして、すみません」

「ごめんなさいね、ユースタス。サーシャに話があったものだから、勝手に連れて来てしまったわ。どうか怒らないであげて」

　大股で近づいてきたユースタスがサーシャの手を取り、マライアを一瞥する。

「俺は怒ったりしません」

「でも、怖い顔をしているわよ」

「元からこういう顔です」

「いつも無表情なのに、眉間に皺が寄っているじゃないの」

　眉根を寄せたユースタスは凄すごみのある表情だ。なまじ美しい顔立ちをしているので、それだけでも迫力がある。

「貴女の気のせいですよ。俺たちはもう行きます。それから、マライア王妃。兄上も貴女を捜していましたよ」

　そう付け足し、ユースタスがサーシャの手を引いて大広間に戻った。歩幅が違うためずるずると引っ張られるようにしてついていくと、彼は人の隙間を縫ってダンスホールへ向かっていく。

「ユースタス様、そちらはダンスホールです」

「そうですね」

「ホールへ行って、何をされるおつもりですか」

「ダンスです」

　ユースタスがきっぱりと言ってのけて、ホールの手前で立ち止まった。

　楽団が緩やかなテンポの曲を奏でている。ダンスを踊る者たちは寄り添い、ゆっくりと横に揺れていた。

　彼がくるりと向きを変え、呆ぼう然ぜんとするサーシャの眼前に手のひらを差し出す。

「俺と踊りましょう」

「本当に、私と踊ってくださるの？」

「はい」

　やっぱり彼は先ほどの会話を聞いていたんじゃないかしら。

　サーシャは我慢強く待っているユースタスの手に、自分の手をそっと重ねた。

　刹那、手をぎゅっと握られてホールへ連れ出される。密着するように腰を抱き寄せられてサーシャの鼓動が軽やかに跳ねた。

　触れ合った場所から温もりが伝わり、とくん、とくんと心臓が大きな音で鳴る。

「あっ……」

　動揺していたために初しよっ端ぱなからステップを間違えたが、ユースタスはしっかりと支えてステップの修正をする。

「ごめんなさい」

「構いません。ゆっくり、ステップを踏んでください」

　サーシャは記憶の彼方かなたにあるステップを必死に思い出しながら、リードしてくれるユースタスに合わせた。

　いくらか余裕が出てきた頃に視線を上げたら、間近にユースタスの顔があって瞬まばたきもせずに注視される。またしてもサーシャの鼓動が跳ね上がり、短い拍を刻んだ。

　どうしよう。すごく、見られているわ。

　狼狽したサーシャはしどろもどろで話しかけた。

「あの、ユースタス様。もしかして、マライア様との会話を聞いていらしたの？」

「不躾ながら、ダンスの話は聞きました」

「やっぱり、そうでしたか……さっき言った通り、私はお兄様以外の男性と踊るのは初めてなので、ダンスはあまり上手ではありません。お許しください」

「気にしません」

「ユースタス様は、ダンスがとてもお上手なのですね」

「こういった場で踊ることが多いですから」

「お相手は他国からのお客様とか、ご令嬢ですか？」

「そんなところです。結婚したので、今後はお相手をする機会が減ると思いますが」

　ユースタスが腕を持ち上げて、サーシャをくるんと回した。いきなりのことでステップが乱れてよろめく彼女を、ユースタスは受け止めてダンスを続ける。

「今のは、びっくりしました」

「ただのターンです」

「ステップもめちゃくちゃでした」

「問題ありません」

「問題は、あると思うのですけど……」

　口ではそう言いながら、今のはちょっと楽しかったなと、サーシャは心の中で呟いた。

　すると、彼女の反応を観察していたユースタスがまた腕を引いた。

「もう一度」

「っ……！」

　先ほどと同じようにくるんと回されたが、今度はうまくステップを踏めた。

　サーシャは蜂蜜色の髪を靡かせてユースタスの腕の中に収まり、思わず口元を緩める。

「今のも、びっくりしました」

「ステップは完璧でした」

「ええ。今度はうまくいきました」

「では、もう一度」

「えっ、また……」
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　立て続けにくるん、とされたので、サーシャはよろめいて彼に抱き留められた。回されるタイミングが分からず、ステップは再びめちゃくちゃだった。

　それなのに、ユースタスは澄ました顔で何事もなかったようにダンスを再開する。

　啞あ然ぜんとしていたサーシャは、自然とこみ上げてくる笑みを隠せなかった。

　なんて下手で滑稽なステップだろう。それでいてユースタスは笑ったりはせず、ステップを失敗したあとも、きちんと彼女をリードして軌道修正する。

「こんな不格好なダンス、きっと笑われていますね」

「勝手に笑わせておきましょう。他人の目など気にせずに楽しめばいいんです」

　ユースタスが真面目な面持ちでそう相槌を打つものだから、サーシャは強張っていた身体から力が抜けるのを感じて、にっこりと微笑んだ。

　思えば、こんなふうに心からの笑みを浮かべたのは、この国に来てから初めてだったかもしれない。

「まさか、ユースタス様とこんなふうにダンスができるなんて思いもしませんでした」

「サーシャ殿」

「はい」

「もう一曲」

　いつの間にか曲が終わっていた。

　ユースタスがサーシャの手を引いてホールの中央へ行くと、手を握って腰に手を添えてくる。がらりと曲調が変わってダンスのテンポが速くなった。

　さすがに、このテンポでは彼についていけないかもしれないと不安になったが、ユースタスが上手にフォローしてくれて、周りで踊る者たちと遜色ないダンスができていた。

「あなたって、本当にダンスがお上手なのですね」

「それほどではありません」

「私なんて、ステップについていくだけで精一杯ですよ。ヴァイオリンだけじゃなく、ダンスまでお上手だなんて、ユースタス様はすごい方ですね」

　褒めた途端に、ユースタスが黙って、サーシャの目をじっと見つめてきた。

　どうしてこんなふうに顔を見てくるのかしらと、サーシャが視線を泳がせている間に曲が終わった。身体を支えていた彼の腕も離れていったが、すぐに大きな手が頰へと添えられて上を向かされる。

　身を屈めたユースタスが、彼女の頰を両手で挟んで至近距離に顔を近づけてきた。

　相手の吐息を感じる距離感だったので、サーシャは赤面してパニックに陥る。

「ユ、ユースタス様」

「…………」

「顔が、近いのですけれど……」

「ようやく目が合いました」

「目？」

「貴女は、よく目を逸らす」

　その指摘は当たっていた。ユースタスと目が合うと、サーシャはかなりの頻度で目を逸らす。緊張するからだ。

　新たな曲が始まると、ユースタスはようやく顔を離してくれた。

　しかし、サーシャを解放することなく抱き寄せる。

「次の曲です」

「まだ踊るのですか？」

「久しぶりに踊りたい気分なので、相手をしてください」

「分かりました。あと、前もって謝っておきます。足を踏んだら、ごめんなさい」

「構いません。気にしないので」

　さらりと応じるユースタスは、何を考えているのか分からない、いつもの無表情。

　三曲目のダンスは、またテンポが緩やかになった。ワルツだ。始まってほどなく腕を引かれて、またくるんと回された。

　さすがに四度目なので、足元がふらつくこともなかった。

「ユースタス様。今のは、どうでしたか？」

「お上手です」

　ユースタスに褒められて、サーシャは満面の笑みを浮かべる。

　ダンスって、とても楽しいのね。こんなに楽しい気持ちになったのは久しぶり。

　いつしか生き生きとした表情で踊り始めるサーシャを、ユースタスは見守っていた。

　感情のない人形のようだった顔を、ほんの少しだけ柔らかくして。





◇






　静まり返ったホールにピアノの音が鳴り響く。観客が見守るステージの上で、演奏会のメインであるピアノ演奏が行なわれていた。

　プロの奏者でも口を揃そろえて〝難しい〟と評価する曲を弾いているのは、サーシャだ。

　ユースタスは最前席で彼女が奏でる音色を聞いていた。

　それにしても、彼女の勇気には驚いた。まさかサーシャのほうから「弾ける」と言い出すとは思わなかったし、演奏会のステージに立つ度胸にも脱帽する。

　アロンドラ王国の王女。彼女が代役としてピアノを披露すると聞いて、演奏直前まではヒソヒソと声をひそめて話していた観客たちは、王女の見事な腕前に度肝を抜かれたらしくステージに釘くぎ付づけになっていた。

　ピアノを弾いている時のサーシャは楽しそうだ。

　朝の日射しのもと、音楽室でグランドピアノを弾くのを見た時から、そう思っていた。

　エメラルドグリーンの目をキラキラさせながら指を動かして、どんな曲でも難なく弾きこなしてしまう。その姿から伝わってくるのは、惜しまぬ努力と卓抜した才能。

　芸術を振興するキルヒアイス王国で生まれたユースタスは、彼自身が優秀なヴァイオリン奏者であり、美しい演奏や作品は正当に評価する。

　もちろん彼だけじゃなく、国王のアーサーもそうだし、キルヒアイス王国の国民は芸術を愛する心を持っていた。

　そんな観客たちの前で、サーシャは堂々としていた。

　ユースタスは小さな嘆息を零す。美しい音色もさることながら、ひたむきにピアノを弾き続けるサーシャの姿は輝いていて、始終目を奪われていた。

　そして、サーシャは見事に弾き終えた。途端に、観客の間から拍手の嵐が巻き起こる。

　恥ずかしそうにお辞儀をしてステージを降りてきたサーシャに、ユースタスは陳腐な賞賛の言葉をかける代わりに彼らしくないことをした。頭をぽんぽんと撫でたのだ。

　サーシャは驚いていたが、彼自身も同じだった。考えるよりも先に手が動いたから。

　そもそも、誰かを褒めるのは慣れていない。

　どうやらユースタスの気持ちは伝わったらしく、サーシャは嬉しそうだった。

　演奏会が無事に終わり、知人との挨拶も一段落した時、サーシャが話しかけてきた。

「ユースタス様。飲み物を取りに行ってきてもいいでしょうか」

「飲み物でしたら、俺も一緒に……」

「一人で大丈夫です。他にも、あなたにご挨拶したい方がたくさんいらっしゃるようですから、お相手をして差し上げてください」

　そう言って、彼女は足早に離れていった。

　それきり一向に戻ってこないから、心配になって大広間を見渡すと、マライア王妃に連れられていくサーシャを見つけた。

　そのままマライア王妃と共にテラスへ消えて、しばらく待っても姿を現さないので、ユースタスは談笑していた知人に断って場を辞した。

　広間を突っ切ってテラスを覗きこんだら二人が居て、会話が聞こえた。

「──ダンスをするなんて考えてもいませんでした」

　サーシャの声だ。ダンスの話をしているらしく、マライア王妃が相槌を打っている。

　そういえば、今日は彼女と一曲くらいダンスをしようと考えていたところだった。

　声をかけるタイミングを逸してしまって、ユースタスが立ち聞きはやめるかと身を翻しかけた時、彼女の言葉で動きが止まる。

「何と言いますか、その……実は私、こういう場で男性とダンスを踊った経験がほとんどないのです。祖国に居た頃は、色々と事情があって誰も声をかけてくれなかったのです」

　王女として社交場でダンスを踊る機会は多々あったはずだ。しかし、誰にも声をかけられたことがないだなんて、一体どういう環境で暮らしていたのだろう。

　ユースタスの疑問をよそに、サーシャが続ける。

「ですから、今夜も誰にも誘われないと思って、ダンスを踊るということが頭から抜けていました。ユースタス様と踊ることになるなら、しっかり練習しておけばよかったです」

「サーシャ……」

「まぁでも、ユースタス様と踊りたがっている令嬢の方もたくさんいらっしゃるみたいですし、私は一曲だけダンスをご一緒したら、ホールの隅に下がろうと思います」

　とても静かな声で、そうするのが当たり前のような口調だった。

「ねぇ、サーシャ。さっき、こういう場で男性と踊った経験がほとんどないと言っていたけれど、もしかして一度も踊ったことがないの？」

「いいえ。一度だけ、お兄様と踊ったことがあります。その時もステップが下手だとたくさん叱られました。それでも……あのダンスは、楽しかったです」

　薄暗いテラスで星空を見上げるサーシャの横顔が見えた。苦みの交じった笑みを浮かべて佇む姿はひどく寂しげで、ほんの小さなきっかけさえあれば、そのまま消えてしまいそうな儚さがあった。

　まただ、とユースタスは思う。

　楽しかったと言いながら、どうして、そんなに寂しそうな顔をするんだ。

　何かつらい想いをしているのなら、いっそ泣いてしまえばいいのに、彼女は涙を流すのではなく、顔を上げて笑う。弱いところなど見せるものかと気丈な面を覗かせて……だから、痛々しく思えてしまうのだ。

　あの夜と、同じように──。
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　気づけば二人の会話に割りこんで、足を踏み出していた。

　その勢いでサーシャをテラスから連れ戻して、向かった先はダンスホール。

　マライア王妃に指摘されたように、ユースタスは自分が怖い顔をしている自覚があったが、実際のところ怒っていたわけではなく苛いら立だっていた。

　それはユースタスらしくないことだった。今は亡き父に『国に尽くし、兄を支えるのだ』と言われた〝あの日〟から、彼は自分に課せられたことは義務や責務として受け入れ、全てにおいて感情を介入させずにこなしてきた。

　だが、サーシャが涙を我慢して笑みを浮かべたり、遠くを見つめて寂しそうにしている姿を見ると、何故かは分からないけれど、父から疎うとまれて傷つき、心を殺して命令に従うと決めた頃の自分を思い出す。そして、割りきった夫婦関係を築くつもりだったはずのサーシャが抱える事情にまで、感情的に踏みこんでしまいそうになる。

　そのことが腹立たしいのと同時に、肝心のサーシャに対しては気遣いと、自分の中にある優しさをかき集めて接してやりたくなるのだ。

　今もそうだ。ユースタスはサーシャとダンスを踊りながら、彼女が楽しめるようにと心を砕いている。

「こんな不格好なダンス、きっと笑われていますね」

「勝手に笑わせておきましょう。他人の目など気にせずに楽しめばいいんです」

　踊り始めはぎこちなかったサーシャも、ようやく慣れてきたらしく、ユースタスの受け答えを聞いて、にっこりとはにかんだ。

　満開になった春の花を思い起こす微笑み。無理をした笑顔よりも、このほうがいい。

　苛いら立だちをかき消す満足感がこみ上げてきて、ユースタスはダンスを続けた。

「私なんて、ステップについていくだけで精一杯ですよ。ヴァイオリンだけじゃなく、ダンスまでお上手だなんて、ユースタス様はすごい方ですね」

　サーシャが素直な言葉で褒めてくれたが、少しだけ気になる点があった。

　ユースタスを褒めているというのに、その彼と目を合わせようとしないのだ。

　今日だけじゃない。これまでも、さりげなく目を逸らされる時が何度かあった。

　だから、ユースタスは頰を挟んで顔を覗きこんでやった。

　俺の目を見ろ、と。

「ユ、ユースタス様」

「…………」

「顔が、近いのですけれど……」

「ようやく目が合いました」

「目？」

「貴女は、よく目を逸らす」

　サーシャのぱっちりとした瞳は、芽吹いたばかりの若葉の色に似ている。

　しっかり見つめ合ってから、ユースタスは満足して身を離した。

　そのあと、サーシャが生き生きとダンスをし始めて「ユースタス様。今のは、どうでしたか？」と眩まぶしく笑いかけてくる。たぶん、これが彼女の本来の姿なのだろう。

　サーシャの一挙一動から目が離せない自分がいたから、ユースタスは、つくづく自分らしくないなと思った。

　こんなふうに女性に見惚れるなんて、今まで経験のないことだった。





◇






　時刻は深夜を回っていた。演奏会を終えて屋敷に帰ってきたサーシャは、ジェーンの手を借りて湯ゆ浴あみを終え、ふかふかのベッドに倒れこんだ。

「ああ、疲れたわ……足が棒みたい……」

「サーシャ様。マッサージ致しましょうか」

「お願いしたいところだけど、もう遅い時間でしょう。あなたはもう休んでいいわ」

「分かりました。それでは、お言葉に甘えて本日は下がらせて頂きます」

「おやすみ、ジェーン」

「はい。おやすみなさいませ、サーシャ様」

　ジェーンがぺこりとお辞儀をして部屋を出て行く。

　一人になると、サーシャは寝返りを打って仰向けになった。天蓋を見上げながら演奏会での出来事を思い返す。

　ピアノ演奏。うまくいってよかった。

　ユースタスとのダンス。すごく楽しかった。

「ユースタス様、優しかったわ。思っていたよりも、冷たい人じゃないのね」

　初対面で冷たく一瞥された記憶が色濃く残っているから、その印象のまま人柄も勝手に判断していた。彼だけじゃなくマライア王妃もそうだった。

　第一印象で相手の人となりまで憶測するのは、よくないことだと一つ学んだ。

「でも、よかった……これなら、うまくやっていけるかもしれない」

　サーシャは羽毛の枕に顔を埋めたが、ダンスの最中、事あるごとに胸が高鳴ったことを思い出して赤面する。別にドキドキしていたわけじゃないわと、誰にも聞かれない心の中で言い訳していたら、コンコンとノックの音がした。

　ジェーンが戻ってきたのかと思い、サーシャは「どうぞー」と応える。

　静かにドアが開いて、シャツとズボンのラフな格好でユースタスが入ってきた。

「失礼します」

　サーシャは勢いよく身を起こした。目を白黒させていたら、ユースタスが一直線にベッドまでやってくる。

「こんばんは、サーシャ殿」

「こ、こんばんは。こんな時間に、どうなされたの？」

「結婚式の夜を、やり直しに来ました」

　彼が天蓋のカーテンを下ろして、ベッドに入ってきた。

「やり直しって、今からですか？」

「今からです。元気は残っていますか？」

「ええ、まぁ……」

「それならば結構」

　早速とばかりにネグリジェに手をかけられたので、サーシャは彼の腕を摑んだ。

「ダンスをたくさん踊って、ちょっと疲れているかもしれません。ですから、今夜は……」

　初夜が未遂で終わってから、今日までユースタスは触れてこなかったので、すっかり油断していた。いきなりすぎて、心の準備ができていない。

　ユースタスが手の動きをぴたりと止めて見つめてくる。

　サーシャがさりげなく目線を斜め上に向けたら、彼の両手が頰を挟んできた。ぐいと引っ張られ、間近に彼の美麗な顔が現れる。ダメだわ、近すぎる。

「っ……ユースタス様……また、顔が近いです」

「貴女が目を逸らすので。疲れているのは、身体のどこですか？」

「あ、足です」

「足か」

　ユースタスが一旦、身を引いた。何をするのかと思って目で追ったら、彼はネグリジェを太腿まで捲り上げて脹ふくら脛はぎに指圧を加えてくる。マッサージだ。

「そんなこと、ユースタス様がなさらなくてもっ……」

「夜更けなので騒がないでください」

　彼は慌てるサーシャを一喝すると、細い足を丹念に揉もんでいった。

　ユースタスはマッサージがとても上手で、サーシャも次第に力を抜いていき、やがてシーツに寝転がっていた。ダンスで使った両足の脹脛から足首まで揉みほぐされて、心も身体も弛し緩かんしていく。

　彼ってこんなこともできるのねと感心しながら、サーシャは欠伸あくびを嚙かみ殺ころした。

　気持ちよくて、眠くなってきた。目がとろんとして瞼が落ちてくる。

　その時、マッサージを終えたユースタスが身を乗り出してきた。眠りかけているサーシャの頰を軽く叩いて起こす。

「終わりましたよ」

「あ、はい……ありがとうございます。随分、楽になりました」

「それは何より。では、やり直しの夜を始めましょう」

「今ので、終わりかと思いました」

「足の疲れを取っただけです」

　ユースタスが弛緩しているサーシャを起こし、ネグリジェを頭から脱がせた。ドロワーズの紐もほどいて足から抜いてしまう。とても手際がいい。

　サーシャは大人しく身を預けて心の準備をする。彼はやる気でいるようだし、いずれ抱かれなくてはならないのだから、ずるずると先延ばしにするのもよくないだろう。

　それに、初めての夜に比べるとユースタスと打ち解けてきて、彼がどんな人なのか分かりつつあったから心は楽だった。これも一緒にダンスを踊ったお蔭かもしれない。

　加えて、前回とは変わった点が一つ。

　ユースタスのくれるキスが、この間よりもずっと甘くなったこと。

　官能を引きずり出す意図を含んだ口づけではなくて、まずは甘嚙みをして、何度も角度を変えて唇を押しつけ合う。キスをするたび、ちゅっとリップ音がする。

「ん、んっ……ユースタス様……？」

「舌を出してください」

　サーシャが言われた通りにすると、彼も舌先を出して触れ合わせてきた。ぬるぬると表面をこすり合わせてから、唇を齧かじられる。

「ふっ、あ……」

　しばらく肌には触れられず、ユースタスの腕の中でキスだけされた。

　サーシャが口を開けたら、彼の舌が入ってくる。じっくり口内をかき回され、歯列をなぞられたかと思えば、舌を絡め取られた。

　熱い吐息を零したサーシャは、これは義務的にされたキスとは違うと確信する。

　何な故ぜなら、ユースタスもキスをしながら呼吸を乱していたからだ。

　この間は息の乱れどころか、表情一つ変えなかったのに。

「ユースタス様」

「何です？」

「あなたの首に、腕を回してもいいですか？」

「どうぞ、お好きに」

　許可をもらい、サーシャは思いきってユースタスの首に抱きついた。すると、再び唇を奪われてキスが深くなる。

「はぁ……あ……」

　視界が斜めになっていく。彼女の身体は後ろに倒され、ほどなく背中がシーツに押しつけられていた。すかさずユースタスが覆いかぶさってくる。

　彼は絶えずキスをしながらシャツのボタンを外し、袖を抜いて床へ放り投げた。

　素肌が触れ合った。筋肉質で、ところどころ硬く隆起した彼の肌は熱く火照っている。

「……はぁ」

　唇を離したユースタスが色気のある吐息をついて、サーシャの胸を触り始めた。

　雪のように白い乳房を手のひらで転がし、尖る頂いただきを指の隙間で挟んで刺激する。

「あぁっ……」

　彼が首に顔を押しつけてきて、熱の籠もった息が吹きかけられた。顎の下から喉を過ぎて、鎖骨へと降りていく道筋を舌でなぞられる。

「は、あ……」

　サーシャは異変を感じていた。やはり、前回とは根本的に〝何か〟が違っている。

　ユースタスは時間をかけて愛撫をしながらサーシャの身体に情欲の炎を灯し、淫らな口づけで炎をより一層大きなものへと育てていく。

「ユースタス様……」

　首に巻きつけていた腕に力を入れると、ユースタスの温もりがぐっと近づいた。

　横へ開かされた太腿の間に彼の腰が割りこみ、内うち腿ももに硬いものが押しつけられる。

　サーシャが目線を下にやると、ユースタスが窮屈そうにズボンを寛げた。隆々と天を突くように頭をもたげた雄芯が現れ出て、彼女はひゅっと息を呑む。

「っ、あ……それ……」

「貴女には、まだ刺激が強い。見ないほうがいいです」

　そう言われても、しっかりと見てしまった。

　サーシャは頰を薔薇色に染めながら、ユースタスの顔をチラリと確認した。

　こんなにも端整な目鼻立ちをしているのに、あっちのほうはグロテスクな見た目をしていた。男性の身体って、一体どうなっているのだろう。

　少なからず興味はあるが、もう一度見る勇気はなかった。

　ユースタスがズボンを脱いで裸になり、サーシャの足の間へ手を入れる。媚肉を撫でて濡ぬれ具ぐ合あいを確かめると、愛液を滲ませる秘裂に指先をそっと押しこんできた。

「んっ……」

　身体の内側を拡ひろげるようにして指が入ってくる。

　サーシャが知らず知らずのうちに眉を寄せていたら、ユースタスが唇を重ねる。

「は、っ……ふぁ、あ、ぁ……」

　隘路で指の出し入れが始まり、それと同時に口の中へ舌が挿しこまれた。

　どちらも彼に犯されて、与えられる全てを甘受しながらサーシャは目を閉じる。

　ユースタスの愛撫は、前回とは比べ物にならないほど心地いい。

　指の腹で膨らんだ淫芽を弄られた時は背中が反そり、華奢な足をバタバタと動かしてしまうほどだ。

「あ、ああ、っ……」

　規則的な動きで指戯を受けていた秘所が綻び、とろりとした蜜液が垂れてきた。それで指の動きが更に滑らかになり、緩慢な出し入れが繰り返される。

　そして、その間もキスは続けられていた。

　サーシャはユースタスにしがみつき、自らねだるように唇を押しつける。彼とのキスは甘ったるくて、どこか陶然とした感覚を呼び起こした。

「ん、んんっ、ん……ユースタス、さまっ……」

「もっと、口を開けて……舌を使って……」

　彼が指示してくれる通りに、サーシャは舌を動かしてみる。もう数えきれないほどキスをしていて、互いの肌が燃えるように熱くなっていた。

　ユースタスが花芽を指で摘まみ、ぐりぐりと押し潰してきた。脳天を突き抜けるような快楽に襲われて、華奢な肢体が淫らに反る。

「ふ、あぁ、ああっ……」

「貴女の身体の中で、ここが最も感じる場所です」

「や、っ……やめ、てっ……」

「やめません」

　顔の位置を下げたユースタスが胸の先端を舌で転がしながら、いやいやと首を振るサーシャを押さえつけて、赤い肉芽をいつまでも弄り続けた。

「ここです。覚えてください」

「はっ、はぁ、はっ……ユースタス、さまっ……な、何か、くるっ……」

「そのまま身を委ゆだねて」

　挿しこまれた指の動きが速くなって、お腹の奥から愛液が溢れてくる。

　ユースタスの誘導に従い、激しい快感のうねりに身を任せたサーシャの中でパチンッと熱が爆はぜた。

「あぁあっ……！」

　暖かい風に乗って身体が浮いた気がして、四肢が強張り、がくがくと足が震える。

　そして、ふわふわと浮いていたところから急に落下するような感覚と共に目の前が真っ白に染まった。ああ、ダメ、このまま落ちてしまう──。

　しばし気を失っていたサーシャは、頰を優しく撫でられて目を覚ます。

　ユースタスの秀麗な面がすぐそこにあり、まだ意識がハッキリとしていなかったサーシャは温もりを求めて彼に抱きついた。

　素肌がぴったりとくっつく。彼の体温が心地いい。

「大丈夫ですか？」

　頭を撫でられながら問われて、サーシャはこくりと首肯する。

「……ベッドから、落ちたかと思いました」

　先ほどの感覚が絶頂に至るということだと、彼女は知らなかった。

「落ちたりしません」

「でも、寝相が悪いので……たまに、落ちることがあって……」

　今も未知の感覚にびっくりして、落ちたのかと思ったのです。

　サーシャが震え声でそう告げたら、ユースタスが口を噤んで、キスをするほどの距離に顔を近づけてきた。またしても頰を挟まれて、じーっと目を見つめられる。

　潤む瞳で見つめ返したら、ユースタスの目元がほんのわずか、緩んだ。

　それは瞬きをしたら見逃してしまうくらい極微な変化。

　あれ？　もしかして、今……笑ったの？

　サーシャが驚きよう愕がくの声を上げようとした時、ユースタスが口に齧りついてきた。

「っ、んん……」

　顔を摑まれたまま、たっぷりと唇を貪られて息も絶え絶えになった頃、彼が唾液で濡れた唇を離して起き上がる。

　ユースタスは下腹部で存在感を示す剛直を手で包みこみ、何度か扱しごくことで硬さを増したそれを、サーシャの蜜口に押し当ててきた。

「さぁ、挿入いれますよ」

「……はい」

「痛かったら、言ってください」

　そう前置きをして、彼の雄芯が侵攻を始める。狭苦しい膣ちつ口を抉じ開け、溢れる愛液を纏わりつかせながら奥を目指していった。

　前回の記憶があるので、サーシャは瞼を伏せて痛みを堪える。だいぶ指でほぐされたお蔭か、意外とスムーズに雄芯が入ってくる。ずぶ、ずぶ、と張り詰めた一物が彼女の身体を拓ひらいていき、途中で止まることなく根元まで飲みこんだ。

　ごつんと衝撃があって疼とう痛つうが全身を駆け巡る。腰がぴったりと合わさり、ユースタスの掠かすれた声が降ってきた。

「全部、入りました」

「……はっ……」

　ずっと息を止めていたサーシャは口を開けて、新しい酸素を吸いこむ。

　無事に破は瓜かを迎えて、これでユースタスとの結婚は成立した。役目は果たされたのだ。

　そう頭が理解した途端、鼻の奥が熱くなって視界が歪んでくる。

「少しずつ、動きます」

　ユースタスがゆっくりと腰を動かし始めて、サーシャの身体は軽く揺すられた。

　漲みなぎった剛直で深々と挿し貫かれ、奥を突かれるたびに声が出る。

「あんっ、あ、あ……」

　いつも涼しい顔をしているユースタスの額に汗が滲んでいて、呼吸も荒かった。

　サーシャは薄目を開けながらそれを見止め、ああ、どうしよう、と唇を嚙みしめる。

　じわり、じわりと目の端に涙が溜まってきて、今にも溢れそうになった。

　こんな状況にも拘かかわらず、たぶん気が弛ゆるんだのだと思う。

　しかし、今は彼に抱かれている最中だ。めそめそと泣く姿なんて見せたくない。

「ん、ん、はっ……」

　極力、声を出さないようにして揺らされていたら、ユースタスが彼女の最奥を雄芯で穿うがちながら、体内で燻くすぶる欲望をぶつけるようにキスをしてきた。彼はハッ、ハッと小刻みに息を吐いて精巧な造りの顔を歪める。

「あぁ、っ……ユースタス、様っ……」

　彼の首を抱き寄せようとしたら、手首を摑まれてシーツに押しつけられた。

　ユースタスは逃がさないとばかりにサーシャを組み伏せると、しつこく唇を押しつけてくる。普段の彼では考えられないくらい情熱的なキスをされ、サーシャは眉尻を下げた。

　私は今、この人に求められている──。

　そう思った瞬間、サーシャの胸がきゅうっと締まった。

　ただの義務でもいい。身体の欲望を満たすためだけでもいい。

　孤独に慣れて、これほど誰かに〝求められる〟という感覚は初めてだったから、それまで必死に堪えていたサーシャの涙腺が、いともたやすく崩壊した。

　ぽろり、と目の端から雫しずくが流れ落ちたのを感じたので、慌てて手のひらで拭う。

「っ、う…………ちょっと……待って、ください」

　制止の声で、腰を揺らしていたユースタスが動きを止めた。

　サーシャは堰せきを切ったように溢れてくる涙を必死に拭いながら、肩で息をしているユースタスの目線を遮るように片手を翳かざして囁く。

「……ごめんなさい……何でも、ありません……涙は、すぐに止まります……だから……少しの間だけ……私を、見ないでください」

　早く止まってと願いながら手の甲で涙を拭うのに、拭った側から溢れてきた。

　こんな時に泣くなんてと、胸中で自分を罵って手を動かしていたら、そっと手首を押さえられる。

「強くこすると、あとで目が腫れます」

「……ユースタス様……」

「抱かれるのが嫌で、泣いているわけではないんですね」

「違います……そういう、涙ではなくて……私は……」
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「だったら、その涙は」

　サーシャが言いかけたところで、ユースタスの言葉が被かぶさる。

「そう必死になって止めるものではないと思います」

「……え？」

「俺には、泣いている女性を抱いて喜ぶ趣味はありませんが、貴女が嫌がって泣いているわけではないのなら、別に気にしません」

　汗ばんで額に張りついた長い前髪の奥から、彼の琥珀色の瞳が覗いていた。そこに映るサーシャの顔は、止とめ処どなく零れた涙でぐしゃぐしゃになっている。

　ユースタスがサーシャの髪を撫でて、はぁと、ため息をついた。

「……まったく。俺らしくないことを」

　まるで愚痴のような、独白。

　苦々しげに鼻梁に皺を寄せる彼を見て、サーシャは手を伸ばした。

　初めて、自分からユースタスの頰に触れる。そこから彼の温もりが伝わり、身体の内側を熱くしていった。孤独で冷えきった心にまで、その熱がじわじわと届いていく。

「……また、泣くかも、しれません……いいですか？」

「それは、俺に許可を求めることじゃありません。貴女が泣きたくなったら、我慢などせずに泣けばいい」

　ユースタスは顰しかめ面つらをしていたが、その口で紡がれた台詞からは不器用な思いやりと優しさが伝わってきた。

　彼は、もっと冷徹な人だと思っていた。サーシャと政略結婚し、ただ義務として全てを割りきっていて、愛をくれない夫だったはずだ。実際に、この結婚は祖国のためだと冷たく言い放たれたこともある。

　それなのに、こんな状況で〝泣きたくなったら我慢せずに泣いていい〟と、彼が言ってくれるなんて想像もしていなかった。

　鼻を啜すすったサーシャは、空いている指の背で涙を掬すくい取ると、にっこり笑った。

「……ありがとう、ございます……ユースタス様」

「礼を言われるようなことは、何もしていません」

　いささか、ぶっきらぼうにそう答えたユースタスが、一呼吸おいて唸うなるように言った。

「それで、サーシャ殿……俺は、いつまで待てばいいですか」

　ユースタスがもどかしげに腰を揺らしたので、そういえば途中だったと我に返ったサーシャは両手で涙を拭い取り、自分の望みを告げる。

「サーシャ、って」

「？」

「畏かしこまった呼び方をしなくていいので……私のことを、サーシャって呼んでほしいです」

　胸の内から溢れる温かな気持ちに背中を押されるようにして、サーシャは両手を広げてユースタスに抱きつく。

「そう呼んでくれたら……もう、待たなくていいです」

　ユースタスがサーシャの背中を撫でながら数秒ほど黙って、彼女の望みを叶かなえた。

「サーシャ」

　ただ名前を呼ばれただけなのに、また、涙がじわりとこみ上げてくる。

　ユースタスが再び動き始める、サーシャを抱きかかえて一定のリズムで腰を押し入れてきた。

　脈打つ大きな男根が根元まで埋められて、最奥をごつごつと叩く。

「は、ぁ、あぁっ、あ」

　ユースタスは喘あえぐサーシャの足を肘に引っかけると、少し動きを速めた。

　腰を打ちつけられる前後運動は破瓜の疼痛を思い出させたが、同時にくりくりと花芽を弄られるので、痛みと快楽の境界線は曖昧になっていく。

「は……っ、は……」

「ユースタス、さまっ……」

　抱き合って熱を生み出し、発散させるために肌をぶつけ合う。

　とても本能的な行為だった。そして揺さぶってくるユースタスの温もりは心地がいい。

「ふ、っ、あ、ああ……」

　サーシャに覆いかぶさっていたユースタスが苦しげに呻うめいて、彼女の腰を軽く浮かせながら小刻みに雄芯を叩きつけてきた。

「あ、あっ……ユースタス様っ……」

「う……うっ……」

「あんっ、ぁ、ああっ……！」

「……そろそろ、出します、っ……」

　終わりが近いことを宣言したユースタスが、顔を伏せて一心に身体を揺すり始める。

　サーシャは彼にしがみついたまま、その時を待った。

　ベッドの天蓋が揺れている。淫いん猥わいなキスをされてお腹の奥がきゅうと締まり、蜜壺を犯す陰茎をきつく絞り立てる。それには、彼も耐えられなかったらしい。

「はっ……」

　色香を孕はらむ吐息と共にドンッと奥を一突きされて、熱の飛沫しぶきが弾ける。

　子供の種を注ぎ込まれているのを感じながら、サーシャは身み悶もだえて甘い嬌きよう声せいを上げた。

「ふ、あぁ……あ、あー……」

　ユースタスは短く声を上げる彼女をシーツに押さえつけて、腰をぴったりとくっつけたまま残ざん滓しまで余すことなく注いだ。

　やがて、大きく息を吐いたユースタスが雄芯をずるりと抜く。先ほど熱を解放したはずなのに、それはまだ硬さを保っていたが、彼はサーシャに二度目を強要することはなく、浴室にあった綺き麗れいな布で身体を拭いてくれた。

　サーシャはされるがままの状態で後始末をしてもらい、仰向けで隣に寝転んだ彼の手を持ち上げると、腕の中に潜りこんだ。

　ユースタスが流し目を送ってくるが、サーシャは知らぬふりを貫いて身を寄せる。

　もしかしたら、離れろと言われるかもしれない。

　密ひそかに緊張していると、ユースタスが小さなため息をついて目線を天井に向けた。

「あまり、くっつかないでください」

　ビクリと肩が跳ねた。これは離れろという意味かしら。

　だが、サーシャが身を引こうとする直前で、ユースタスがボソリと付け足した。

「襲いそうになります」

　邪魔だとか、鬱うつ陶とうしいとかではなく、襲いそうになる──。

　サーシャは若葉色の瞳をパチパチさせてから、離れるために起こしかけた身体を元の位置に戻す。人に懐なついた子猫みたいに身を丸くしてくっついていると、彼がもう一度、ため息をついた。

「サーシャ」

　呼び捨てにされて、とくん、と胸が高鳴った。

「離れてください。貴女も疲れているはずです」

「私は、このままでも大丈夫です」

「俺が言ったことを聞いていなかったんですか」

「聞いていました。だから、私は大丈夫です」

　襲われても大丈夫。ユースタスの温もりに寄り添い、火照った顔を隠すように逞たくましい肩に押しつけて言い張ると、彼が無言になってサーシャの頭に手を置いてきた。

　ユースタスは逡巡するように彼女の髪を撫でて、歯切れの悪い口調で言う。

「寝ている間に襲われても、知りませんよ」

　サーシャは口角を緩めてこくりと頷くと、足元の毛布を引き寄せ、ぎこちない動きで腕枕をしてくれるユースタスとくっついて毛布を被った。

　二人で毛布に包くるまって顔を寄せると、ユースタスが細い絹糸のような彼女の金髪を指で梳すいて、ぽつりと言った。

「綺麗な髪ですね」

「ありがとうございます。この髪は、お母様譲りです。自分の容姿で唯一、自慢の髪です」

「唯一？」

「ええ。髪以外の容姿には、あまり自信がなくて」

「ですが、貴女は、とても……」

　ユースタスが言いかけた言葉を呑みこんだ。

　サーシャは頰から鼻の頭にかけてちょんちょんと触る。

「子供の頃からずっと、この辺りに雀斑そばかすがあったんです。それで、お姉様たちによく容姿のことをからかわれていました。お母様に似ていると言われるので、そう悪くない顔立ちだとは思うんですけど」

「…………」

「メイドのジェーンはお化粧が得意だそうなので、ユースタス様のお側そばに居ても見劣りしないように、私もジェーンから色々と教えてもらってお化粧の勉強をします」

　彼は整った容姿の男性だから、隣に立っても相応しいと言ってもらえるように。

　サーシャが欠伸をすると、ユースタスが毛布をかけ直してくれる。

「もう寝てください。夜も更けました」

「はい、そうします……でも、寝る前に一つだけ聞かせてください。どうして、今夜だったのですか？」

　初夜が未遂で終わったあと、ユースタスは一度も誘ってこなかったから。

　小声で尋ねたら彼はしばらく黙って、こう答えた。

「貴女を抱くなら、今夜がいいと思ったんです」

　ユースタスはそれ以上、語らなかった。だから彼女も深くは尋ねなかった。

「答えてくれて、ありがとうございます。……おやすみなさい。ユースタス様」

　誰かと同じベッドで眠るのは、幼子の頃に母が添い寝してくれた時以来だった。

　ほどなくサーシャは微睡まどろみに落ちて、静謐な宵闇の中へと押し殺した囁き声が落とされる。




「貴女は自分で気づいていないだけで、美しい女性です。──おやすみ、サーシャ」




　とても優しい声だったから、サーシャは夢ゆめ現うつつの間にそれを聞いて、自然と涙が溢れそうになった。















第四章　夜を奏でるピアノ











　小さく唸ったユースタスは薄目を開けた。室内は薄暗く、まだ夜が明けていない。

　最近、よく明け方に目が覚める。専もつぱら朝は弱いのだが、彼の寝室で眠るようになった妻のせいで起きてしまうのだ。

　本格的な冬が訪れて室内でも気温が下がるため、寒さ対策で二枚掛けしている厚手の毛布を持ち上げると、すやすやと眠る妻の頭が見えた。

　サーシャは横向きで寝ているユースタスの腕の中に遠慮なく潜りこみ、細い腕を絡みつけていた。それだけならまだしも、室温が低くて寒いからか、彼の太腿の間に足をぐっと入れこんで隙間なく密着しているのだ。

　もしかして、彼女は俺を抱き枕か何かと勘違いしているのではないのか。

　寝起きの朦もう朧ろうとする頭でそう考えていたら、サーシャがもぞもぞと動いた。寝返りでも打つのかと思ったら、更に足を割りこませてくる。

　この屋敷に来たばかりの頃、サーシャは瘦せていたが、このごろよく食べるようになった。そのせいか、少しふくよかになってきた肢体を惜しみなく押しつけられて、ユースタスは眉間に皺を寄せた。

「……サーシャ」

　呼んでみるが、夢の世界の住人になっている彼女からの返事はない。

　ユースタスは諦念の息をつき、しがみついているサーシャを抱えたまま自分が寝やすいように体勢を変える。

　その結果、それこそ抱き枕みたいに彼女をがっちりと腕に抱きこむことになった。

「うーん……」

　サーシャが身じろぎをした。目線を落としたら、ユースタスの首に猫みたいにすりすりと頰ずりをしている。ほどなく、ここは最高の寝床だと言わんばかりに安心しきった様子で寝始めた。

　まったくもって無防備すぎる。俺は抱き枕じゃないんだが。

　胸中で何度目か分からない文句を零しながら、ユースタスは彼女の髪に頰を当てた。

　まぁでも、こうして眠ると温かい。特に冬場はベッドに入っていても寒い時があるし、寝ながら甘えてくる妻を抱えて眠る生活も、そう悪くはないかもしれない。

　サーシャが寒そうに身震いしたので、ユースタスはしっかりと毛布をかけてやった。

　その際、ネグリジェから覗く細い首がぽつぽつと赤く色づいているのが見える。キスマークだった。

　それを見ていたら、初めて抱いた夜のことが蘇ってくる。

　今から一ヶ月ほど前のことになるが、演奏会の日の夜、彼はサーシャの部屋を訪れて抱いた。二人で踊ったダンスの余韻も残っていて、初めて肌を重ねるならその夜がいいと思ったからだ。

　ユースタスはサーシャにたくさんキスをして、蕩とろけるほどに愛撫を施した。

　途中で、泣きじゃくるサーシャをあやす場面もあり、ユースタスはできるだけ気を遣って言葉を選んだ。彼女も笑ってくれたので間違ってはいなかったのだろう。

　ただ、呼び捨てにしてほしいと請われてぎゅっと抱きつかれた時は……そんなねだり方をするのは少しずるいなと思う反面で、正直、可愛いなとも思ってしまったので、記憶の底で厳重に封印しておく。

　──髪以外の容姿には、あまり自信がなくて。

　サーシャがそう打ち明けてきた時は、驚いた。

　ユースタスの目から見て、サーシャは美しい女性だった。結婚式の時に、雪の妖精みたいだと思ったくらいだ。

　本人は雀斑があって姉にからかわれていたと説明していたが、それまでのふるまいや言動を鑑みても、家族に恵まれておらず、あまりいい環境で育ってこなかったのだろう。

　とはいえ軽い気持ちで訊けるようなことではないから、いずれ機会があったら話を聞いてみるかと、その時は追及しなかった。

　そして、この夜を境に、ユースタスは彼女を抱くようになった。女性らしく丸みを帯びた裸体を組み伏せて、切なげな嬌声を上げるサーシャの中へと自身を埋めると、散々揺さぶって精を注いだ。

　そのうち一晩に一回だけの交合では満足できなくなり、二回、三回と、ベッドの中でサーシャに迫った。

　それに伴って大きな変化が一つ。行為の最中、顔を赤く火照らせたサーシャに愛おしむように触れて、それまでは身体を昂ぶらせるためだけに行なっていたキスに、優しさと慈愛を籠めるようになったことだ。

　意識を飛ばしたサーシャの柔肌には数あま多たのキスマークを散らした。

　どれだけ求めても足りないと、馴な染じみのない感覚にも襲われた。

　ユースタスには、それがサーシャに対する感情の変化から来ているものだという自覚があった。

　そして、サーシャもまた、変わってきている。

　始めの頃の陰鬱な表情はどこへ行ったのか、彼女はよく笑うようになり、ユースタスが屋敷に居る時は話しかけてくることが増えた。たまにねだられて、ピアノとヴァイオリンのデュエットもする。

　演奏会の夜をきっかけとして、二人の関係は確実に変化が生じていて、目に見える形としても距離が縮まってきていた。

　その結果が、今の状況というわけだが──。

　もし、このままサーシャを腕の中に閉じこめて、他の誰とも会わさずに自分のものにしようとしたら、彼女はどんな反応をするのだろう。

　ふと、そんな歪んだ考えが過ぎった。もちろん単なる想像だ。実行はしない。

　欠伸が出たので思考の海に浸るのをやめたユースタスは、睡魔に身を預ける。

　今も檻おりのように囲うユースタスの腕の中で、サーシャは子猫みたいに眠っていた。

　それに満足を覚える自分と、無防備すぎるんだと腹立たしげに思う自分がいるが、どちらにせよ彼女を抱きかかえて眠るのは悪くないと感じているのだから、もう手遅れなのかもしれない。





◇






　カーテンの隙間から朝日が射しこんでいる。

　ぱちりと目を開けたサーシャは、欠伸をしながら夫の腕の中から這はい出だした。肌寒さに身震いし、ベッドを降りてカーテンを捲ったら庭園が白く染まっている。

　ベランダの手すりにも雪がこんもりと載っていた。一晩で、だいぶ積もったらしい。

「うーん……」

　サーシャは伸びをしてから、冷えた両手をこすりながらベッドに戻った。

　ユースタスが枕に頭を埋めて寝ている。彼女が起きたことにも気づいていないようだ。

　同じベッドで眠るようになって判明したことだが、ユースタスが朝に弱いというのは事実だった。

　朝は大抵、サーシャが先に起きて、出仕の時間に間に合うよう起こすのが日課になりつつある。

「ユースタス様。朝ですよ」

　今日は、マライア王妃に城へ上がるよう言われていた。

　ユースタスは休養日だが、宰相から急ぎの話があると呼ばれているらしく、一緒に行く予定なのだ。早めに支度をして屋敷を出なくてはならない。

　サーシャは彼の身体をそっと揺すった。すると、瞼が持ち上がって金色の瞳が現れる。

　眠そうに瞬きをしたユースタスが、寝起きの据わった目で彼女をじろりと見やった。

「……何？」

　気だるげな声が、喋るのも億おつ劫くうだと言いたげに短い単語を紡ぐ。

「朝です。おはようございます」

「ああ……」

「そろそろ起きて、支度をしないと」

「…………」

「ユースタス様。目を閉じないでください」

「……サーシャ」

　ユースタスが毛布の中から腕を出してドアのほうを指差す。どことなく動きが鈍い。

「貴女のほうが、支度に時間がかかります……先に支度していてください。俺は……後から行きます」

　ユースタスが羽毛の枕に顔を埋めて目を閉じる。何でもスマートにこなす人なのに、朝はめっぽう弱いのだ。

　普段の彼とのギャップが大きくて始めは驚いたものの、三日も経てば慣れたし、いつも隙のない人が見せるこういう一面は、ちょっぴり可愛らしく思えてしまうのが不思議だ。

　それも妻の特権だと思ったら、サーシャは少し嬉しくもある。

「分かりました。それでは、のちほど」

　彼の指示に大人しく従ったサーシャは、一声かけて部屋を出る。

　すると、執事のウィリアムが待ち構えていた。

「おはようございます。サーシャ様」

「おはよう、ウィリアム」

「サーシャ様宛てに手紙が届いております。城から転送されて参りました」

「ありがとう」

　サーシャは手紙を受け取って宛名の筆跡を確認する。手本のような流麗な筆跡の持ち主は、おそらくヘンドリックだ。手紙を裏返すと、予想通り兄の名前が記されていた。

　自分の部屋に戻ったサーシャは、ジェーンに髪を梳とかしてもらいながら手紙を開ける。

　紙面には短い文章が綴つづられていた。冒頭に【そちらの生活には慣れたか】と近況を尋ねる一文があって、それ以降はアロンドラ王国で起こった取り留めもない話題が簡素に書かれている。そして最後に【返事を書くように】の文章で締めくくられていた。

「お兄様らしい手紙ね」

　ぽつりと呟いたら、ジェーンが首を傾げた。

「アロンドラ王国の王太子殿下からのお手紙ですか？」

「ええ、そうよ」

「結婚後も手紙のやり取りをするなんて、仲がよろしいのですね」

「仲がいいわけじゃないわ。きっと、私がしっかり役目を果たしているかどうか確かめたいだけよ」

　サーシャはそう言って、ヘンドリックからの手紙を封筒にしまう。

　兄から手紙が届くなんて思いもしなかったが、よく考えてみれば、サーシャは祖国に近況報告をする義務がある。

　帰ってきたら返事を書こう。そう決めて、サーシャは支度を進めた。







　城へ足を運ぶのは演奏会の日以来だった。

　ユースタスとは玄関ホールで別れて、サーシャはマライア王妃の私室へ案内された。

「よく来てくれたわね、サーシャ」

「こちらこそ、お招き頂きありがとうございます」

　王妃の私室は広く、リビングには白い大理石のテーブルとチェアが並べてあった。

　窓辺には木製の揺り籠が置いてあり、一歳になったばかりの赤子が眠っている。

　ミシェル・キルヒアイス。アーサーとマライアの間に生まれた第一子で、第一王子だ。

　サーシャは揺り籠を覗きこみ、すやすやと眠る幼い王子を見て顔を綻ばせた。

「なんて可愛らしい。はじめまして、よろしくお願い致します。ミシェル様」

　王子の安眠を妨げないよう声量を落として挨拶すると、サーシャはチェアに座った。

　テーブルには淹いれたての紅茶が並べられ、マカロンやクッキーなどの焼き菓子が用意されている。

　サーシャが紅茶の香りを楽しんでいたらマライアが口火を切った。

「連絡するのが遅くなってごめんなさいね。ミシェルが風邪を引いてしまって、なかなか招待できなかったの。ずっと、あなたに会えるのを楽しみにしていたのよ」

「こちらこそ、お会いできるのを楽しみにしていました。先月の演奏会でも、声をかけてくださってありがとうございました」

「演奏会はいい機会だったわね。私も、色々と話したいことがあったから」

「そういえば、私に頼みたいことがあるとおっしゃっていましたよね」

「ええ。そうなの」

　そこで、マライアが躊躇する素振りを見せた。紅茶を飲んで深呼吸をしている。

　もしかして言いづらいことなのだろうか。

　不思議に思いながら待っていたら、マライアが意を決したように切り出した。

「頼みたいことと言うのはね、私にピアノを教えてほしいのよ」

「ピアノですか。私でよければお教えしますが、どうして私に？」

「あなた、あれだけピアノが上手なんですもの。一から教えてもらうにはちょうどいいと思ったの」

「一からということは、もしかして……」

「そう。私はピアノが弾けないのよ」

　マライアがテーブルの上で両手を組んで、美しい顔を曇らせた。

「幼い頃から、王女の嗜たしなみとしてピアノの授業は受けていたけれど、どうしても巧うまくならなくて途中でやめてしまったの。それ以来、一度も弾いていないのよ。だけど、陛下を始めとして、この国の人たちの大半は何かしら楽器が演奏できるの。陛下はピアノで、ユースタスはヴァイオリンだったかしら」

「それで、マライア様もピアノを練習しようと思われたのですね」

「ええ。ピアノなら、今から練習しても大丈夫なんじゃないかと思ったのよ。それに、私が弾けるようになったら陛下が喜んでくださると思って。ミシェル……王子にも、いずれピアノを弾いて聞かせてあげたいのよ」

　目線を伏せたマライアの白はく皙せきの頰が、ほんのりと赤く染まった。

　夫と息子のため、ピアノを弾けるようになりたい。なんて素敵な動機だろう。

　サーシャは、にこやかに頷いた。

「分かりました。ぜひ、私にも協力させてください」

「ありがとう。それから、このことは誰にも言わないでほしいの」

「内緒ということですか？」

「そうよ。ちゃんと弾けるようになってから驚かせたいの。陛下はもちろんのこと、ユースタスにも言わないでね」

「ユースタス様にも……そうなると、マライア様のもとへ通う理由を考えなくてはいけませんね。毎回、お茶会と説明してもいいのですが、どこまで通せるか」

「確かにそうね。まぁ、ユースタスは口が堅そうだし、あんまり彼が気にするようなら話しても構わないけれど、口止めはしっかりしておいて」

「了解しました」

「それじゃ、早速」

　マライアが席を立ってサーシャを手招く。後を追うと、城の奥まった部屋に連れて行かれた。

　部屋の前には男性が立っていた。年齢は四十を越えたくらいだろうか。鼻の下に髭ひげを生やしており、その先がくるんとカールして天を向いている。立派なちょび髭だった。

「彼はイーサンよ。優秀な作曲家で、城で音楽教師もしているの」

「はじめまして、アロンドラ王国の王女殿下。私のことはイーサンとお呼びください。先日の演奏会でのピアノ演奏、本当に素晴らしかったです。聞きき惚ほれてしまいました」

　イーサンが胸に手を当てて優雅にお辞儀をする。サーシャもお辞儀で返した。

「ここは昔の音楽室なのだけれど、今は施錠されて使われていないの。貴重な楽譜も置いてあるみたいで、鍵の管理をイーサンがしているのよ。今回、彼の協力を得て、この音楽室で練習をしようと考えているわ。壁は防音だし、生活棟からも離れているから、外に音が漏れることもないと思うの。少し古いけど、ピアノも置いてあるわ」

「練習場所としては最適ですね。でも、イーサンは音楽教師なのでしょう。彼のほうがピアノを教えるのは上手なんじゃ……」

「イーサンはダメ」

　マライアがきっぱりと言ってのけて、頭をかいているイーサンに半目を向ける。

「彼は口が堅いけれど、音楽のことになると夢中になりすぎて、私を置いてきぼりにするの。終しまいには指導の途中なのに自分の世界に入って新しい曲を書き始めるし、天才肌なのは理解しているけれど、教師としてどうかと思うわ。そのうち城から追い出されそう」

「王妃様は相変わらず手厳しい。実質的に、私は作曲家として陛下に後援して頂いているようなものです。おそらく〝王室お抱えの作曲家〟というよりも〝王室付きの音楽教師〟と公言したほうが、外がい聞ぶんが良いのではないでしょうか。作曲家のイメージというと〝才能あれば食うに困らず、才能なければただの穀ごく潰つぶし〟と、言われるくらいですからね」

「そういうわけよ、サーシャ」

「なるほど。理解しました」

　イーサンが、よく回る舌でペラペラと話してくれたので事情は飲みこめた。

　彼は少し変わっているが、指導の途中でも自分の世界に入って曲を書き始めるくらいだから、音楽が大好きなのだろうなと考えていたら、サーシャとイーサンの視線がかち合う。その瞬間、イーサンがずいっと身を乗り出してきた。

「ところで、王女殿下。よければ、私の作った曲を弾いてくださいませんか」

「え？」

「貴女の腕前であれば弾けると思います。先日の演奏をお聞きして、私はまことに感激いたしました。ぜひとも弾いて頂きたい曲のリストを作ってあるのです。全て楽譜も用意しておりますので、のちほどお渡しして……」

　眼前で勢いよく捲まくし立てられて、サーシャが呆あつ気けに取られていると、

「イーサン、無礼ですよ。下がりなさい」

「ああ、これは申し訳ありません。つい興奮してしまいまして……しかし、王女殿下。貴女の才能は本当に素晴らしく、私はそれに感銘を受けて──」

「イーサン。いい加減、お黙りなさい。サーシャ。さっさと音楽室に入りましょう」

　マライア王妃に叱責されて、イーサンががっくりと肩を落としている。

　サーシャは口元に手を当てて、くすりと笑った。

「はい。行きましょう、マライア様。それから、イーサン」

　国王に認められた作曲家が、サーシャのピアノを手放しで褒めてくれた。

　その事実が、ただ単純に嬉しかったから、サーシャはイーサンに笑いかける。

「あなたの作った曲を弾いてみたいわ。よかったら、あとで楽譜をください」

　イーサンの顔が、刹那に明るくなった。

　サーシャの才能を評価し、自らの曲を弾いてほしいと言ってくれるイーサン。

　親しげに声をかけ、ピアノを弾けるようになりたいと打ち明けてくれたマライア。

　そして、彼女を側に置いて、寒い夜でも抱きしめてくれる……。

　サーシャは音楽室に足を踏み入れて胸に手を当てる。

　あれほど不安におののき、どんな扱いを受けるのかと怯えて嫁いできたというのに、この国には、彼女を認めて受け入れてくれる人がたくさんいた。
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　国王の執務室にて。

「アロンドラ王国との国境近辺にあるビゼラ村で生じた諍いさかいについてですが」

　腕組みをしたアーサーが、宰相セオドアの報告を聞きながら爪先でコツコツと床を叩いていた。

　一方、ユースタスは表情一つ変えずに、アーサーの傍らで報告に耳を傾ける。

「ビゼラ村の周辺には我が国の築いた砦があり、アロンドラ王国側も軍の駐屯地を構えています。ビゼラ村自体は我が国の領地にありますが、ほぼ国境を跨またぐような中間地点にあるため、酒場や市場には両国の兵士が足を運びます。そこで、これまでも、たびたび兵士同士が衝突しておりました。また、国境近辺の村は何度か焼き払われたことがあり、村人たちも両国の兵士に対して複雑な思いを抱いているようです。しかし、とりわけ雪深い地域ですので、生計を立てていくためには兵士たちを受け入れなければならず、その辺りも複雑な事情があるようです」

「兵士同士の諍いと言っていたが、規模はどうなっている？」

「今のところは死者が出ることもなく、村人に被害が出ているということは無さそうですが、我が国の兵士とアロンドラ王国の兵士で斬り合いをして重傷者が出ています」

「アロンドラ王国の動きは、どうだ？」

「アロンドラ王国のほうも様子を見ています。しばらくビゼラ村へ足を運ぶなという命令を兵士たちに出しているようですが、軍隊が動く様子はありませんね」

「なるほどな、状況は理解した。しかし、面倒事を引き起こしてくれたな」

　アーサーが苛立ったように執務椅子に腰かけ、執務机に置かれた書類をぐしゃりと握りしめた。

「アロンドラ王国とは婚姻を結んだばかりだ。平和協定も結んでいるとはいえ、事が大きくなれば収まりがつかなくなる」

「小さな火種から大きな戦禍に発展することは、過去にも多々あります」

　それまで口を挟まずにいたユースタスは、ぽつりと言う。

　過去を遡ってみても、アロンドラ王国と間で生じた諍いのきっかけは、小さな綻ほころびだった。それが大きな戦に発展しかけて国境近辺の村が焼き払われたのだ。

「確か、父上……先代の陛下が統治されていた頃にも一度、国境近辺で村が焼かれた事件があって、軍隊を派遣して鎮圧したことがありましたよね」

「ああ。父上の代では事なきを得たが、我らの代で戦争を起こすわけにはいかない。ひとまず騒動を起こした兵士たちは捕らえて、他の兵士には箝かん口こう令れいを敷く。アロンドラ王国の動きにも気を配ろう」

「砦の兵士たちと上官のリストも欲しいですね。上官は、俺が軍に在籍していた頃の知り合いかもしれません」

「セオドア、ユースタスの要望通りに取り計らってくれ。現地の状況を把握するためにも監視を怠るな」

「かしこまりました」

「このまま治まればいいが。サーシャを迎えて、アロンドラ王国と良好な関係を築こうとしていた矢先だ。不要な戦は起こしたくない」

　サーシャ。その名前に反応し、ユースタスはわずかに眉を動かす。

　もしも、この件が軍隊を動かす事態に発展していくと、国を繫ぐために嫁いできた王女の立場は難しいものになる。

　ユースタスの心情を見透かしたように、宰相セオドアが言った。

「ユースタス様。しばらくは、王女殿下の動きにも気を配るようにしてください。今回の件で、アロンドラ王国から何かしらの指示が出るかもしれません。昨日もアロンドラ王国から手紙が届いていましたので、今朝がた公爵家に届けさせましたが、内容までは検閲しておりません。その辺りに目を配って頂けると」

「分かっている。サーシャ……王女殿下については、俺のほうで見ておこう」

「よろしくお願い致します。アロンドラ王国の王太子殿下は、有事の際には王女殿下をこの国から逃がそうとするでしょう。その時の状況にもよりますが、王女殿下は我が国に留めておかなければなりません。意味は、お分かりになると思いますが」

「…………」

　無言になったユースタスは、宰相セオドアと視線を交わした。

　国の統治政策を国王の代わりに大々的に執り行なう宰相セオドアと、執政補佐官という立場にあり、側近として国王の相談役から日々の執務補佐を行なうユースタスは仲がよくない。

　物事に対して冷静に当たる姿勢や、仕事として割りきる態度はよく似ているが、いかんせんうまが合わないのだ。

　同族嫌悪とまではいかないが、思考が似ているからこそ気に要らないのかもしれない。

「セオドア。それは万が一の状況だろう。戦を起こさせないためにも、細心の注意を払って状況を見守るんだ。ヘンドリック殿も同じことを考えておられるはずだ」

「そうだといいのですが。いずれにせよ、アロンドラ王国とビゼラ村の今後の動き次第ということになりますね。この件は逐一、ご報告に上がります」

「よろしく頼むぞ。……さて、今日は久しぶりの休養日だ。小難しい話は、ひとまずやめにしよう。セオドア。お前も下がれ」

「かしこまりました」

　セオドアが一礼して、部屋を出ていく。

　バタンとドアが閉まり、アーサーは気が抜けたように息を吐いた。

「やれやれ。セオドアは相変わらずだな。しかし、アロンドラ王国と戦争が起きたら、それこそ大変なことになるだろう。そんな想像はしたくないものだ」

「セオドアは、戦が起こり得る可能性があるということを言いたかっただけでしょう。極力、避けなければなりませんが」

　その時、握りしめてくしゃくしゃになった書類を広げていたアーサーが、はたと動きを止めた。

「ああ、まずいぞ。ユースタス」

「どうしました？」

「セオドアが目を通せと言っていた重要書類だ。署名と押印をして、あいつに渡さねばならないのに、書類が皺だらけだ」

「そういえば、話をしながら握りしめていましたね」

「お前、気づいていたのか？」

「ええ、まぁ」

「これがセオドアの渡してきた書類だということも、か？」

「ええ、まぁ」

　面倒になって生返事を繰り返していたら、アーサーが皺を伸ばしながら睨んできた。

「セオドアのことだ。こんな状態の書類を黙って受け取らないぞ。嵐のような勢いで嫌味と皮肉をぶつけてくる」

「そうですか。しかし、俺には関係のないことなので」

「お前は本当に薄情だな」

　恨みがましい目で見られたところで、痛くもかゆくもない。

　兄のアーサーは王としての資質は備えているが、たまに抜けているところがある。

　それをユースタスのせいにされても困るので、こうして絡まれても相手にしないのが一番だと、長い付き合いで分かっていた。

　ユースタスが澄まし顔で立っていると、ぶつぶつと文句を言っていたアーサーも書類の件で弟に絡むのをやめたらしく、今度はサーシャについて尋ねてくる。

「今日はサーシャを連れて来たのだろう。マライアの部屋で茶会をすると言っていたな」

「そのようですね」

「マライアもサーシャを気に入っているようだ。この国に嫁いできてから、マライアはあまり人を近寄らせたがらないから、珍しいことだがな。それで、サーシャとの生活は、うまくいっているのか？」

「順調です。特に変わったことは……ありません」

　毎晩のように抱き枕にされている状況が、ふっと頭を過ぎったので、返答に少々間ができてしまった。

　すると、目ざとく察したアーサーが笑いかけてくる。

「サーシャと何かあったな、ユースタス」

「特にはありませんが」

「そういえば、演奏会の夜にサーシャとダンスを踊っていたな。ホールで何曲も踊っていたようだが、あんなにダンスのお相手をするなんて珍しいじゃないか。サーシャも楽しそうだったし、お前も満更でもなさそうだった」

「まさか、ずっと見ていたんですか？」

「ずっと見ていたわけではないが、お前たちは注目の的になっていたからな。見事なピアノを披露してくれたサーシャと話したがっている連中も多く居たから、余計に視線を集めていた。お前も側に居たことだし」

　サーシャに声をかけたがっている者たちからの視線には気づいていた。

　飲み物を取りに行くと言ってユースタスの側を離れた時も、すぐマライア王妃に声をかけられたようなので、話しかける機会を逸した連中は臍ほぞを嚙んでいたに違いない。

「まぁ、あれだけ美しい王女だからな。お前が心惹かれても無理はないか」

　ユースタスはアーサーの顔をチラリと見て、沈黙を貫いた。

　彼は感情を表に出さないのが得意だが、心ない冷淡な人間だとか、無感情というわけではない。むしろ自分の心の動きには敏感なほうだ。それを隠し通すのが上う手まいだけで。

　サーシャに対して抱く感情についても、最初は気丈にふるまう彼女が痛々しく見えたから同情して、かつての自分の姿も重ねていたのだと思う。

　だが、それも徐々に変わってきている。共に過ごす時間が増えるたびにサーシャへの興味が深くなり、比例するように胸の内では形容しがたい感情が膨れていく。

　それは俗に言う甘酸っぱい恋愛感情とは少し違って、時には執着めいた衝動さえもこみ上げるようなものだった。そう、例えば……。

　──もし、このままサーシャを腕の中に閉じこめて、他の誰とも会わさずに自分のものにしようとしたら、彼女はどんな反応をするのだろう。

「っ……」

　ユースタスはおもむろに額を押さえた。

「ユースタス。どうした？」

「……いえ、何でもありません。兄上、俺はあなたの意向を汲くんでアロンドラ王国の王女との結婚を受け入れました。それは俺に課せられた義務であり、彼女も同じように考えています。そこに余計な感情を挟んだりしません」

　噓をついた。今のユースタスは、サーシャに〝余計な感情〟を抱いている。

「確かに、お前に結婚を提案したのは私だ。それに伴う事情や、お前の責務に関しては王族として当然のことだと思っている。だが、結婚したあとの夫婦関係は、お前たち二人の問題だ。私は、そこに感情を挟むなと言っているわけじゃない。サーシャは王女だが、その前に一人の女性だろう。お前だってそうだ、ユースタス」

「…………」

「お前は、私の言うことを二つ返事で受け入れる。父上が、お前に王位継承権を放棄させた頃から、ずっとそうだ。まるで、何でも言うことを聞く人形みたいにな。だが、ユースタス。私はお前のことを、どんなことでも命令できる臣下だと思っているわけじゃない。とても優秀な、たった一人の大切な弟だと思っている」

　アーサーが立ち上がって、黙りこむユースタスの背中を強く叩いた。

「だから、もし、お前がサーシャに対して何か感じるものがあるのなら、それは喜ばしいことだと思う。妻はいいものだぞ、ユースタス。幸福を連れてくる」

「……幸福なんて、俺は欲していませんよ。また、意味の分からないことを」

「意味なら、そのうち分かるさ」

　兄はそう言って、大らかに笑った。

　ユースタスが兄の台詞を頭の中で反芻していたら、執務椅子に座り直したアーサーがしわくちゃの書類を読み始める。邪魔になりそうなので出て行ったほうがよさそうだ。

「兄上。俺は、そろそろ行きます」

「そうか。マライアとサーシャの茶会は、まだ終わっていないだろう。このあと、どうするんだ？」

「久しぶりの休養日なので、訓練場にでも顔を出そうかと思っています」

　少し身体を動かして、頭を整理したい。

　ユースタスは国王の執務室を出て、深く息を吐き出した。

　──とても優秀な、たった一人の大切な弟だと思っている。

　兄の本音。あんなふうに思ってくれているとは知らなかった。

　訓練場に向かいながら、ユースタスはもう一つ、兄がくれた言葉を思い起こした。

　──サーシャに対して何か感じるものがあるのなら、それは喜ばしいことだと思う。

「喜ばしい、か」

　彼女に対して抱く感情が、そう言えるほど可愛いものであれば、いいのだが。
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　マライア王妃のピアノレッスンを終えたサーシャは、ユースタスの居る国王の執務室へ足を運んだ。

　しかし、そこにユースタスはおらず、アーサーから彼が訓練場へ行ったことを教えてもらった。案内役の兵士を付けてくれるというので、アーサーに礼を言って執務室を出ようとしたら呼び止められる。

「サーシャ。この国の生活には慣れてきたか？」

「だいぶ慣れてきました。雪の多さには驚きましたが、問題なく生活しています」

「ユースタスとは、うまくいっているか？」

「はい。最近は、ユースタス様がよくお話ししてくださるようになりました」

　ユースタスとの間に会話が増えた。それは大きな進歩だった。

　サーシャも来たばかりの頃と比べたら格段に明るくなり、笑顔になる時が増えた。

「先日の夜会では、ユースタスとダンスを踊っていたな。随分と楽しそうにしていた」

「あの夜は楽しかったです。私はそこまでダンスが得意ではないのですが、ユースタス様がフォローしてくださって、こう、くるんっとさせるのです」

「くるん？」

「ええ、そうです。いきなり、くるんとターンさせるので、何度もステップを間違えてしまいました。だけど、それも楽しくて、素敵な思い出になりました」

　サーシャが身振り手振りで説明したら、アーサーはふむと頷いて笑った。

「ユースタスと仲睦むつまじくやっているようで何よりだ。なぁ、サーシャ」

「はい」

「あいつは手のかかるヤツかもしれないが、よろしく頼むぞ」

　アーサーがそう言って、もう出て行っていいよと手を振った。

　サーシャはお辞儀をしてから執務室を出て「手のかかるやつ？」と首を傾げる。

　ユースタスは手がかかるどころか、何でも自分一人でこなせてしまう。

「朝寝坊をするとか、そういうことかしら」

　それくらいしか思いつかない。サーシャは神妙な面持ちで考えこみながら、アーサーが案内役として付けてくれた兵士に訓練場まで連れて行ってもらう。

　城の生活棟を抜けて玄関ホールから外に出た。雪かきをされた広大な敷地の庭園を突っ切り、裏手にある門から軍部のある棟へ移動する。

　移動の最中、ドレスの上から冬用のコートを着ているので寒くはないが、歩いているうちに手が冷えてしまった。

　サーシャは両手にはぁ～と息を吹きかけ、好奇心を露わにしながらキョロキョロと周りを見渡す。

　石造りの建物が何棟も並んでいた。兵士の宿舎だろう。すれ違う若い兵士たちが慌てたように道を空けて礼をするので、サーシャは笑顔で応えた。

　やがて、宿舎のエリアを抜けて訓練場に到着した。そこも大きな石造りの建物で、奥のほうから兵士たちの掛け声や剣のかち合う音が聞こえる。

　天井の高いドームのような入り口を抜けた先には広い空間があった。屋根はなく、空が見える。

　兵士たちは、そこで訓練をしていた。剣を振っている者、訓練用の重しを担いでトレーニングをしている者と様々だ。

　奥では人だかりができている。どうやら手合わせをしているようだ。

　案内役の兵士が「おそらく、あちらにいらっしゃると思います」と言って、サーシャを導いてくれた。手合わせに夢中になっている兵士たちの隙間から、そーっと覗いたら、ユースタスを見つけた。彼はジャケットを脱いでクラヴァットも外し、シャツとベストという出いで立たちで訓練用の剣を振っている。

「ユースタス様が居たから、もう戻っていいわ。案内してくれて、ありがとう」

　役目を果たした案内役の兵士を帰して、サーシャは手合わせに視線を戻した。

　ユースタスと対たい峙じしているのは長身の兵士だ。二人は剣先をかち合わせて一進一退の攻防を繰り広げていた。

　たとえ剣を振っている時でも、ユースタスは表情を変えない。視線だけは鋭く相手を睨みつけていて、相手の隙を見つけると剣先を突き出し、バランスを崩したところで肩を強く打って転ばせる。ものの見事に相手は尻餅を突き、喉元にユースタスの剣が突きつけられた。勝負あり。

　あっという間に勝敗が決まり、間近で剣技を見たことのないサーシャにも彼の剣捌さばきが並外れたものだと分かった。

「次は俺が行きます！」

　新兵と思おぼしき細めの兵士が飛び出して行き、ユースタスは一度だけ額の汗を拭って片手で剣を構えた。

　サーシャは訓練を始めるユースタスに見惚れる。

　また一つ、彼の素敵なところを見つけた。ヴァイオリン、ダンス、そして剣技。

　ユースタスは多才で努力家でもあるのだろう。あれだけの剣技は一朝一夕では身につけられないはずだ。

　ほとんど息を切らすことなく、舞うように剣を振るう彼は強くて凛り々りしい。

「うわっ」

　手合わせをぼんやりと見ていたサーシャは、傍らの兵士が上げた声でビクッと身を強張らせた。目線を上げると、演奏会で挨拶をした若い将校の顔があった。

「お、王女殿下……」

「あなたは、確かキャベロン少尉でしたね。お久しぶりですね」

「お久しぶりです。ジョン・キャベロンです。まさか覚えていてくださったとは、光栄の極みです。何げなく隣を見たら、あなたが立っていらっしゃったので、あまりにもびっくりして声を上げてしまいました。申し訳ありません」

　きびきびとした口調で言ったキャベロン少尉が、ビシッと敬礼をした。

「いえ、私も気づかなかったものですから。キャベロン少尉も訓練をしにいらっしゃったのですか？」

「そうです。訓練をしに来たところ、ディアモント公爵閣下がいらっしゃることに気づきまして、こうして順番待ちをしておりました」

「もしかして、周りにいる方々は順番待ちをしているのですか？」

「公爵閣下に訓練をつけて頂けるなど、滅多にない機会ですから」

「そういうことなのですね。……あの、キャベロン少尉。敬礼はもうやめてください」

「了解しました」

　キャベロン少尉が恐縮した様子で敬礼をやめた。

　今も行なわれている手合わせでは、ユースタスが立て続けに斬撃を繰り出して、新兵を追い詰めている。

「ユースタス様は、剣技がとてもお上手なのですね」

「以前、ディアモント公爵閣下は軍隊長でいらっしゃいましたから、その時から剣技で敵かなう者がおりませんでした。出兵先で重傷を負われてからは軍役を退き、あまり訓練場には来られませんが、時折こうして顔を出してくださるので訓練をつけて頂きます」

　上官への報告をするような口調で告げられた台詞の中で、引っかかる部分があった。

　ユースタスが出兵先で重傷を負って退役した。それは初耳だ。

「ところで、王女殿下。ここへは、公爵閣下と一緒にいらっしゃったのでしょうか」

「いいえ。ここに彼が居ると聞いて案内してもらいました」

「でしたら、兵舎のほうに応接室がありますので、そこでお待ち頂いたほうがよいかもしれません。ここは訓練場です。女性がいらっしゃるような場所ではありませんので」

「ああ、確かにそうですね。ごめんなさい。そこまで気が回りませんでした」

　いつしか、周囲の兵士たちもサーシャの存在に気づき始めていて、目が合うなり先ほどのキャベロン少尉のように敬礼してきた。

「よければ応接室までは自分が案内します。公爵閣下には、のちほど自分から報告しておきます」

「手合わせはいいの？」

「ハッ。またの機会にして頂くので、問題ありません」

　堅苦しい態度を崩さないキャベロン少尉の気遣いに、サーシャは思わず微笑んだ。

「それじゃ、お言葉に甘えます。あと、キャベロン少尉。王女殿下という呼び方はやめてほしいです。私はもう嫁いできた身なので、別の呼び方をしてもらえると嬉しいですね。名前でもいいですから」

「お名前でありますか」

　急にキャベロン少尉が真っ赤になったが、ぎこちなく頷いてエスコートするために手を差し出してくる。

「サ、サーシャ様。応接室へ参りましょう。訓練場の出口には段差もありますので、お手をどうぞ」

　サーシャはキャベロン少尉の手を取り、応接室へ行く前に一度だけユースタスのほうを見た。剣先を斜めに振り下ろした彼と目が合う。

　あれ、ユースタス様がこっちを見ている……そう思った瞬間、彼は振り下ろした剣先を神速で斬り上げる。キィン！　と、剣けん戟げきの音が響き渡った。

　ユースタスの相手をしていた兵士の手から、カランカランと剣が転がり落ちる。

　どよめきが起こる中、汗を拭ったユースタスの第一声は、




「サーシャ」




　彼女の名前だった。

　サーシャが立ち止まると、剣先を払ったユースタスが足早に近づいてくる。

「どうして、貴女がここに居るんですか？」

「マライア様とのお茶会が終わりましたので、陛下から、あなたがこちらにいらっしゃると聞いて、案内してもらいました」

「なるほど、そうでしたか。……それで、キャベロン少尉。その手は、何だ？」

　キャベロン少尉の手に置かれたサーシャの手を見て、ユースタスが低い声で問う。

「訓練場は危険ですので、サーシャ様を応接室までご案内するところでした。足元に段差があるため、お手を取らせて頂きました」

「俺に声をかければいいだけの話だろう」

「……ハッ。申し訳ありません」

　ユースタスは背筋をピンと伸ばすキャベロン少尉を一瞥し、訓練用の剣を返す代わりに兵士に預けていたジャケットとクラヴァットを受け取って、立ち尽くすサーシャの肩を抱き寄せた。

「訓練はもう終わりにする。……さぁ、行きますよ」

「は、はい」

　サーシャは敬礼する兵士たちに頭を下げ、ユースタスに促されて訓練場を出たが、どうにも肩が気になってチラリと見る。肩に置かれた彼の手に力が入っていて、少し痛かった。

「あの、ユースタス様。肩がちょっと痛いです」

「ああ、すみません」

　ようやくユースタスの手から力が抜けて、歩きやすいよう彼女の腰に添えられた。

　サーシャは隣を歩くユースタスを盗み見る。整った横顔には例のごとく表情がないが、纏う空気や目つきから、なんとなく機嫌が悪そうだ。

　訓練場から離れた頃に、サーシャは謝った。

「勝手に来て、すみませんでした。大人しく城で待っているべきでした」

「俺も声をかけずに来てしまったので、貴女が謝られることはありません。ただ、訓練場は女性が足を運ぶような場所ではないので、今後は俺を捜すためであっても足を踏み入れないようにしてください」
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「分かりました。以後、気をつけます」

「それから、誰かにエスコートをされるような状況になった時は……」

　そう言いかけて、ユースタスは言葉を切った。あれだけ動いていたはずなのに、彼は呼吸の乱れがすっかり整っている。

「いえ、何でもありません」

「途中でやめられると気になります」

「わざわざ言うことでもないと思ったので」

「もしかして、自分で考えろということですか？」

「貴女は何もしなくていい。俺が気をつければいいだけの話です」

　ユースタスがきっぱりと言って、それきり黙ったので、サーシャも言葉を呑みこんだ。







　帰りの馬車の窓から、サーシャは雪化粧された街の風景を眺めていた。

　キルヒアイス王国は本当に雪がたくさん降る国だった。

　冬になると雪が多くて寒い国だという知識はあったので、覚悟はしていたものの、たった一夜で膝丈ほどの積雪があった時には驚くのと同時に、少しわくわくした。

　今度、ディアモント公爵家の庭園で雪遊びでもしてみようかなと、頭の中で密かな計画を練っていたら、隣に座って前を見ていたユースタスが口を開く。

「マライア王妃と何を話したんですか？」

「先日の演奏会のことや、ミシェル様のこと。他にも色々話しましたよ」

　マライアに口止めされているので言葉を濁したら、ユースタスがサーシャのほうに顔を向けてきた。ものすごく視線を感じる。

「色々とは、具体的に？」

「お互いの祖国のこととか、そういう話です」

「他には？」

「あとは……内緒です」

　淡々と質問を投げられるので、サーシャが〝内緒〟の一言で締めくくると、ユースタスが口を噤んだ。しかし、依然として視線は注がれている。

　サーシャはおそるおそるユースタスを見た。目が合いそうになったので素早く目線を外したら、彼の手が顎に添えられて、くいっと顔の位置を戻された。

　それから冷たい両手で頰を包まれ、強制的にユースタスと対面する位置で固定されたサーシャの鼻先に、彼の美しい貌が接近する。

　睫毛の長さまで分かる距離に顔を近づけられて、サーシャは耳の先まで赤くなった。

「サーシャ」

「は、はい……」

「その〝内緒〟というのは、何ですか？」

「内緒は、内緒です。秘密という意味です」

「秘密にした理由は？」

「ですから、それも内緒なんです。マライア様と約束したのです」

「俺にも言うなと？」

　──ユースタスは口が堅そうだし、あんまり彼が気にするようなら話しても構わないけれど、口止めはしっかりしておいて。

　マライアはそう言っていたが、誰にも言わないと約束をしたその日に、ユースタスに話してしまうのは何だか気が引ける。

「……ええ、そうです。あなたにも内緒にしろと言われました」

　ユースタスの眉がピクリと動いた。ほんの些細な表情の変化だったが、彼の機嫌を損ねたかもしれないと、サーシャは敏感に察する。

「分かりました」

「納得して頂けたんですね」

「いや、納得はしていません」

「いま〝分かりました〟と、おっしゃったのに」

「それとこれとは話が別です」

「同じ話だと思うのですけれど」

　ユースタスの眼差しがスッと冷たくなった。

「貴女が話すつもりがないことは理解しましたが、俺はそれに納得していません。そういう意味で相槌を打ちました。そもそも、俺は隠し事をされるのが嫌いなので」

「隠し事と言っても、やましいことではありません。それは誓います」

　出会ったばかりの頃だったらサーシャも押し黙っていただろうが、最近はユースタスに心を開き始めたこともあって、こうして自分の意思を告げたり、納得できない時は言い返すことも多くなっていた。

「いずれ、あなたにもきちんとお話しするつもりです。でも、今は内緒なんです。それから、ユースタス様」

「まだ何か？」

「顔が、近すぎます」

　ユースタスはよく、サーシャの頰を挟みながら顔を近づけて話をする。彼曰いわく「貴女と目線の高さを合わせています」「こうしないと貴女が目を逸らすから」などの言い分があるらしいが、なるほど確かに有効だった。

　長身のユースタスと目線を合わせるには彼が屈んでくれたほうが楽だし、これならサーシャも目を逸らすことができなくなる。顔が近すぎて毎度のように鼓動が早鐘を打っているから、少しばかり心臓のほうが心配になるが。

「前から思っていたのですが、お話しするのに顔を近づける必要はないと思うのです。もう少し距離を取ってくださらないと、落ち着けません」

　思いきって文句をぶつけるサーシャに、ユースタスの眉がまたピクリとした。

「こうしないと、貴女は俺から目を逸らします」

「綺麗な顔立ちをされているので、目を合わせるのも緊張してしまうのです。男性とお話しするのに慣れていないというのもありますが……」

「ならば慣れるまで、こうして近くで見ていればいい」

「え？」

　サーシャが呆けた声を上げた直後、ユースタスが顔を傾けて唇に齧りついてきた。

「むぐっ……」

　いきなりキスを仕かけられて硬直すると、彼の腕が腰に巻きついて抱き寄せられる。

　鼻の頭をこすり合わせながら口づけを交わし、口こう腔こうに舌が入ってきた。

　夜の行為を彷ほう彿ふつとさせる淫らさで舌を絡められたので、サーシャはユースタスの背中を軽く叩いた。だが、解放されるどころか更に密着するよう抱きしめられる。

「んっ、んんーっ……」

　──慣れるまで、こうして近くで見ていればいい。

　ユースタスの台詞が脳内でリフレインされる。近くで見る、の度合いが違った。

　いきなり馬車の中でキスをされるなんて予想しておらず、ユースタスが好き勝手にキスをしてくる間、サーシャはなけなしの抵抗を試みるが意味を成さなかった。

　ほどなく、彼の背を叩いていた腕の力が抜ける。

「はっ、ん……あ……」

　サーシャは小さく震えた。口の中に挿しこまれた舌で縦横無尽に嬲なぶられ、耳の先やうなじを冷たい指で擽くすぐられる。

　それだけでキスの先を想像してしまい、お腹の奥がきゅんと熱くなった。

　破瓜を迎えた夜から連日ユースタスに抱かれて、サーシャの身体は彼の愛撫に反応するよう仕込まれていた。

「むっ、んー……ユースタス、さまっ……」

　車輪がガラガラと鳴っている。雪の轍わだちに乗り上げたのか、馬車が大きく揺れた。

　その拍子に唇が離れて、二度目の揺れでサーシャは身体のバランスを崩し、ユースタスのほうに倒れかかる。

　すぐさま抱き留められてホッとしたのも束つかの間ま、手首を引かれて位置が変わった。

　軽々と持ち上げられたサーシャはユースタスの膝に座らされ、あれよあれよという間にキスの続きが始まる。

　上から覆いかぶさるように口づけてくるユースタスに、サーシャは首を横に振って息継ぎをしたいと訴えるが、顎を摑まれて遮られた。

「ふっ、ん……」

　どちらのものか分からなくなった唾液をごくりと飲みこんだところで、ユースタスが唇を離す。

　サーシャの目を覗きこむ、冴さえた琥珀の瞳には渦を巻くような熱が灯っていた。

「……どうして、いきなりキスを……」

「これで少しは慣れたはずです」

　ユースタスが平へい坦たんな口調で言う。慣れるどころか心臓がはち切れそうでしたと、サーシャは言い返しそうになる唇を引き結んだ。

「サーシャ」

「……何でしょうか」

「もうすぐ屋敷に着きます。そのあとは、一緒に俺の部屋へ」

　ユースタスの部屋へ──何をほのめかされているか理解してサーシャは言葉を失くす。

　そんな彼女の気持ちなどお構いなしに、ユースタスが付け足した。

「一応、言っておきます。部屋へ行ったら抱くつもりです」

「っ……」

「貴女が内緒にしている話を打ち明けるまで、たぶんやめません」

　それは甘い脅迫でありながら、逃れられない誘惑。

　えも言われぬ痺しびれが、絶句するサーシャの背筋を駆け抜けていった。







　キルヒアイス王国は冬が長く、厳寒の国と言われている。

　しかし、どれほど寒かろうがベッドの上では何も関係がない。

　冷えた身体の芯まで熱に溶かされて、後に残るのは果てのない快楽だけだ。

「あぁ、んー……あ、あ」

　うつ伏せで腰を持ち上げられたサーシャは、羽毛の枕を腕に抱いて愛撫を受けていた。

　ドレスのスカートは捲り上げられ、ドロワーズは床に放り投げられている。

　こちらもコートとジャケットを脱いでシャツ姿のユースタスが、サーシャの蜜口に指を押しこみ、気の遠くなるような時間をかけて内側をほぐしていた。

　しとどに溢れた愛液が太腿を滴り落ち、シーツに薄い染みを作っている。

　剣を握る彼の指は関節が太く、ごつごつとしているため、きゅうきゅうと締めつける隘路の内壁に引っかかって微細な刺激を与えてきた。

「は、ああ……あっ……ユースタス、さまっ……」

　淫いん靡びな悪戯を繰り返す夫を呼んだら、後ろにいた彼が覆いかぶさってきて耳の横で息遣いが聞こえる。

　サーシャは顔を横に向けてユースタスの相貌を見つめた。

　こんな時でも、彼は無表情の仮面を被っている。呼吸も乱れていない。

「もう……限界、です……内緒に、していたこと……話し、ますから……」

　マライア王妃には後で謝るから、これ以上の甘い責め苦は耐えられない。

　涙目でそう訴えたら、ユースタスがゆるりとかぶりを振って頰に口づけてきた。

「まだ言わなくていいです」

「……っ、どうして……ふぁ、あんっ……」

　拓かれた秘裂にぐりっと指を押しこまれる。深いところまで入ってきた指が、かりかりと感じるところを搔かいてくるので、サーシャは枕に顔を押しつけた。

「んんーっ、ん、ん……ん……」

「サーシャ。それだと呼吸ができなくなりますよ」

　蜜口からユースタスの指が抜けていき、サーシャは腕を引かれて枕から顔を離された。

　身体を起こされて、ハイネックドレスの襟元にあるリボンをほどかれる。首の後ろにあるボタンも外されて襟を落とされた。

　細く滑らかな肩から、くっきりと浮き出た鎖骨と胸の膨らみまでが現れる。

　ユースタスが胡坐をかいて、項うな垂だれているサーシャを膝立ちで腰に跨またがらせた。

　その体勢だと彼の眼前に乳房を差し出す体勢になり、サーシャが赤面して退こうとするのに、背中をぐっと引き寄せられる。ユースタスの顔が胸に押しつけられた。

「あっ……」

「貴女の乳房は美味おいしそうです」

　そんな言葉と共に、ちょんと突き出した淡いピンク色の先端が彼の口の中に消えた。

　敏感になった頂を舌先で転がされ、前歯で甘嚙みされる。かすかな痛みが走って肩を揺らしたら、癒いやすように舐め回された。

　サーシャは荒い呼吸をしながら乳房に吸いつくユースタスを見下ろす。

　本来は赤子に吸わせるものなのに、本当に美味おいしいのだろうかと朦朧する頭で考えていたら、彼が上目遣いで見上げてきた。

　目を逸らさずに見つめ合っていると、ユースタスの手が背中を撫でて再びスカートの中に滑りこんできた。

　さっきまで指で弄り回されていた陰部を触られ、サーシャは「んっ」と声を出す。

　たっぷりと濡れているのを確かめて、二本の指がずぶずぶと挿入された。

「逃げないでください」

　腰を浮かそうとしたら、咎めるようにぐいと引き戻される。

　もう嫌というほどかき回されていて、これ以上されると腰が砕けてしまうだろう。

　太腿から力が抜けてユースタスに凭れながら、サーシャは顔を伏せて告げた。

「……もう、話しますから……指は、やめて、ください」

　弱々しい声で懇願したら、彼が空いている手をサーシャの頰に添えて顔を上げさせる。

　ユースタスは彼女の表情をくまなく観察してから、唇を甘嚙みしてきた。

「ん……」

「まだ話さなくていいと言ったはずです」

「……私が、打ち明けないと……やめないと、おっしゃって……」

「そうですね。だから、まだ打ち明けないでください」

「何で、そんなことを……意味が、分かりませんっ……あっ……」

　蜜液で濡れた音を立てながらユースタスの指が動く。足が震えて身体を支えられなくなり、サーシャはユースタスの背中にしがみついた。白いシャツが皺になるくらい握りしめながら、わななく唇を動かす。

「ユースタス様……意地悪、しないで、ください……」

　なけなしの抗議も黙殺された。

　結局、懇願の甲か斐いなく、指は抜いてもらえなくてお腹の中でゆるゆると動いていた。

　その一方でユースタスのくれるキスは優しく、啄ついばむように表面を触れ合わせる。

　意地悪をされているのか、それとも可愛がられているのか、分からなくなってきた。

　サーシャはもどかしげに腰を揺らしながら、もうどうにでもなれと、ユースタスの首に抱きつく。いよいよ頭が朦朧としてきて劣情の波に飲みこまれそうだった。

「ユースタス、さま……」

　頻繁に肌を重ねるようになり、この行為においてハッキリと分かったことがあった。

　ユースタスの触れ方が、結婚式の夜と比べたら、だいぶ変わったということだ。

　彼は義務的な手つきで触れるのではなく、サーシャの反応をしっかり拾い上げて官能的な熱のうねりを呼び覚ます。そして、彼女がどう感じているのか観察しながら、丹念に、丁寧に──時に執しつ拗ようなほど愛撫をした。

　キスもそうだ。舌が痺れるほど甘く、蕩けそうなキスをくれた。

　そのせいで、サーシャはいつも錯覚する。

　もしかしたら、ユースタスに愛されているかもしれない──と。

　とりわけ感じやすい花芽をぐりぐりと押されて、サーシャはびくびくと震えた。

「はぁ、っ……あぁあ、はっ……」

　そこを弄られると、サーシャはすぐに達してしまう。

　ユースタスの肩に手を置いて呼吸を乱しながら、小刻みに動く彼の指でしつこく突起を苛いじめられるから、大きく息を吸った際に背中が反った。

「あ、あぁあっ……」

　目の前でチカチカと閃せん光こうが散り、室内に切なげな喘ぎ声が響き渡る。

　ユースタスが後ろに倒れそうになったサーシャを抱き留めて、ようやく隘路から指を抜いてくれた。彼女をベッドに横たえてドレスを剝はぎ取とっていく。

　サーシャは達した余韻で朦朧としながら横を向いた。レースのカーテンが引かれた窓の外は明るく、まだ昼間だった。

　こんなに明るいうちから夫と抱き合うなんて、これまでは考えられなかった。

　夫婦の閨事は、夜の闇に包まれた頃にひっそりと行なうものだと思っていたからだ。

　シュミーズごとドレスを脱がされて、裸にソックスだけの姿にされても窓の外へと意識を向けていたら、ユースタスの声がサーシャを引き戻す。

「サーシャ」

「っ……はい」

「窓の外に興味を惹くものでもありましたか。なければ、こっちに集中してください」

「……ごめんなさい」

　軽く叱られてしゅんとしていると、ユースタスがサーシャを抱き起こして再び腰に跨らせた。下穿きから取り出した雄芯を足の間に押し当てる。

　すぐに挿入されるわけではなく、赤黒い一物で秘所をゆるゆるとこすられた。

　サーシャは身震いして、首筋に口づけてくるユースタスの肩に手を置く。

「んっ、はぁ……」

　硬い昂ぶりの膨れた亀頭部分が、小さな蕾のような淫核に摩擦を与えてきた。

　脳髄まで痺れるような感覚に襲われて、サーシャは首を反らす。

「あ、はっ、あーっ」

　ユースタスが後ろへと逃げそうになる彼女の腰を摑んで揺さぶり、太い陰茎を足の間へしつこくこすりつけてきた。

　雄々しく猛たけった剛直の動く様が目に見えてしまい、視覚的な刺激が強すぎたためにサーシャはぎゅっと瞼を閉じる。恥ずかしくて頰が熱くなった。

　今日のユースタスは焦らして意地悪をしたいらしく、しばらくそうやって恥ずかしがるサーシャを眺めていた。たっぷりと滴る愛液を立派な雄芯に塗りたくるようにして、一定のペースで行き来させている。

「……ふ、はっ……あ……あ……ユースタス様……これは、いつまで……」

「もう少し」

　ユースタスは短く答えて、はぁと熱い吐息を零した。

　腰を上下に揺さぶられた際、丸い先端の部分がかぽりと蜜口に嵌はまったのでサーシャは身構えたが、そのまま中を犯されることはなかった。

　ぬちゃりと、押しつけ合った下半身のほうから濡れた音がする。

「はっ、はぁ……はっ……」

　短く息を切らしていたら、不意にユースタスが腰を浮かせてサーシャを押し倒した。太腿をぴたりとくっつけられて浮かされる。

　内腿の隙間に、ユースタスが腰を押し入れてきた。先走りを垂らす昂ぶりが太腿の間から覗いているのに気づき、サーシャの息が止まりそうになった。

「あっ、これはっ……」

　激しい羞恥に見舞われて顔だけじゃなく首元まで赤く染まっていく。火照った顔を両手で覆って固まっていたら、ユースタスが腰をゆさゆさと揺すってきた。

「あぁ、ああ、あ……」

　実際には身体を繫げていないのに、疑似的な挿入感があった。

　サーシャの丸みを帯びた白い臀でん部ぶと、ユースタスの筋肉質な太腿がぶつかるパンッという音が断続的に響く。

「サーシャ……っ」

「あ、あんっ、あ……ユースタス様っ……」

　雄芯が前後に動くたびに、花芽をダイレクトに押し潰していくから、サーシャも追い上げられていく。

　ギシ、ギシ、とベッドが激しく揺れて、ユースタスの動きが速くなっていき、ほどなくして腹部にピシャッと何かが吐き出された。

「あぁ、ああーっ！」

　ほんの少し遅れて、花芯への刺激でサーシャも絶頂に至って華奢な裸体を反らす。びくびくと震えてから、脱力した。

　風に乗って上がり、そこから落ちてくるような感覚に身を浸して、胸を上下させながらシーツに横たわっていると、息を整えていたユースタスの手が伸びてくる。彼はサーシャの紅潮した頰に触れて、身を屈めながらキスをした。

「ん……」

「肌を汚して、すみません……すぐに拭きます」

「……？」

　サーシャは視線を下に向けて腹部に白い体液が散っていると気づくと、何をされたのかを理解して目を丸くする。今にも火を噴きそうなほど頰が熱くなった。

　慌てて目線を外すと、サーシャの反応を眺めていたユースタスが囁く。

「果てるつもりは、なかったんですが……恥ずかしがる貴女を見ていたら、つい」

　彼は唇の表面を触れ合わせるだけの軽めのキスをして、サーシャの平らな腹部に吐き出した白濁液を綺麗に拭き取って、彼自身もはだけて半ば用途を成していなかったシャツを脱ぎ捨てた。

「……はぁ……」

　サーシャは力の入らない四肢を叱しつ咤たして、のろのろと起き上がった。

　肌は火照っているし、長く愛撫を受けていたせいか、ひどく喉が渇いてしまった。

　ベッドサイドのテーブルに水差しとグラスが置いてあったので手を伸ばしたら、それより早くユースタスがグラスを取り上げて、水を注いだ。そのグラスをサーシャに手渡してくれるのではなく自ら呷あおり、サーシャの肩を抱き寄せて唇を押しつける。

「ふっ、んーっ……ご、くっ……」

　流しこまれた水を飲みこんだら、ユースタスがまた水を呷って口移しをしてきた。

　それを何回か繰り返し、サーシャがふらふらしながら口元を拭うと、ユースタスがグラスを置いてのしかかってくる。

　思わず逃げ腰になり、うつ伏せになってベッドの端まで移動しようとしたら、足を摑まれて元の位置まで引きずり戻された。そのまま腰を持ち上げられ、指で開かされた秘裂に後ろから押しつけられた剛直の先がめりこんだ。

「あぁっ……」

　逃げそうになるサーシャの腰を固定して、ユースタスの雄芯がぐっと入ってきた。

　強引に腹の奥を拡げられていく感覚は未だに慣れず、サーシャは震えが止まらなくなってシーツに頰を押しつける。

「や、っ……あぁ、あ……」

　彼女の蜜壺を最奥まで暴き、動きを止めたユースタスが耳元で掠れた声を漏らした。

「はー……サーシャ……」

　耳殻を甘嚙みされて舐められる。欲情した吐息が鼓膜を震わせた。

　サーシャの背中に乗っているユースタスはすぐに動こうとはせずに、シーツと胸の間に手を滑りこませて揉み始める。

　ひどく淫らな手つきで揉みしだかれ、柔らかい乳房が形を変えた。

「はぁ、あ……ユースタス様……」

「サーシャ……舌を出して」

　ユースタスがサーシャの顎を持ち上げて後ろを向かせる。指示に従って、サーシャは舌を出した。

　彼もまた舌を出してぬるぬると触れ合わせ、それごと食べるように唇に齧りつく。舌を絡ませながら吐息を交換し、角度を変えて鼻の頭をくっつけた。
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　それは砂糖を入れすぎた焼菓子のように、ひどく甘ったるい口づけだった。

　あまりにも甘すぎて、まるで恋人がするようなキスだと、サーシャは思った。胸がきゅうと締めつけられる。

「んっ、ユースタス様……ユースタス様……」

　彼の名前を呼びながらキスを返していたら、ユースタスが動き始めた。

　猛る剛直がサーシャの奥を穿って快楽を与えてくる。

　そこからは渦巻くような熱の奔流に突き落とされ、少しの間、腰をゆさゆさと揺すられていたが、低く呻いたユースタスが動きを止めた。

「……一度、抜きますよ」

　まだ熱を放っていないユースタスの雄芯が、ずるりと抜けていく。彼の腕が腹部に巻きついて体勢を入れ替えられた。

　仰向けになったユースタスが、力の入らないサーシャを自分の上に寝そべらせた。

　急に体勢が変わったのでサーシャが目を瞬かせていたら、ユースタスは彼女の臀部を摑んで場所を確認し、今度は真下から男根を穿ってきた。

「や、っ……あぁ……」

　サーシャはハッと息を呑んで腰を浮かそうとするが、彼が臀部を引き下ろしたせいで蜜壺の奥深くまで一物を飲みこんでしまう。

「あぁーっ……」

　がつん、と奥まで突かれた衝撃があった。自重で繫がりが深くなり、ぴったりと下半身がくっついていて寸分の隙間もない。

　身体を浮かせかけていたサーシャは脱力して、ユースタスの硬い胸板に倒れこんだ。

「は……もう、ダメ……」

　音を上げたら、ユースタスが頭をよしよしと撫でてくる。その撫なで方が、演奏会で褒めてくれた時と同じだった。

「あっ……」

「もう少しだけ、付き合ってください」

「…………」

「どうしました？」

「……頭を、撫でられたので」

「嫌でしたか？」

「その逆です……もう一度、撫でてください」

　ユースタスの肌へと甘えるように頰を押しつけて、サーシャが小声でねだると、彼は切れ長の目を細める仕草をして望みを叶えてくれた。

　彼に頭を撫でてもらうのは好きだ。自分の存在を認めてもらえたような気になる。

　貴女はここに居てもいいんだよ、って。

　サーシャは微笑み、ほんの少し身を乗り出して彼の首に顔を埋めた。じゃれる子猫みたいに頰ずりしていたら、小さなため息が降ってくる。

「はぁ……貴女は、どうしてそう……」

「？」

「いえ、何でもありません」

　もう諦めたと言いたげな声色だった。

　サーシャが不思議そうにユースタスを見つめていたら、腰をがくんと揺らされる。下から突き上げられて息が止まりそうになった。

「はぁ、うっ……」

「動きます。これで終わりにしますから」

「……はい……あ、あ、ああっ……」

　止まっていた動きが再開して、サーシャは官能の海へと突き落とされた。







　濃密なひとときを過ごして微睡まどろむベッドの中で、サーシャは傍らの温もりに身体をぴったりと押しつける。

　どれほど寒い雪夜でも、この温もりがあれば凍えたりはしないと知っていた。

　サーシャは半ば眠った状態で、こちらを向くよう寝返りを打ったユースタスの足の間に自分の足を差しこむ。寝心地のいい場所を探してもぞもぞしていたら、彼の腕が巻きついてきて、しっかりと抱きこまれた。

　こうして彼の腕に包まれて寝るのが、一番安心できる。

　サーシャは曖昧な意識の中でも満足を覚えて、ふっと意識を遠のかせた。

　再び目覚めた時、隣にユースタスは居なかった。ベッドは天蓋から厚手のカーテンが降ろされていて薄暗い。

　サーシャがカーテンを捲ったら、室内は薄ぼんやりとした明かりが灯っていた。

　寝ぼけ眼をこすりながら窓辺に目をやると、腕組みをしたユースタスが闇に包まれた外を眺めている。

「ユースタス様」

　サーシャが毛布に包まりながら彼を呼んだら、ユースタスが振り返る。

「起きましたか。もう夜ですよ」

「そうみたいですね。結構、寝てしまいました」

「夕食はどうしますか？」

「食べます。お腹が空きました」

　サーシャは毛布の上からお腹をさする。きゅるると腹の虫が空腹を訴えていた。

「食事を用意させます。貴女のドレスはメイドが回収して、これを置いていきました」

　ユースタスが綺麗に畳まれたネグリジェを持って来てくれたので、サーシャは薄らと赤面しつつ着替えた。

　すぐに夕食が運ばれてきて、サーシャはカウチに移動した。食事をとりながら、隣に腰を下ろしたユースタスにマライア王妃から頼まれたことについて説明を始める。

「マライア様からは許可が出ていますし、ユースタス様が、どうしてもとおっしゃるのでお話しします」

「俺は、どうしても、とまでは言っていませんが」

　ユースタスがボソッと相槌を打ってきたが、サーシャは聞き流して事の次第を語った。

「なるほど。ピアノの練習ですか。確かに、兄上が喜ばれると思います」

　しつこく詰問された時はどうしようかと思ったが、彼も納得してくれたらしい。

　サーシャが胸を撫で下ろし、クルミの入ったパンの欠片をモグモグと咀そ嚼しやくしていたら、ユースタスが新しいパンを手に取り、果実のジャムを塗って差し出してくる。

「どうぞ」

「あ、いただきます」

「サーシャ。まだ、元気はありますか？」

「ええ。一眠りしましたから」

「じゃあ、貴女さえよければ、あとでピアノを弾いてくれませんか」

「いいですよ。何か聞きたい曲はありますか？」

「貴女にお任せします」

「分かりました」

　パンを食べている間も、真横から彼の視線を感じていたから、すごく見られているわと思いながら、サーシャはごくりと嚥えん下かした。

　食事を終えると、サーシャはネグリジェの上から毛皮のガウンを纏い、ユースタスに手を引かれて音楽室へと向かう。

　防音のドアを閉めたら、外界の音が遮断されて室内には完璧な静寂が訪れた。

　水を打ったような静けさの中、サーシャはピアノの前に座る。白と黒の鍵盤に両手を軽く乗せて、傍らに立ったユースタスに見守られながら音色を奏で始めた。

　選んだ曲は、母が好きだった夜想曲。

　始まりから終わりまで大きな盛り上がりはなく、静粛な夜を奏でる曲だ。

　飽きるほど弾いた曲だから、今では目を閉じていても弾ける。鍵盤を叩くたびに母と過ごした日々が蘇ってきた。

　離宮で母と暮らした思い出は楽しいこともあれば、とても悲しいこともあった。

　だけど、記憶そのものは、サーシャにとってはかけがえのない宝物だった。

　それほど長い曲ではないためポロロンと終わりの音が鳴った。どこか物寂しい音色に満ちていた音楽室には再び静寂が訪れる。

　直後、ユースタスがパチパチと小さな拍手をした。

「素晴らしかったです」

「ありがとうございます」

「夜想曲ですね。もしかすると、思い入れのある曲ですか？」

「母が好きだった曲なんです。私が幼い頃から、よく弾いてくれました。静かな夜の風景が浮かんでくるような曲調ですよね。でも、よく思い入れのある曲だって分かりましたね。適当に選んだのかもしれないのに」

「俺の気のせいかもしれませんが」

　彼はそこで一旦言葉を切ると、顔を横に向けながら言う。

「ピアノを弾いている貴女の姿が、少し寂しそうだったので」

「寂しそう？　私が？」

　母の好きだった曲を弾く自分の姿は、彼の目には、そんなふうに映っていたのか。

　自覚がなかったから、サーシャは一驚しつつも鍵盤に視線を落とす。

　母を亡くして、もう七年が経過していた。悄しよう然ぜんとした姿は周囲に見せないようにしてきたつもりだったが、こんなところで指摘されるとは思いもしなかった。

　サーシャが鍵盤を押すと、ポーンッと鳴った。孤独と悲しみの淵ふちに追いやられた時、いつも励ましてくれる音色だ。

　ユースタスの手が伸びてきて、俯く彼女の頰を撫でていく。彼の節くれだった指は冷たいのに、繊細で壊れやすいものを扱うような触れ方だった。

　サーシャが下を向いたままでいたせいか、いつぞやと同じ質問が飛んでくる。

「サーシャ。泣いているんですか？」

「泣いていません。王女は簡単に人前で涙を見せてはいけないんです。お母様が生前、そう教えてくれました」

「生前ということは、まさか亡くなられたんですか？」

「ええ。七年前に」

「七年前というと、貴女はまだ十一歳です。何があったんですか？」

　サーシャは遠い眼差しで、胸の奥の引き出しにしまいこんだ記憶を呼び起こした。

「あまり楽しい話ではありません」

「構いません。貴女の母上の身に何があったのか、聞かせてください」

　ユースタスが本棚の横にあった木製のチェアを持ってきて、ピアノの横に置く。そこに腰かけて彼女の話を聞く体勢に入った。

　まさか興味を持ってくれるとは思わずにサーシャは瞠目したが、別段隠していたことでもないので、ぽつりぽつりと話し始めた。

　子爵家の生まれだった母が国王に見初められて妃になったものの、王宮で嫌がらせを受けて過酷な生活を強いられたこと。

　サーシャが生まれたあとは国王の寵愛が薄れて、離宮で暮らすようになったこと。

　それから二人で数年間の幸福な日々を送り、ある日、母が遺書を残して自らの命を絶ってしまったこと。

　あるがままの出来事をかいつまんで語り、サーシャは瞼を閉じた。

　今でも鮮明に思い出す。部屋で冷たくなって倒れている母に駆け寄り、泣きながら身体を揺すって何度も名前を呼んだが、最愛の母は永遠に目を覚ますことはなかった。

　あの時の絶望感と哀かなしみたるや、もはや言葉にならないものがある。

「王宮で経験したつらい記憶のせいで、お母様は心を病んでいたようです。私がもっと大人だったら、お母様を死なせずに済んだんじゃないかと悔やんだこともあります。でも、それでお母様が戻ってくるわけではないので、たくさん泣いたあとは、前を向いて生きていこうと決めたんです」

　サーシャは、いつしか黙りこんでいるユースタスに苦笑を向けた。

「もう七年も前のことですけどね。お母様の話は、これで終わりです。……なんだか、暗い空気になってしまいましたね」

　重苦しい空気を払拭するようにピアノと向き合う。明るい曲でも弾くかと、頭の中でレパートリーを挙げていたら、ユースタスが口を開いた。

「貴女に訊きたいことがあります」

「何ですか？」

「母上を亡くしたあとも、貴女は離宮で暮らしていたんですか？」

「ええ。結婚が決まるまでは、離宮で生活していました」

「たった一人で？」

「……ええ、そうです。お母様のこともあって、お父様とは親しくありませんでしたし、王妃様やお姉様も冷たくて、お兄様も厳しい人でしたから。七年間、ずっと一人で、離宮で暮らしていました」

　寂せき寥りようとした離宮で、誰からも愛されず──。

　サーシャが吐息のような声量で応えたら、ユースタスがゆっくりと立ち上がった。

　彼はサーシャの隣に立つと、その手を持ち上げて……彼女の頭をよしよしと撫でる。

「っ……」

「すみません」

「どうして、ユースタス様が謝るのですか？」

「こういう時に限って気の利いた言葉が出てきません。部外者の俺が何を言っても、薄っぺらく聞こえてしまいそうで」

　だから、と、珍しく顰め面をしたユースタスが言葉を継いだ。

「こうして側に居ることしかできません。それが申し訳ないという意味で謝りました」

　いつも淡々と話す彼らしくない、ぶっきらぼうな喋り方だった。

　サーシャは若葉色の瞳を何度も瞬かせて、くしゃりと顔を歪める。

　どうして、彼はいつも、サーシャが心から欲するものをくれるのだろう。

　泣きたい時に泣いていいという言葉、凍えるような夜に抱きしめてくれる温もり。

　そして、頭を優しく撫でて、側に居てくれること。

　長らく一人で暮らしていたサーシャにとって、それが一番、欲していたことだ。

　椅子から立ち上がったサーシャは、真横にいるユースタスにぎゅっと抱きついた。広い胸に顔を押しつけて、今にも零れそうになる涙を必死に堪えながら囁く。

「謝らなくても、いいです。側に居てくれるだけで、私は十分なんですから」

「いや、しかし……」

「ねぇ、ユースタス様。この国に来たばかりの頃、私はここで生きていけるのか、とても不安だったんです。見知らぬ異国の地で、あなたも冷たい人だと思ったから……でも、実際のあなたは、そんなことないんですもの」

　王女は人前で涙を見せてはいけないと母に教わった。

　でも、ユースタスは〝泣きたい時は泣いてもいい〟と言った。

　……ねぇ、お母様。彼の前では涙を見せても構わないでしょう。

　彼と一緒に居る時はアロンドラ王国の王女じゃなく、ただの〝サーシャ〟で居たいから。

　サーシャは亡き母に心の中で語りかけ、頰を流れ落ちていく雫を指の背で拭う。

「あなたが側に居てくれたら、私はこの国でも、ちゃんと生きていける気がします」

　ユースタスの顰め面が濃くなる。始めは人形みたいに冷たく、表情の変わらない人だと感じたのに、よく見ていると彼の表情にはちゃんと変化がある。

「俺は冷たい人間ですよ。貴女との結婚だって、義務として受け入れました。結婚式の夜を忘れたんですか。嫌がる貴女を説き伏せて抱こうとしたんですよ」

「でも、最後までしませんでした」

「それは……」

「結婚について言うのなら、私も自分の役目として嫁いできました。だけど、相手があなたでよかったって、今はすごく思うんです。ユースタス様は、どうですか？」

　答えあぐねたユースタスが目を逸らしたので、サーシャは鼻を啜ると、両手を彼の頰に添えた。目線を合わせようとして懸命に背伸びをしていたら、彼がため息をついて身を屈めてくれる。

「目を逸らさないで答えてください。ユースタス様は、私のことが、お嫌いですか？」

　いつもとは逆の立場で琥珀色の瞳を覗きこみながら質問を重ねたら、長い沈黙があり、とうとうユースタスが根負けしたように口を開いた。

「嫌いではありません。俺も、結婚相手が貴女でよかったと思っています」

「本当ですか？」

「本当です。貴女に対して最初に抱いた印象は、今ではだいぶ変わりましたが、それも悪い意味ではありません。むしろ…………いや、何でもありません」

「言いかけてやめないでください。気になります」

　文句をぶつけるサーシャの頰を、今度はユースタスの手が包みこんでくる。互いの顔に触れながら見つめ合った。

「こういう感情を抱くのは、俺も初めてなので、うまく言葉にできる自信がありません。だから、俺に少し時間をください。貴女に伝えられるよう考えておきます」

「そんなに、改まって言うことなのですか？」

「はい」

　もう、彼の目が逸らされることはなかった。ひどく真剣な表情で見つめられる。

　ユースタスが時間を使ってでも伝えてくれようとしていることは、きっと、これからの二人にとっても大事なことなのだ。そう感じたから、サーシャは応じる。

「分かりました。じゃあ、待っています」

　その時は、サーシャも自分の想いを告げよう。

　あなたと会えてよかった。あなたが側に居てくれるなら、これからも生きていける。

　そして、私はきっと、あなたのことが──。

　ユースタスが何か言う前に、サーシャはもう一度、めいっぱい背伸びをして身を乗り出す。顔を傾けて、彼の唇に自分のそれをちゅっと押しつけた。不意打ちだ。

　ユースタスが切れ長の目を丸くする。

　サーシャは素早く彼から離れると、ピアノの前に座り直した。心臓が恐ろしいほどバクバクと鳴って暴れ回っているが、誤ご魔ま化かすようにテンポのいい曲を弾き始めたら、肩に手が置かれる。

　刹那、視界いっぱいにユースタスの顔が現れて唇を奪われた。

「んーっ！　んんーっ！」

　顎をがっちりと摑まれ、息継ぎができないほど濃密なキスのお返しをされて、サーシャはピアノを弾くどころではなくなった。

　結局、自分の足で立てなくなるまで口づけをされたので、ユースタスに部屋まで運んでもらいながら、次からキスをする時は気をつけようと、サーシャは心に決めた。

　二人の距離は確実に縮まっていて、あともう一歩踏み込めば、想いを分かち合えるというところまで来ていた。







　数日後。サーシャの手元にヘンドリックから手紙が届いた。

　まだ返事も書いていないのに、立て続けに兄から手紙が届いたことで不思議に思いながら、サーシャは兄の綴った文面に目を走らせる。




【キルヒアイス王国との国境付近で、我が国の兵士とキルヒアイス王国の兵士の間で騒動が勃発した。状況次第では火種が大きくなるかもしれない。有事の際のために、いつでも帰国できる準備を整えておけ。追って、知らせを送る。それまでは誰にも話さず、この手紙も読んだら燃やすように】




　帰国する準備？

　愕がく然ぜんとするサーシャの手から手紙が滑り落ち、床の上でパサッと乾いた音を立てた。















第五章　欲しいもの、守りたいもの











　少年時代の記憶を思い返すたびに頭を過ぎるのは〝我慢〟と〝失望〟という言葉だ。

　ユースタスが、まだ第二王子として王位継承権を持っていた頃、父であるキルヒアイス国王は王太子のアーサーに大層、目をかけていた。

　その一方で、ユースタスへの興味は薄かった。勉学、音楽、剣技。それらの分野において、彼がどれほど努力して優秀な成績を収めても父は良い顔をしなかった。

　アーサーと手合わせをしたことがある。父や宰相たちが見守る前で剣技を競い合い、ユースタスはアーサーに勝った。

　尻餅を突いたアーサーに剣を突きつけながら、ユースタスは父のほうへ顔を向けた。

　父上。俺は兄上に勝ちましたよ。褒めてください。

　そう期待で胸を躍らせていたのに、それは呆気なく砕け散った。

　父は顔を顰めながら「アーサー！　こちらへ来なさい！」と兄を呼ぶと、くるりと踵を返して去って行ってしまったのだ。

「いたた……やっぱり、ユースタスは強いな……お前には、敵わないよ」

　ユースタスの手を借りて立ち上がったアーサーが、褒めるようにぐしゃぐしゃと弟の頭を撫でて父のもとへ向かった。

　その背を見送りながら、父の目には王太子の兄しか映っていなくて、自分がどれほど努力しようが期待などしていないのだとユースタスは知った。

　ひたすら勉学に励んで教師たちから絶賛されても、父からは褒め言葉の一つもない。

　趣味として始めたヴァイオリンは、専門の音楽教師を唸らせるほど巧くなっても、父から称賛されるのはピアノを弾くアーサーのほうだった。

　ユースタスは、父に認められないことで、いつも我慢していた。

　やがて、あまりにも多くの点で兄ばかりが贔屓ひいきされるものだから、一生認められることはないのだと悟ったユースタスは、今度は父に対して失望を抱くようになった。

　そして我慢と失望の果てに、彼は自分の感情を表に出さなくなった。

　父の前で手合わせをする時はアーサーに勝ちを譲り、兄が褒められる姿を見ながら無関心を装い続けた。

　どれほど心が悲鳴を上げていようが、無表情の仮面で覆い隠したのだ。

　まだ十代前半だったユースタスにとって、それは容易なことではなかったが、彼が自暴自棄にならずに済んだのは、他ならぬ兄の存在があったからだった。

　たぶん、父からの扱いの差に誰よりも気づいていたのは兄であり、勝ちを譲っていることさえ気づいていたのだと思う。

　だから、手合わせをしたあとは二人だけで訓練場に行き、やり直しをした。

　決まってユースタスが勝つから、

「ユースタス。お前って本当に優秀なヤツだ。すごいよ」

　父が褒めてくれない代わりに、アーサーは手放しで褒めてくれた。

　アーサーに対して妬ねたみの感情はあれども憎らしいとまで思わなかったのは、二人の兄弟仲がよかったのが大きな理由だったのだろう。

　しかし、ユースタスが十五歳になった時、最初の転機が訪れた。

　王位継承権放棄の誓約書に署名をさせられて、ユースタスは王位を継ぐ権利を永遠に失ったのだ。

　父は実弟と権力争いをした過去があり、ユースタスもそうなるのではないかと危惧していたのだろう。

「これでよい、ユースタスよ。これからの人生、お前は国に尽くし、兄を支えるのだ」

　それが、父から初めて与えられた命令だった。

　ユースタスは臣下として礼をとった。相手は父である以前に国王だったから、彼には拒否権すら存在しなかった。

　それ以降、ディアモント公爵の称号をもらったユースタスは、まるで糸で操られる人形のように、父から下される命令に従った。

　全てを己の責務かつ義務としてこなし、そのうち感情を殺すのも得意になった。

　父に言われるがまま軍にも入隊して、国内外で紛争が起こるたびにユースタスが出兵の指揮をとった。危険な場面には幾度も遭遇し、もしかしたら父はこれが狙いなのではないのかと疑ったこともあったが、彼は生き残った。

　二十四歳になった年、父が病で亡くなった。葬儀の最中、涙は出なかった。

　やっと逝ってくれたと、父の死に対して安あん堵どさえ抱いていたかもしれない。

　アーサーが王位を継ぎ、ユースタスもキルヒアイス王国正規軍の軍隊長に就任して、信頼できる部下たちに恵まれたことで自分の居場所を作ることができた。

　だが、そこでもまた、転機があった。

　出兵先で不意打ちを食らってしまい、ユースタスは命に係かかわる重傷を負ったのだ。

　一命は取り留めたが、しばらくは怪我の後遺症が残るため軍隊長として任務を続けるのは難しくなり、アーサーにも、こう言われた。

「軍は辞めて、私の側で補佐官をしてくれないか。お前の力が必要だ」

　それが国王である兄の意向ならば、彼に拒否権はなかった。

　ユースタスは軍を辞めて国王の執政補佐官となった。有能な彼は、そこでも如何なく能力を発揮したが、軍を離れなければならなかった失望感は残っていた。

　我慢、失望。ユースタスの人生は、その繰り返しだった。

　そんな生き方をしてきたユースタスは、これまで自分の意思で〝何か〟を強く欲したことはない。欲したものは与えられず、手にしていたものは取り上げられて、優先すべきは祖国と国王の命令だけだったから。

　三度目の転機は、隣国の王女との結婚だった。

　サーシャ・アロンドラ。儚い雰囲気を漂わせた、大人しそうな女性。

　彼女との間には一線を引いて、互いに義務だけ果たせばいい。

　ユースタスはそう思って、サーシャと結婚したはずなのに……。

　本当の彼女は明るくて、よく笑った。芯が強く、度胸もあって、ピアノを弾いている時は生き生きとしている。その反面、とても悲しい過去を背負っていた。

　俺と少し似ているなと思った。彼女のように大切な人を喪ったわけじゃないけれど、父と兄の姿を遠巻きに見つめて、幾度となく孤独感を味わったことがあったからだ。

　だから、サーシャが望んだ時に涙を流せる場所を与えて、彼女を傷つけるものから守ってあげたいと思うようになった。

　ただ、ユースタスがサーシャに対して抱いたものは、それだけではない。

「──相手があなたでよかったって、今はすごく思うんです」

　ユースタスの顔を覗きこんでくる、彼女の澄んだエメラルドグリーンの瞳。いつも恥ずかしがって目を逸らすのに、こういう時は目線を外さない。

　そういえば、挙式の時もそうだった。ヴェールを捲ったその先で、サーシャは凛とした面持ちでユースタスの目を見つめていたのだ。

　彼女は白雪から生まれた妖精のような姿かたちだけでなく、その真まっ直すぐな眼差しと素直な心までもが美しかった。それこそ目が離せなくなるほどに──。

　この瞬間、少し前から気づき始めていた彼女への気持ちが、ハッキリと輪郭を持った。

　似た境遇を分かち合う相手としてではなく、一人の男として本能的に抱いた衝動。

　──ああ、俺は、彼女が欲しい。欲しくて堪らない。ずっと側に置いて愛めでて、誰にも触れさせたくない。

　それは、ユースタスが初めて抱いた、他者への執着。

　そして誰かを強く欲するという、激しい渇望。

　自覚してしまえば、その衝動を隠し留めておくことはできないだろうと、ユースタスは予感していた。
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　ごくり、と口移しで注ぎ込まれた水を嚥下して、朦朧としていたサーシャはしっかりと意識を取り戻した。

「……水……」

「もっと要りますか？」

「……はい……喉が、渇き、ました」

　ユースタスがグラスの水を口に含んで、もう一度、生ぬるくなった水を与えてきた。

　喉が潤うと、ユースタスがグラスを置いてサーシャの太腿を持ち上げた。

　ギシッ、ギシッと、ベッドを軋きしませながら腰の動きが再開する。

　何度も最果てを見せられ、サーシャはもはや力の入らない手でシーツを握りしめた。

　力強く欲望の楔を穿ってくるユースタスは端整な顔をわずかに歪めて、額から汗を滴らせている。半開きになった口からは、かすかな呻うめき声ごえが漏れた。

「うっ……」

「あ、あぁ……あ……」

　これで何回目だろう。サーシャは淫靡な揺れの波間で記憶を探ろうとする。

　おそらく、ユースタスも彼女の最奥へと二回くらい熱を放った。

　たぶん、これは三回目だ。適度に休憩を入れて、水も飲ませてもらいながらずっと抱き合っている。

　ユースタスの動きは衰えることなく、サーシャを高みへ押し上げていった。

「あっ、また……っ、ユースタスさまっ……」

「……貴女の好きな時に、イッていいですよ」

　快楽に心酔して蕩けきった身体は、下りてきた子宮口をトントンとつつかれただけで大きく震えて、彼女の意思など関係なく快楽の頂点に至った。

　慎ましやかな嬌声を上げたサーシャの額や頰にキスが落ちてくる。

「いま、イきましたね……苦しくは、ないですか？」

「……はぁ……は、い……」

「これが終わったら、やめます……もう少し、俺に付き合ってください」

　サーシャは掠れ声で囁いてくるユースタスの首に腕を回して、了承の答えを口にする代わりに、彼の頰へと可愛らしいキスをした。

　ちゅっと音を立てて離すと、軽く目を見開いたユースタスが、サーシャの顎を摑んで倍にして返してくる。

「んん、ふっ……ユースタス様……」

「……サーシャっ……はぁ……」

　荒々しく揺さぶられ、何度も、何度も、最奥まで暴かれる。

　不意に、荒れ狂う熱情に浮かされたようにユースタスが消え入りそうな声で囁いた。

「……貴女は………………いいんだ……」

「……え？」

「俺は……貴女に…………われて…………」

　待って、ユースタス様。何を言っているのか、聞こえないの。

　サーシャは両手を必死に伸ばしてユースタスの温もりに縋すがりつく。

　ユースタスの息遣いが乱れて、腰を突き上げる動きが速く、そして乱暴になった。

　やがて、彼は雄芯をズンッと根元まで穿ち、サーシャの腹の奥で吐精する。

　ぶるりと胴震いしたユースタスが、瞼を閉じるサーシャの耳に口を寄せてきた。

「……もう、離しません……貴女は………ものです……」

　ユースタスの掠れきった声は、まるで壁の向こうで聞こえるみたいに遠かった。

　彼の子種で満たされた下腹部を優しく撫でられている……サーシャが覚えていられたのは、そこまでだ。







　朝の訪れを知り、サーシャはもぞもぞと毛布から顔を出した。欠伸をしながらベッドを降りようとしたら腕が巻きついてきて、元の位置まで引き戻される。

「……サーシャ……勝手に、ベッドから出ないでください」

　鼻梁に皺を寄せたユースタスは半分眠っているのか、目を閉じた状態でサーシャを抱き直した。腕と足を巻きつけ、がっちりと抱き枕にして二度寝を始める。

　完全に拘束された状態で、サーシャは身を捩った。

「今日はマライア様とお会いする日です。そろそろ起きないと、遅刻してしまいます」

「……すー」

　抗議の声を上げるも虚しく、ユースタスが枕に顔を埋めて寝始めた。

　サーシャが髪をくいくいと引っ張り、頰を抓ってみても薄目が開くだけで、すぐに閉じてしまう。

「ユースタス様、朝ですよ。起きてください」

　しばらくの間、サーシャは寝起きの悪いユースタスを起こすのに躍やつ起きになった。

　正味、十分以上はかかったが、どうにかユースタスを覚醒させるのに成功し、慌ただしく身支度を整えて城へ向かう。

　キルヒアイス王国には、近年まれに見る大雪が降っていた。

　城下の街並みは純白に染め上げられ、路上で雪かきをする人々の姿が見受けられる。

　あちこちに、子供たちが作った可愛らしい雪だるまもあった。

「すごい雪ですね。今年は大雪だと聞きましたが、これだけ降ると全てが雪に覆われて真っ白です」

　マライア王妃の私室で、サーシャは窓の外に広がる雪景色を見下ろしていた。

　息子のミシェルを腕に抱いてあやしていたマライアが、そうねぇと呟く。

「私も嫁いできたばかりの頃は驚いたわ。例年に比べたら大雪らしいけれど、毎年たくさん降るから、私には降雪量の差が分からないわね。何にせよ、雪は苦手だわ。外に出ると寒いし、雪道だと滑りやすいからすぐに転んでしまうの。それで、私が転ぶたびに陛下が立たせてくれるのよ」

「私も先日、似たような状況を経験しました。城から屋敷へ帰った時、玄関の前で滑って転びかけたところをユースタス様に抱き留めてもらったんです。凍っていたせいか、つるつると滑って立てなくて、最終的には抱えて運んでもらいました」

　マライアが場面を想像したのか、小さく噴き出す。

「ユースタスが、無表情であなたを運んでいる姿が目に浮かぶわね」

「確かに無表情でしたが、あれはたぶん、ちょっと笑っていましたよ。口元がピクッて動きましたから。つるつると足を滑らせる私の姿が、よほど面白かったんだと思います」

「そんな細かい変化まで、よく気づくわね。ユースタスって表情がほとんど変わらないから、いつも何を考えているか分からないのに」

「最近、ユースタス様の表情を観察するようにしているんです。それで、少しずつ分かってきました」

「表情を観察って……まさか、見つめ合っているの？」

　マライアが、からかうように尋ねてきたから、サーシャは慌てて首を横に振った。

「違います。こっそり見ているんです。たまに目が合うと『何を見ているんですか』って壁際まで追い詰められて質問責めに遭う時もありますが、大抵はバレません」

「ふーん。あなたとユースタスって、仲がいいのね」

「今の話に、仲がいい要素がありましたか？」

「だって、あのユースタスとそんなやり取りをする光景が想像できないもの。もしも私と目が合ったら、冷たく睨まれて終わりそうだわ」

「ユースタス様の場合は睨んでいるわけじゃなくて、ああいう目つきなんだと思います」

　サーシャがそう言い張ると、ぐずるミシェルを優しく揺らしながら、マライアがくすくすと笑う。それから、予想だにしなかった質問をぶつけてきた。

「ねぇ、ちょっと気になっていたんだけれど、サーシャはユースタスが好きなの？」

　出し抜けの質問に、サーシャは「え？」と声を上げて固まる。

「ユースタスは整った容姿をしているし、若いご令嬢は憧れを抱いているみたいだけど、無愛想で近寄りがたい雰囲気があるでしょう。私だって初めの頃は、彼を冷たい人だと思って簡単に話しかけられなかったわ。でも、あなたは気にしていないみたいだし、むしろ表情を観察しているんでしょう。聞いたところによると、あなたのピアノと、ユースタスのヴァイオリンでデュエットもしているんですって？」

「……どなたから、それを聞いたんですか？」

「イーサンよ。興奮しながら話していたわ」

　先日、マライアのピアノのレッスンをしていた時、たまたまマライアが席を外すことがあり、同席していたイーサンと二人で話をする機会があった。

　彼が作曲した楽譜の束を受け取るついでに、ユースタスがピアノ演奏にヴァイオリンを合わせてくれると話したら、やや食い気味に詳細を訊かれたのだ。

　ユースタスが人前でヴァイオリンを弾くのは稀まれなのだと知ったのは、その時だ。

「夫婦でデュエットするなんて、よほど仲がいい証拠だわ。だから、あなただけじゃなくて、お互いに特別な想いを抱いていても不思議じゃないと思ったのよ。別に、それについてどうこう言いたいわけじゃないの。ただ、興味があって訊いただけよ」

　唇を引き結んだサーシャは紅潮した顔を伏せた。

　ユースタスのことが好き……それは、もう、とっくに自覚していたことだ。

　サーシャの反応を見て答えを悟ったのだろう。マライアは頰を緩めた。

「やっぱり、そうなのね。可愛らしいこと。ユースタスには、もう伝えたの？」

「……まだです」

「言うつもりは、あるの？」

「あります。ですが、ユースタス様も私に伝えたいことがあるらしく、少し時間が欲しいと言われたので、その時まで待っているんです」

　サーシャが火照った顔で告げると、マライアは微笑ましそうな表情を浮かべただけで、それ以上は話を掘り下げなかった。

　そのあと、音楽室に移動してピアノのレッスンを始めたが、先ほどの会話が頭の中をぐるぐると回っていて、サーシャは始終気恥ずかしくてならなかった。







　レッスン後、仕事をしているユースタスに一声かけて帰宅したサーシャは、雪の積もった屋敷の庭園を散歩した。しっかり冬用のコートを着て、厚手のストッキングに毛皮のブーツを履き、マフラーと耳当てに毛糸の手袋までしているので、防寒対策は万全だ。

　馬車の入ってくる石畳は雪をかいてあり、庭園も歩道の部分だけ整備されていたが、垣根や噴水は雪を被って一回り大きくなっている。原形も分からないから、まるで白い怪物のようだ。

　サーシャは白い息を吐き出して、転ばないよう細心の注意を払って歩きながら、雪の庭園を眺めた。

　アロンドラ王国も雪は降るが、ここまで積もったりはしない。

　ただ、領土の北部、キルヒアイス王国との国境付近にある町村になると、急に積雪量が多くなる。住んでいる地域が違うだけで、それほどに差が出るのだ。

　ふと、サーシャは足を止めた。国境付近の町村……ヘンドリックから届いた手紙の内容が蘇ってくる。

　それを読んだ時、サーシャはショックを受けた。国境付近で起きた騒動の行方も気になるし、アロンドラ王国に帰国しなくてはならないかもしれないという事実に、頭から冷水を浴びせかけられたような衝撃を受けたのだ。

　いつの間にか、キルヒアイス王国での生活のほうが、祖国での生活よりもずっと平穏で幸せだと感じるようになっていた。

　しかし、サーシャはアロンドラ王国の王女。両国間で衝突が起きれば、彼女の立場は非常に危ういものとなる。平和のために嫁いできたのに、争いの道具になりかねない。

　その現実を、兄の非情な手紙が思い出させたのだ。

「……帰りたくない」

　本音が口から零れ落ちた。あまりにも、ここでの生活が心地よくて、以前の生活に戻るなんて考えられなかった。

　この国には、サーシャの〝居場所〟があった。

「はぁ……ダメ。暗いことは考えないの」

　サーシャは自分の頰を抓った。また、思考が後ろ向きになりかけた。

　事態が逼ひつ迫ぱくすれば、ユースタスが教えてくれるはずだ。慌てたところで、どうしようもない。今は普通に生活することが大事だ。

　気を取り直したサーシャは、少し離れてついてくるジェーンを手招いた。

「ねぇ、ジェーン。雪だるまって、どうやって作るの？」

「小さな雪玉を作って、それを転がしていくんです」

　ジェーンに教えられた通りにサーシャは雪玉を作り、それを積もった雪の上で転がしていく。すると、転がせば転がすほど、雪玉が大きくなっていった。

　雪だるまを作るのは人生初めてだから、ジェーンの手を借りながら大きさの違う雪玉を二つ重ねた時、サーシャは感動した。

「雪だるまって、こんなふうにして作るのね」

「サーシャ様。木の枝を刺すと腕になるのですよ。顔も、石とか枝で作れます」

　というわけで、サーシャはジェーンと一緒に雪を被った木の周辺から枝を探し出し、雪をかき分けて小さな石を三つ拾ってきた。それで雪だるまの顔を作る。両目と鼻が石で、口は小さな枝、両腕は大きな枝だ。

　雪だるまが完成した時、空は少し暗くなり始めていた。冬季は日が落ちるのが早いとはいえ、随分と熱中してしまったようだ。

　サーシャは腕組みをして、玄関先に置かれた雪だるまと睨めっこをした。

「なんだか、顔が無表情すぎて……ちょっとユースタス様に似ているわね」

　ジェーンが素早く顔を背ける。肩が震えているので、たぶん笑っているのだと思う。

　すると、庭園の賑やかさを聞きつけて、メイド頭のハンナと執事のウィリアムが様子を見に来た。

「あらあら、これはまた、素敵な雪だるまですね」

「サーシャ様が作られたのですか？　可愛らしい雪だるまです。旦那様が帰って来たら、さぞ驚かれるでしょうな」

　しげしげと雪だるまを眺めた二人に褒められたので、サーシャが得意満面でいると、ユースタスの乗った馬車が帰ってきた。

　その時になって、サーシャは自分が雪まみれだと気づく。木の下で枝を探した時に雪が落ちてきたから、髪にまで細かい雪がついていた。ついでに手足は冷えきっている。

　ジェーンとハンナに雪を払ってもらっていると、ユースタスが馬車から降りてきた。

「おかえりなさい。ユースタス様」

「ああ、ただいま……」

　途中で、ユースタスの言葉が途切れる。彼は玄関先の雪だるまと、雪まみれで鼻の頭まで赤くなっているサーシャを何度か見比べた。

「これは、貴女が作ったんですか？」

「そうです。ジェーンと二人で作りました」

　褒めて、褒めてと、サーシャが期待の眼差しを送っていたら、ユースタスがゆっくりと手を伸ばして、彼女の頭を撫でてくれる。

「よくできた雪だるまですね」

「午後から、ずっと作っていたのです。枝がなかなか見つからなくて大変でした」

「午後から、ずっと？」

　その部分を繰り返したユースタスは目つきを鋭くさせ、サーシャの手を摑むと、そのまま屋敷の中まで引きずっていく。

「ユースタス様……！　どうなされたのですか？」

　有無を言わさぬ強引さで一階のリビングに連れこまれ、暖炉の前に座らされた。

　ふかふかの絨じゆう毯たんの上で手際よく雪まみれの防寒具を脱がされて、雪がしみこんで冷たくなったドレスまで脱がされそうになる。

「これくらい、自分で脱げます」

「いいから、俺がやります。じっとしていてください」

　あっという間にドレスを脱がされ、シュミーズ一枚だけの心もとない姿で毛布に包まっていたら、ハンナが温かいスープを持ってきてくれた。

　サーシャは暖炉の中でパチパチと爆ぜる薪まきを眺めながらスープを啜り、ほっと息を吐いた。芯まで冷えきった身体が温かくなっていく。

　すると、一旦部屋へ行っていたユースタスが戻ってきて、暖炉の前で毛布に丸まっているサーシャの隣に腰を下ろした。

「……あの、ユースタス様。もしかして、怒っていらっしゃるの？」

「怒っていません」

「でも、ちょっと顔が怖いです」

「元からこういう顔です」

　平時よりも若干目つきの悪いユースタスが答えて、身を縮めるサーシャを抱き寄せた。

「スープは飲みましたね。こっちに来てください」

　膝を立てて座るユースタスの足の間へと移動させられた。

　後ろから包みこまれるように腕が伸びてきて、冷えて真っ赤になった両手を上から握られる。いつも冷たい彼の手が、とても温かく感じた。

　サーシャは身体の力を抜いてユースタスに寄りかかる。顔の横で吐息を感じて、布越しに彼の温もりが伝わってきた。ここは安心できて、すごく温かい。

　ユースタスが静かな口調で言った。

「貴女は、この国の冬にまだ慣れていません。身体を冷やすと風邪を引きます」

「楽しくて、つい時間を忘れてしまったんです。ごめんなさい」

「謝らなくてもいいです。次から気をつければいいことですから。……それにしても、まだ冷たいですね」

　彼は末端まで冷えたサーシャの手を揉むようにして包みこんだ。毛布が滑り落ちて肩が出そうになると、すぐに直してくれる。

　なんだか甲か斐い甲が斐いしく世話をされている気分だ。

　それから長いこと、暖炉の炎を眺めながら二人でくっついていた。会話はないが、気まずい雰囲気でもなくて、動きがあったとしても、ユースタスが足の位置を変えてサーシャを抱き直すことくらいだった。

「始めの頃を思うと、信じられないですね」

　心地よい静寂に呟きを落とせば、ユースタスが「何をですか？」と話の先を促す。

「こうして、ユースタス様の腕に抱かれながら穏やかな時間を過ごしていることです。あなたとの結婚生活は、もっと冷えきったものになると思っていましたから」

「俺も、そう思っていましたよ」

　サーシャは温まった右手を広げて、ユースタスの大きな左手と指を絡めながら繫いだ。

「……ずっと、こうしていられたら、いいのに」

　身も心も凍えた時に温もりをくれる、恋しい人と一緒に居られたら──。

　ユースタスがサーシャの手を握り返し、ゆっくりと顔を傾けてきた。ごくごく自然な流れでキスを交わす。

　恋人たちが人目を忍んで交わすような慎ましいキスをして、サーシャはユースタスの胸に顔を埋めた。優しく髪を梳いてくれる指を感じながら、自分の気持ちを確認する。

　いつの間にか私は彼のことが、こんなにも愛おしい。

　そして、温かい腕の中で朝を迎えて、そろそろ起きてくださいと彼を起こすところから一日が始まる……そんな他た愛あいのない日常が続くことを、心から願っているのだ。
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　朝一番に宰相セオドアが慌ただしく執務室に飛びこんできた。火急の知らせだ。

　つい先日、キルヒアイス王国は、国境近くのビゼラ村へ鎮圧部隊を送った。

　最初の報告を受けた時からビゼラ村の監視は続けていたが、諍いを起こした兵士たちを捕らえたあと、他の兵士たちが箝口令を無視して不要に騒ぎ立てたらしく、周辺地域にも飛び火しそうだったため、やむを得ぬ状況だと判断して部隊を派遣したのだ。

　その矢先、新たな情報が飛びこんできた。

　わずかに息を切らしたセオドアが、やや早口で説明する。

「どうやら捕らえた兵士たちとは別に、以前焼き払われた村の出身だという兵士たちがおりまして、今回の騒動を発端にして彼らが中心となり、アロンドラ王国軍の駐ちゆう屯とん地ちに矢を射かけたようです。鎮圧部隊は間に合わず、アロンドラ王国のほうでもさすがに軍を動かしたようで、現在は両軍の責任者が対処に当たっています」

「騒動を起こした連中は、曲がりなりにも訓練を受けた兵士だろう。アロンドラ王国の兵士と諍いを起こすだけでなく、何故そんな勝手な行動を許したんだ。砦の兵士たちの統率は一体どうなっている！」

　執務椅子から立ち上がったアーサーが苛立ったように声を荒らげた。

　窓辺に居たユースタスは、腕組みをしながら眉間に皺を寄せる。

「あそこの砦で任務に就いているのは、基本的に周辺の地域から徴兵された兵士ばかりです。もちろん上官は居るはずですし、俺が軍隊長だった頃は、国境付近の要所として優秀な将校を指揮官として派遣していました。しかし、あの砦は冬になると大雪が降り、地元出身の兵士も荒くれ者が多かったので、嫌がる将校は多かったですよ。俺が軍を離れたあと、軍部がどう人事管理しているのかは把握していませんが、国の要所の管理を任せられる優秀な将校というのは、慢性的に不足しています。ですから、何らかの問題を起こし、降格と左遷という形で送られた将校が上官なのかもしれません。……セオドア。砦の兵士たちのリストはできたのか？」

「こちらに、砦に所属している兵士たちの名前と、上官の名前があります」

　セオドアが抱えていた書類の束から、何枚かを取り出してユースタスに渡してきた。

　それに軽く目を通したユースタスは顔を顰める。

「上官はデンレ大尉ですね。軍に在籍していた頃、いい噂を聞きませんでした。当時は少佐だったはずですが、やはり降格させられたようです。降格理由は任務中の飲酒と、その他の問題行動……勤務態度は最悪ですね」

「軍は、そんな男を辞めさせなかったのか」

「彼は伯爵家の次男ですから、そう簡単に辞めさせられないんですよ。軍部も国庫の予算以外に、貴族からの出資を頼りにしている部分がありますからね。その辺りは角かどが立たないようにしないといけません。軍の運営は難しいんですよ」

　肩を竦めたユースタスは淡白な口ぶりで続ける。

「いずれにせよ、こんな男が上官では、兵士たちは従いません。特に、近隣から徴ちよう兵へいされた兵士たちは王都で正式な訓練を受けていない者が多く、自分より強く優れた統率力のある将校でなければ上官として認めません。ましてや、アロンドラ王国に村を焼かれたという敵対意識を持っているのならば、上官の警告や制止に耳を貸さないでしょう」

　それは軍人としての経験があり、軍の内情を知っている彼だからこその意見だ。

　アーサーも納得したようで、頭をぐしゃりとかいた。

「この騒動が治まったら、軍部の内情を調査して人事の見直しが必要だな。とにかく今は差し迫った状況に対処しなくてはならない。鎮圧部隊は送っているが、今回の件はアロンドラ王国との外交的な駆け引きも必要となってくる。今年は大雪で、砦と王都を行き来するのも倍以上の時間がかかるから、その場で状況を判断し、命令を下せる権限を持った者が現地へ足を運ぶしかない」

「アロンドラ王国のほうは、国王の代理として王太子殿下が動かれたようです。本来であれば陛下に足を運んで頂きたいところですが……」

「俺が行きましょう」

　ユースタスはセオドアの言葉を遮って、自ら名乗り出た。

「現実的に考えて、この雪では大人数の移動は無理です。できるだけ少ない人数で砦まで行軍しなければなりませんし、ほとんど護衛も付けられないでしょう。ですから、兄上は王都に留まって頂いて、軍人の経験がある俺が足を運ぶのが妥当です。俺ならば護衛が居なくとも問題ありませんし、雪中行軍も経験があります。国王の弟という立場もありますから、アロンドラ王国側も納得してくださると思います」

「確かに、その通りだな……分かった。では、今回の件はお前に一任する。現地に到着したら、お前が状況を判断して命令を下せ。おそらくヘンドリック殿と会談を設けることになるだろうが、戦だけは起こすな」

「承知しました」

　国王であるアーサーからの命令を受けて、ユースタスが胸に手を当てて臣下の礼をとった時、執務室にノックの音が響く。

　アーサーの「入れ」という許可と共に、宰相セオドアの側近の男が入ってきた。

「失礼致します。つい先ほど、アロンドラ王国から書簡が届きました」

　アーサーは外交の際に用いられる大きめの封筒を受け取り、封ふう蠟ろうを破って書面に目を通していたが、見る見るうちに表情が険しくなっていった。

「ユースタス」

「はい」

「今回の行軍には、サーシャも同行させろ」

「どういうことですか？」

「この書簡は、ヘンドリック殿が送ってきたものだ。話し合いの場に、彼女を連れてこいと書かれている」

　ユースタスはアーサーから手渡された書簡に目を通し、渋じゆう面めんを作った。

　その書面には、今回の騒動について両国の代表者同士で話し合いをする必要があり、代表者を一名、国境まで来させるようにと書いてあった。

　また、話し合いに応じるための条件として、その場に必ずアロンドラ王国の第三王女を同席させろ、王女が居なければ話し合いには応じない、と。

「この雪の中、砦まで彼女を連れて行けと言うんですか」

「サーシャを連れて行かなければ、ヘンドリック殿は会談に応じない」

「兄上。鎮圧部隊が先行しているとはいえ、砦の周辺が安全だとは限りません。そこに彼女を連れて行くことに、俺は賛成できません」

「危険なのは承知の上だ。しかし、サーシャを連れて行かなかったことで、ヘンドリック殿が会談を受け入れず、この事態が手の付けられないほどの大火となって周辺の街にも広がっていき、そのまま戦争になったらどうする？　お前が責任を取れるのか」

　ユースタスは唇を嚙みしめた。責任を取ることなどできない。

　アーサーの言っていることは正しかった。サーシャを同行させて、ヘンドリックとの会談の場に連れて行くことが最善であり、戦争を避ける近道だ。

　それくらい、ユースタスとて百も承知だった。

　だが、この状況でヘンドリックがわざわざサーシャを連れて来いと言ったのは、おそらく祖国へ連れ帰るという意図があるからではないかと、彼は思うのだ。

　万が一にも事態を治められなかった場合、きっとサーシャは祖国へ帰したほうがいいのだろう。そのほうが、彼女にとっては安全だ。

　だからこそ、ヘンドリックの真意を知るためにも、今回はサーシャを連れて行くべきだとユースタスは分かっている……分かっている、のに……。




　──……ずっと、こうしていられたら、いいのに。




「っ……」

　ユースタスは爪の先が皮膚に食いこむほど、拳を強く握りしめた。こみ上げてきた感情に任せて怒鳴りそうになるのを、ぐっと飲みこむ。

　何をしているんだ。自分を抑えろ。ただ、ヘンドリックのもとまで連れて行くだけだ。

　現在の状況を鑑みて、理性的に考えれば兄の命令に従うべきだと分かるだろう。

　ユースタスが、自分でも制御のできない感情の乱れと闘っていたら、弟の葛藤する様を物珍しそうな目で眺めていたアーサーが言った。

「お前がそんな顔をするのを、久しぶりに見たな」

「……そんな顔？」

「私を睨みつけて、今にも嚙みつきそうな表情だ。昔はよく、剣の手合わせをする時にそんな顔をしていただろう」

「っ……」

　アーサーだけでなく、兄弟のやり取りを見守っていた宰相セオドアも、首を傾げながら珍しそうにしていた。

　ユースタスは息を呑み、口元を隠しながら顔を背ける。

　自分は今、そんな表情をしていたのか。まったく自覚がなかった。

「まぁいい。とにかく、お前がサーシャを連れて行くのに反対なのは分かった。だが、私はサーシャを連れて行くべきだと考える。セオドアはどうだ？」

「私も陛下に賛成です。とにかく王太子殿下と話をしてみないことには真意が分かりません。会談を設けて、じっくり話し合いをするべきかと」

「というわけだ。私とセオドアは賛成、反対はお前だけだぞ、ユースタス」

「……分かっています。俺も彼女を同行させるべきだと思います」

　ユースタスが絞り出すような声で告げたら、アーサーが肩を叩いてきた。

「ならば、結論は出たな。今回の行軍にはサーシャを同行させろ」

「承知しました」

「ユースタス。サーシャの身を案じるお前の気持ちは理解しているつもりだ。しかし、今回の件は政治的な問題が関わってくる。だから、堪えてくれ」

　ユースタスは両手を背後に回して握りしめると、黙礼して執務室を後にした。





◇






　その知らせを受けた時、サーシャは音楽室でピアノの前に座り、イーサンが作曲した楽譜の譜読みをしていた。

　ノックをして入ってきたユースタスの口から重々しく告げられた内容を聞き、とうとうこの日が来たのだなと思って、サーシャは顔を伏せた。

「鎮圧部隊が国境に向かったという話は聞いていましたが、そうですか……お兄様からの書簡にそう書いてあったのですね」

「今回は、雪のせいで大人数での移動ができません。本来であれば、貴女に何人か護衛を付けて馬車を使うところですが、長距離の雪道を馬車で移動するのは危険なので、俺の馬に同乗してもらいます。他にも数人、俺が選んだ兵士を連れて行きます。貴女と何度かお会いしている、キャベロン少尉を覚えておられますか。彼も同行させる予定です」

「彼のことは覚えています。とても真面目な方ですよね」

「そうです。出発は三日後です。急な話ですが、ハンナに言って、貴女の準備も手伝わせます。できる限り荷物は少なくしてください」

「分かりました。簡単な着替えだけ纏めておきます」

　サーシャはピアノの鍵盤を見つめて、そっと指でなぞる。鍵盤は冷たく、身体の熱が吸い取られていくような感覚がした。

　話が終わってもユースタスが出て行く気配がないので、サーシャは彼を見上げる。

　ユースタスの琥珀の瞳には、昏い光が灯っていた。

「サーシャ。何度か、貴女のもとにヘンドリック殿から手紙が届いていたはずです。そこに、今回の騒動の件は書かれていましたか？」

　前振りもなく、ストレートな質問が飛んできた。

　サーシャは一瞬、迷う。兄の手紙には〝誰にも話すな〟と書かれていたが、兄がアーサーに対して彼女を連れて来いと指示しているのだから、もはや手紙の内容を隠したところで意味は無いだろう。

「ええ。有事の際には、いつでも帰国できる準備をしておけと書かれていました」

「帰国……やはり、ヘンドリック殿は貴女を連れ帰るつもりでいるんですね」

「まだ、分かりません。ただ、話し合いをするだけかもしれませんし」

「わざわざ国境の近くまで貴女を連れて来いと指示しておきながら、ですか？」

　その指摘には答えられなくて、サーシャは再び目線を下に向けた。

　ユースタスがため息をつき、長い前髪をかき上げる。

「すみません。今日は少し気が立っていて……とにかく、俺は貴女を無事に国境の砦とりでまで連れて行って、ヘンドリック殿と会わせます。貴女も心の準備をしておいてください」

　彼が早口で言い、くるりと踵を返して出て行こうとしたので、咄嗟に呼び止めた。

「ユースタス様。待ってください」

「？」

「ここのところ考えていたのです。万が一のことがあって、アロンドラ王国に連れ戻された後のことを」

　サーシャがおそるおそる話し出したら、ユースタスが振り返った。

「祖国に帰った後の生活は、私にとって、おそらく悲惨なものになると思います。ただでさえ王宮に居場所が無かったのに、他国に嫁いで戻ってきた王女として、これまで以上に腫はれもの扱いされるのは目に見えています。あの寂しい王宮に、帰るくらいなら……」

　サーシャは両手をぎゅっと握りしめて深呼吸をすると、しっかりと顔を上げた。

「私はこの国に留まりたいです。そのことで王女の身分を剝はく奪だつされて、お兄様から縁を切られても構いません」

「サーシャ……」

「私、この国が好きなんです。あなたと出会って、マライア様と仲良くなって、国王陛下にも優しくして頂いて……他にも親しく接してくれる人が、たくさん居るんです」

　どうしよう。話をしているうちに、涙が零れそうになる。

　大きく息を吸って、泣くのを我慢して、彼女はその先を続けた。

「だから、この国で、この屋敷で……これからも、あなたと暮らしたいんです」

　ユースタスが足早に近づいてきて、サーシャが言い終わる前に抱きしめる。

　彼の腕に包まれた瞬間、涙腺が決壊した。この国で彼と生きていきたい。そんな、ささやかな願いを乗せた涙の雫がぽろぽろと頰を流れ落ちる。

「ユースタス様、私……」

「貴女の気持ちは分かったので、もう何も言わなくていいです」

　優しく頭を撫でられ、サーシャは顔をくしゃくしゃにして泣き出した。

　嗚お咽えつを零す彼女を抱きしめたまま、ユースタスが蜂蜜色の髪に頰ずりして、言い聞かせるように背中をさすってくる。

「大丈夫。貴女が帰らなくて済むように、俺がヘンドリック殿と話をします」

　ユースタスの両手が、サーシャの頰を包みこんだ。身を屈めた彼が、いつもみたいに顔を覗きこんでくる。

「そして、この騒動が解決したら、貴女は俺と一緒に、この屋敷に戻ってくるんです」

「……この屋敷に……」

「そうです。一生、ここで俺と共に生きるんです。貴女は、俺の妻なんですから」

　それこそ、サーシャが切に願うことだった。

　ユースタスの眼差しから強い覚悟と意志を感じ取り、サーシャは頷く。

「だから、そんなに泣かないでください。目元が腫れますよ。これを使って」

「……はい。ユースタス様」

　サーシャは鼻を啜り、ユースタスが貸してくれたハンカチを使って涙を拭く。

　でも、拭った側からぽろぽろと零れてくるので、最後はユースタスに抱きしめられて涙が止まるまで宥なだめてもらった。
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　空は薄い雲で覆われており、細かく精緻な雪の花が舞っている。

　ユースタスの操る馬の背で揺られながら、サーシャは両手に息を吹きかけた。手袋をしているけれど、移動中はほとんど動かないため、じわじわと冷えていくのだ。

　王都を発って三日が経過していた。一行はユースタスとサーシャ、キャベロン少尉、他にはラルフとアンディという若く優秀な二人の兵士で構成されている。少人数精鋭だ。

　今、一行の目の前には皚がい々がいたる雪原が広がっている。遠くに山が見えるが、裾野から山頂まで雪を被っており、灰白色の空との境目が曖昧だった。

「寒ければ、これを飲んでください」

　サーシャが震えていることに気づいたのか、ユースタスが荷物の中から小さめの瓶を取り出した。それを手渡されて、サーシャは若干顔を顰めながら蓋を開ける。ツーンと鼻につく独特の匂いがした。アルコール度数の高い蒸留酒ウイスキーだ。

　酷寒の土地において蒸留酒は身体を温める目的として用いられる。飲めば、内側からポカポカとしてきて陽気になる。

　ただ、難点があった。味がいまいちなのと、何よりもサーシャはお酒に弱かった。

　昨日も、寒くて震えていたら同じ瓶を渡されたので、サーシャはぐいっと豪快に呷って盛大にむせた。

『な、何なのですか、この謎の液体は！　とても人間の飲む物とは思えません！』

　ほとんど声を荒らげたことのないサーシャだが、喉がヒリヒリするし、嚥下した直後から身体も内側からカッと熱くなるから、思わず叫んでしまった。

　キャベロン少尉を始め、ラルフとアンディも笑いを嚙み殺していて、ユースタスだけは前を向いたまま無表情で『蒸留酒ですよ』答えたが、口の端が一瞬だけピクリと動いたのを、サーシャは見逃さなかった。

「飲みすぎると酔うので、気をつけてください」

　ユースタスがさりげなく注意してきた。わざわざ言われなくとも、身をもって効果を知っている。

　サーシャは木製のコップを出してもらい、揺れる馬上で少しだけ注いで、ちびちびと舐める程度にした。それだけでカッと内側から熱くなる。

「……ユースタス様、残りは差し上げます」

「では、頂きます」

　彼はサーシャが残した酒を一息で飲み干し、顔色一つ変えずにコップと瓶をしまった。

　揺れる馬上で、サーシャは前方を見据える。雪原の向こうに黒い木々が見えてきた。

　今日の午後には砦に到着する予定だから、あの林を越えた先に目的地のビゼラ村と砦があるのだろう。

　到着するまで何事もなければいいと、サーシャは祈った。

　というのも、王都を発つ直前になって知らせが入り、アロンドラ王国の駐屯地に矢を射かけた兵士たちは鎮圧部隊によって捕縛されたが、数名の兵士が逃走を図って、未だに捕まっていないようなのだ。

　しかも、今回の件で国王が鎮圧部隊を派遣したという事実が、兵士たちを攻撃的にさせている。鎮圧部隊にも相当、歯向かったらしい。

　彼らの思考の根幹にあるのは、これまで兵士として国のために尽くしてきたのに、故郷の村を焼かれた恨みを晴らそうとしただけで、何故捕まらなくてはならないのか──という考えだ。

　積み重なった恨みつらみは、ある一線を越えなければ誰にも被害を及ぼさない。

　しかし、ほんの小さなきっかけで張り詰めた糸が切れてしまうと、そこからは坂を転がり落ちるように過激化していく。それが、革命や反乱を起こす火種となるのだ。

　今回、騒動の中心に居た兵たちのように。

　彼らも被害者だ。幼い頃に村を焼かれて親類を亡くした者も居るだろう。

　しかし、それはキルヒアイス王国の兵士だけではなく、アロンドラ王国側も同じだ。

　どちらの国も、国境付近の村や町は、戦争が起こりそうになるたびに相手に対する牽けん制せいとして火を点けられ、何度も戦火に巻かれている。

　だからこそ平和協定が結ばれて、サーシャがキルヒアイス王国へ嫁いだのだ。

　もう二度と、悲劇を繰り返さないために。

　広い雪原を突っ切り、次第に林が近づいてきた。

　真っ白な雪の中でひっそりと立つ黒い木々は物々しい空気を醸かもし出している。

　砦に行くためには林道を抜けるしかなく、一行は林の中へ足を踏み入れた。

　それまでの広々とした開放感は一変し、細い林道の両脇で無機質な群像のように佇む裸の木々はいささか不気味ですらあった。

　サーシャは自然とユースタスに身を寄せていた。林の中は静まり返っていて、皆の息遣いと馬が雪を踏みしめる音だけ響く。

　十五分ほど林を進んだ辺りで、唐突にユースタスが手綱を引いて馬の歩を止めた。ゆっくりと周りを見渡す仕草をする。

「キャベロン少尉」

「ハッ」

「小動物の足跡がなく、鳥の声一つ聞こえない。異常なほど静かだ。念のために先を見て来てくれ。もし逃走した兵士たちが林の中で潜伏しているのなら、おそらく弓矢を所持している。周囲への注意は怠るなよ」

「了解しました。行って参ります」

　キャベロン少尉が敬礼をしてから、馬を駆って先の様子を見に行った。

　サーシャが不安を隠せずにキョロキョロしていると、ユースタスが安心させるように肩を叩いてきた。

「大丈夫です。様子を見に行かせただけですから」

「ええ。でも、何だか、この林の中は不気味です。黒い木々が、人のように見えて」

　その時、視界の端で黒いものが動いたように見えたので、サーシャは勢いよく顔をそちらに向ける。しかし、ただの木だった。

　それから数分間、何も起こらない静寂が続く。

　けれど、突如として空気を裂くようなヒュンッという音が耳に届き、馬を掠めて傍らの木に矢が刺さった瞬間、ユースタスが目を瞠みはる速さで動いた。

　彼は馬の脇腹を蹴り上げ、サーシャをぐっと抱き寄せながら走り始める。随行している二人の兵士もユースタスに倣った。

　数秒前まで彼らが居た場所の地面に、木々の間から放たれた数本の矢が刺さった。

「あっ……！」

「俺に摑まっていてください。……お前たちは剣を抜いておけ！　木の陰から襲ってくるぞ！」

　サーシャに早口で告げたユースタスが、背後のラルフとアンディにも指示を飛ばし、彼自身、左手で手綱を操りながら腰に提げた剣を抜いた。

　その直後、前方の木陰から薄汚れた格好の兵士が飛び出してきて、弓を引き絞る。

　舌打ちしたユースタスが馬の手綱を引いて方向を変え、刹那に放たれた矢がぎりぎりのところでヒュンッと真横を通り過ぎていく。

　サーシャは恐怖のあまり悲鳴も出せずに、ユースタスにしがみつく。

　立て続けに飛んできた矢を、ユースタスが剣を横に薙なぎ払はらって叩たたき落おとした。

　矢を放った兵士は再び木の陰に隠れて、今度は別の場所から鋭い矢が飛んでくる。

　それを、またしてもユースタスは剣で叩き落としたが、その直後、

「っ……」

　短く息を呑んだ気配があった。しかし、彼は何事もなかった素振りで馬の腹を蹴った。

　混乱の真っただ中、馬が駿しゆん足そくで林道を駆け抜ける。サーシャが薄目を開けると、斜め前方から矢が飛んでくるのが見えた。

　矢が刺さる！　と戦慄した瞬間、ユースタスが咄嗟に彼女を守るように抱えこんだため衝撃は訪れなかった。

「っ、ユースタス様、矢がっ……」

「このまま行きます」

　ユースタスは表情を変えずに言い放ち、矢の刺さった腕を庇かばいながら駆け続ける。

　いつの間にか、背後に居たはずの味方の二人とはぐれていた。

　揺れる馬上で永遠と思えるような時間が経過したあと、視界が一気に開けた。

　凍った小川が横に流れていて、石造りの橋を渡ったその向こうにビゼラ村の入り口があり、更に向こう側には砦の見張り台のようなものが見えた。
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　ユースタスは馬の速度を落とすことなく村に向かって走り、橋を渡り終えると同時にスピードを落としていく。

　サーシャは安堵の息をついてユースタスの顔を見上げた。そして、ハッと息を呑む。

　彼は顔面蒼そう白はくで、額に脂汗を滲ませていた。

「ユースタス様、お顔の色が……」

「……俺は、大丈夫です……部下の兵士たちを、置いてきたので……村に着いたら、彼らの援護に行くよう、指示を……」

「公爵閣下！」

　見張りの兵士が気づいたらしく、声を張り上げた。

　その声を聞いた瞬間、ユースタスの身体から力が抜けていき、項垂れながらサーシャのほうへと凭れかかってくる。

「……サーシャ……」

「ユースタス様っ、もう喋らないでください。村は、すぐそこです」

「…………俺は…………貴女の、ことを…………」

　彼の声が途切れて、ずしん、と背中に重みを感じた。

　サーシャは意識を失ったユースタスをどうにか支えながら、震える手で手綱を引き寄せて馬の足を止めさせた。見張りの兵士が駆け寄ってくる。

　支えきれなくなったユースタスの身体が横へと倒れていき、鞍くらから滑り落ちていく彼の身体を兵士が受け止めた。そのまま勢い余って地面に尻餅を突く。

　そこでようやく、サーシャは彼の惨さん状じようを知った。背中に何本も矢が刺さって──。

「ユースタス様！」

　サーシャはなりふり構わずに馬の背から飛び降りて、地面に転がり落ちる。強したたかに身体を打ちつけても、痛みなんて、どうでもよかった。

　もう一人いた見張りの兵士が、走って担架を取りに行く。

　サーシャは意識のないユースタスに縋りつき、目を閉じたまま動かない彼の頰に触れて身に覚えのある恐怖に襲われた。




　私はまた、大切な人を喪ってしまうかもしれない──。




　いつしか雪が降り始めていた。

　空を劈つんざくようなサーシャの悲鳴に呼応して真っ白な雪片が舞い降り、動かないユースタスの身体に触れて赤く染まった。















第六章　かけがえのない愛











　大切な人を喪う時の哀しみは、自分の心を抉えぐり取とられるような痛みを与えてくる。

　その痛みを癒すためには、長い時間が必要だ。

　かつて、サーシャは大好きだった母を亡くした。あまりにも突然のことで、心の準備ができていなかったから、彼女は悲嘆に暮れて昼夜泣き明かした。

　どうして、私を置いて逝ったの？

　そんな疑問ばかりが頭の中で渦巻いていたことを覚えている。

　あれから七年の歳月が経過し、サーシャはまた、大切な人を喪うのではないのかと怯えていた。手の震えが止まらず、頭がぼーっとしている。

「サーシャ様！」

　慌ただしい足音と共に名前を呼ばれて、呆然としていたサーシャは我に返った。

　ここは砦の治療室の前。意識を失ったユースタスは治療室に担ぎこまれて、今は鎮圧部隊の医療班の治療を受けているところだった。

　サーシャが名前を呼ばれたほうに顔を向けたら、先に様子を見に行ったきり会えなかったキャベロン少尉と、はぐれた二名の兵士が廊下を走ってくるところだった。

　キャベロン少尉は腕に傷を負っており、ラルフとアンディも身体のあちこちで血が滲んでいる。

「村に着いたら、公爵閣下が重傷で治療を受けていると聞きまして駆けつけました。容態はどうなのですか？」

「キャベロン少尉……まだ容態は分かりません。今、この部屋で治療を受けています」

「自分が、もっと早く戻っていれば……申し訳ありませんでした！　様子を見に行った先で矢の襲撃を受けまして、戻るのが遅れてしまいました」

「自分たちも林の中で公爵閣下を見失ってしまい、このような事態になったこと、本当に面目ありません」

「村に辿たどり着ついた時には、すでに閣下は……申し訳ありませんでした」

　今回の旅路を共にした三人が、揃って頭を下げてくる。

　サーシャは両手の震えを隠すように握りしめて、気丈な態度で接した。

「あまりにも突然のことで、私もユースタス様の足手まといになってしまいました。謝るのなら、私ではなくユースタス様に……今はとにかく、彼の治療が無事に終わることを祈りましょう」

　気力だけで彼らに言葉をかけると、サーシャは再び治療室を見つめた。

　お供の三人はビシッと敬礼してから、彼女の背後に控えて、ユースタスの治療が終わるのを待った。

　それから長い時間が経過し、部屋のドアが開いた。白衣を着た医師が出てきて、治療は無事に終わったと告げる。幸いなことに致命傷はなくて、矢傷を負ったまま馬を駆ったせいで出血量が多く、それで意識を失っているとのことだった。

　サーシャが治療室に入ろうとすると、すぐ医師に止められた。

「まずは身を清めて着替えてから、ここにいらしてください。公爵閣下は治療を終えたばかりですので、傷口に菌が入るといけません」

　サーシャは自分の出で立ちを見下ろした。馬から飛び降りたことで埃ほこりだらけで、両手は渇いた血がこびりついている。

　確かに、これでは怪け我が人にんに近寄れない。

　鎮圧部隊を率いているキスリング大尉という将校が、サーシャを砦の一室に案内してくれた。ベッドと浴室が完備された客人用の部屋で、そこを使ってくれと言われる。

　サーシャはキスリング大尉に礼を言い、部屋の前で見張りをしてくれるキャベロン少尉にも声をかけてから、部屋で着替えた。濡らした布で手早く身体を清めて着替える。

　その間も、手の震えは止まらない。

　冷たい水で顔を洗って、サーシャは頰を叩いた。

　しっかりしなさい。ユースタス様は生きているわ。

　そう自分を奮い立たせて、サーシャは再び治療室へ足を運んだ。

　ユースタスはベッドで昏こん々こんと眠っていた。身体のあちこちに包帯が巻かれていて、顔色も悪い。それでも呼吸の音が聞こえた。

　サーシャはベッドの横に立って、彼の頰に触れる。とても温かかった。

　彼は、ちゃんと生きている。それを肌で実感したサーシャは、大きく息を吸って泣くまいとした。部屋の中には医師が同席していて、こちらを見守っている。

　この場で号泣してしまいそうだったから一旦部屋に戻ろうと思い立ち、サーシャは身を屈めてユースタスの頰に口づけると、意識のない彼に向かって囁いた。

「あとで、また来ます」

　そうして、彼女は治療室を後にする。

　今にも安堵の涙が溢れてしまいそうで、足早に部屋へ戻ろうとした時、聞き覚えのある声が廊下に響いた。




「サーシャ」




　弾かれたように振り返ったサーシャの目に飛びこんできたのは、護衛の兵士を連れたヘンドリックの姿だった。

　どうして、兄がここに居るのだろう。

　ヘンドリックが険しい表情で足早に近づいてくる。兄はいつもきちんとした身なりの人なのに、髪が乱れていて額に汗を滲ませていた。馬を飛ばして来たのかもしれない。

　アロンドラ王国との国境は砦の目の前で、軍の駐屯地が近くにある。

　ヘンドリックは話し合いをするために駐屯地に居たはずだから、この砦に来ようと思えば、さほど時間はかからないだろうが……この逼迫した状況下で、王太子自ら国境を越えて何をしに来たのだろうと、サーシャは驚きを隠せなかった。

　しかし、目の前にやって来たヘンドリックの第一声で、彼女は呼吸の仕方を忘れる。

「どこも怪我はないんだな」

「……え？」

「ユースタス殿が襲撃に遭い、重傷を負われたという火急の知らせが入ってきた。そこにお前が一緒に居たと聞いたから、こうして無理を言って砦まで案内してもらったんだ。てっきり、お前も怪我をしたのかと思ったから」

「……お兄様。まさか、私のことを心配して、わざわざいらっしゃったの？」

「そうだ。砦に入れてもらうために随分と骨を折った。まぁ、無事ならいいが」

　ヘンドリックが乱れた髪を整えながら、厳いかめしい顔つきで言う。

　兄の言葉を頭の中で嚙かみ砕くだいて、ようやく理解できた時、サーシャの中でぷつんと緊張の糸が切れた。

　ユースタスを喪うのではないかと思って味わった恐怖と、動揺と、心細さが一気に押し寄せてきて、サーシャは我慢できなくなり、彼女の身を案じて来てくれた兄の身体にしがみついて泣き始める。

　予想外の行動だったのか、ヘンドリックは肩を強張らせて固まっていたが、泣きじゃくるサーシャを見下ろして何度も両手を握ったり閉じたりしてから、そっと肩を抱いてくれた。

「一体、何があったんだ？」

「……林の、中で……襲わ……っ、う……それ、で……ううっ」

「もういい、喋るな。何を言っているか聞き取れない」

「……ごめ……なさ……お兄、さま……」

「喋るなと言っているだろう。事情は他の者から聞く。それより、こんなところで泣きじゃくるんじゃない。人目につく」

　サーシャは兄に宥められながら、肩を抱かれてその場から連れ出された。

　そのあと応接室に案内されて、ヘンドリックが砦に入る許可を出してくれたキスリング大尉も挨拶に来たが、泣いているサーシャと慰めるヘンドリックのやり取りを見て、一礼してから席を外した。

　しばらくして、サーシャはようやく泣きやんだが、ヘンドリックに「お前は部屋に戻って休め」と強い口調で言われてしまい、ユースタスのもとへ行くと言っても「休め」の一点張りで、結局、彼女は部屋に戻ってベッドに倒れこみ、気絶するように眠った。







　夜明け近くに目が覚めた。

　サーシャは泣き腫らした顔を冷水で洗うと、そっと部屋を出る。お供の三人が交代で見張りをしてくれているが、今はラルフの番のようで、さすがに疲れたらしく部屋の前に座りこんで転寝うたたねをしていた。

　彼女は部屋から毛布を持ってきてラルフに掛けてやると、足音を忍ばせて治療室に向かう。砦は寝静まっており、治療室の中もシーンとしていた。

　ベッドに腰かけたサーシャはユースタスの手を取り、頭を垂れて額に押し当てた。

「ユースタス様……」

　あなたが守ってくれたお蔭で、私は怪我一つすることなく砦に来ることができました。

　どうか、あなたが無事に目を覚ましてくれますように。

　夜が明けるまで、サーシャはユースタスの手を握ったまま祈りを捧ささげ続けた。

　翌日、ユースタスは治療室から病室へ移動になったが、意識を取り戻さなかった。時折、痛みに身を捩ることはあれども瞼が開くことはない。

　鎮圧部隊の医療班は、医師と数名の薬師が同行していたが、騒動を起こした兵士たちを捕縛する際に怪我人が出ていたため、そちらの治療で手が回らなくなることがあった。

　サーシャは医師から包帯の取り替え方を習い、彼らが来られない時は、自分のできる範囲でユースタスの包帯を替えた。汗ばんだ肌を綺麗な布で拭き、水や食べ物も口から流しこんでやり、付きっきりで世話をした。

　そうしてユースタスが眠っている間、状況にも変化が生じていた。

　事情を鑑かんがみたヘンドリックが話し合いを先延ばしにしてくれて、アロンドラ王国軍の駐屯地に戻り、今は軍隊を留め置いてくれている。

　鎮圧部隊が来るまで砦の責任者だったデンレ大尉という男は、今回の事件の責任を取らされることでヤケ酒を呷あおって暴れたらしく、職務放棄と軍規違反で牢ろうに放りこまれた。

　林の中で襲撃してきた兵士たちも捜索隊によって発見され、捕縛されている。

　ひどく興奮して攻撃的になっていた彼らは、牢の中で寝床と食事を提供されたことで落ち着きを取り戻し、ぽつぽつと襲撃の理由を語り始めた。

　曰く、飢えと寒さで判断能力が著しく低下しており、そんな時に、潜伏していた林の中でユースタス一行を発見して、鎮圧部隊の増援もしくは自分たちを捕らえに来た捜索部隊だと勘違いしたらしく、攻撃したのだとか。

　今回の騒動において捕らえられた兵士たちは、総勢二十名あまり。

　寒い牢の中で数日を過ごしたことですっかり頭も冷えて、厳しい罰を受ける、もしくは処刑もあり得るのではないかと、多くの兵士たちが怯えているらしい。

　また、軍法会議にかけられる予定のデンレ大尉の代わりに、現在はキスリング大尉が臨時の上官として残った砦の兵士に命令を出し、ユースタスが快復するのを待っている。

　すでに王都にも連絡は行っているから、近いうちに今後の指示が出るだろう。

　慌ただしく周囲の状況は変わりつつあったが、サーシャは献身的にユースタスの世話を続けていた。







　ユースタスの身体を清めるための水が終わりそうだったので、サーシャは水がめを抱えて砦の中庭にある井戸まで足を運んだ。

「サーシャ様。それくらい、自分たちがやりますので。せめて、持たせてください」

　慌てたキャベロン少尉に水がめを奪い取られて、サーシャは苦笑する。

　どこかへ行く時は、お供の三人のうち、護衛として誰かが必ずついてくるのだ。

　兵士たちが食堂として使っている広間の前を通りかかった時、軽やかなピアノの音色が聞こえてきて、サーシャは足を止めた。

　食事を終えた兵士だろうか。広間の壁際に置かれたピアノの前に座って簡単な曲を弾いていた。周りで食事をしている数名の兵士たちが手拍子をする。

「あんなところに、ピアノがあるなんて……気づきませんでした」

「ああ、誰も弾いていませんでしたからね。しばらく禁止されていたようです。しかし、キスリング大尉が許可を出したらしいです。今のところ状況は落ち着いていますし、ずっと緊張状態にあっても兵士たちの心が先に参ってしまいますから、ちょっとした気晴らしは必要です。この国では、音楽も大事な娯楽の一つですからね」

　弾き終えた兵士が席を立ったのを見て、サーシャは呟く。

「あのピアノ、私も弾いていいんでしょうか」

「誰でも弾いていいとのことですので、構わないと思いますが……いや、しかし、広間へは入らないほうがよろしいかと思います。兵士もおりますし」

「一曲だけでも、ダメかしら」

「一曲だけ、ですか……自分には、判断しかねますが……」

「私、気分が落ちこんだ時は、いつもピアノを弾いているんです。この砦は、ずっと暗い空気に満ちているでしょう。少しでも明るくなるように……それに、ここでピアノを弾けば、ユースタス様の病室まで聞こえるかもしれません」

　今ここで、もし自分にできることがあるのなら、何でもやってみたい。

　そんな思いを胸に抱きながら、サーシャは思いきって広間に足を踏み入れた。

　兵士たちが彼女に気づき、慌てて席を立って頭を下げてくるのを横目に、真っ直ぐピアノの前に行って、自然な流れで腰を下ろす。

　観客は数名の兵士だけ。演奏会のステージの上で弾いた時に比べたら、そこまで緊張はしないけれど、やはり視線を感じると手が震えそうになった。

　それでも久しぶりに触れたピアノに心が躍るのを感じて、サーシャは鍵盤を押す。

　初めて、ユースタスとデュエットをしたカノン。明るくて爽やかなメロディが特徴だ。

　ピアノの澄んだ音色が砦に響き渡っていく。

　少しでも誰かが元気になってくれるように、これからの未来に希望があるように、そして、彼のもとにも届くように──そう想いを籠めて弾いた。

　サーシャが弾き終えて立ち上がると、割れんばかりの拍手が起こる。

　いつの間にか、たくさんの兵士が広間に居て手を叩いていた。

　途端に、サーシャは赤くなって顔を伏せる。こんなに聞いていたの？　と、驚きながらぺこりとお辞儀をして、ぎこちない足取りでキャベロン少尉のもとへ行く。

「サーシャ様！　素晴らしい演奏でした！」

「ありがとうございます」

　水がめを抱えたまま絶賛するキャベロン少尉に、サーシャは小声でお礼を言うと、早足でユースタスの病室に戻った。

　ユースタスの身体を拭いてあげて、腕と肩の包帯を取り替えると、サーシャは窓辺に佇んで冬の空を見上げた。雪の結晶が舞っている。

　冬の初めに嫁いできて、もう数ヶ月が経過していた。

　この国の冬は長く、まだ終わる気配はない。

「早く春が来るといいですね。雪遊びも楽しいですが、今は春が恋しいです」

　サーシャは返事がないと分かっていながら、眠り続けるユースタスに話しかけた。

　冷たい雪を降らせる灰白色の空を眺めていると、不意に、小さな声を耳にする。

　ハッとして振り返ると、ユースタスの目が開いていた。

「ユースタス様！」

　ベッドに駆け寄って覗きこむと、天井の辺りでさ迷っていた彼の目の焦点がサーシャに合ったので、安堵のあまり泣きそうになる。

「目が覚めたのですね。本当に、よかった……」

「……ここは？」

「国境近くの砦です。あなたは大おお怪け我がを負って運びこまれました。幸い致命傷に至るほどの傷はありませんでしたが、出血量が多くてしばらく眠っていたのです」

　ユースタスは頭がハッキリしないらしく、ゆっくりと首を振る仕草をしている。

「貴女に、怪我は……？」

「私は無傷でここまで来ることができました。あなたが守ってくださったお蔭です。ありがとうございます」

「……無事だったのなら、それでいい……俺は、何日、眠っていましたか？」

「三日です」

「そんなに、長く……」

　掠れきった声で呟いたユースタスが、顔を顰めながら起き上がろうとした。

　サーシャはすかさず手を貸し、身を起こした彼の背中に枕を押しこんで寄りかかれるようにしてあげる。

「サーシャ……喉が、渇きました……水を、くれませんか」

　水差しから陶器のカップに水を注いで渡すと、ユースタスがゆっくりと飲み干し、お腹をさする仕草をした。

　三日も眠り続けていたのだ。寝ている間は定期的に水を飲ませて、野菜と一緒に煮込んだ粥かゆを口から流し入れていたが、それでは到底足りていないだろう。

「何か、食べるものをお持ちしますか？　医師に訊いてからになるので、たぶん粥になると思いますが」

「……いや、後でいいです。もう一杯、水を」

　あっという間に二杯目を飲み干したユースタスが、寝過ぎたせいで頭が重たいのか、額をトントンと叩いている。それから、おもむろにベッドを出ようとするので、サーシャは慌てて押おし留とどめた。

「まだ、動いてはいけません」

「ヘンドリック殿と、話をしなくては……砦の様子は、どうなっているんですか……俺たちを襲った、兵士たちは……」

「順を追って説明するので、ベッドに戻ってください。三日も寝ていたのですから」

　サーシャが頑かたくなに立ち上がろうとするユースタスを説得し、押し戻そうと躍起になっていたら、彼の力が急にふっと抜けて後ろに傾いだ。

　そのせいでサーシャもバランスを崩し、ユースタスの上に倒れこむ。

　結果、ユースタスをベッドに押し倒すような体勢になってしまった。

「あっ、ごめんなさい……！」

　サーシャはすぐに彼の上から退こうとするが、ユースタスの腕が肩と腰に巻きついてきて、ぎゅっと抱きしめられる。

「っ……ユースタス様？」

「……すぐに動くのは、無理そうです。身体を動かすのが億劫なので、しばらく、こうしていてください」

　ユースタスもようやく、自分の身体が弱っていることを認めたようだ。まだ声が掠れているし、喋り方も少々ぎこちない。

　彼は背中や腕にも怪我をしているから、この体勢だと逆に苦しいのではないかと思うのだが、起き上がろうとしても腰に巻きついた腕の力は強く、離れない。

　とはいえ、こうして温もりを感じていると、彼が目を覚ましてくれたという事実がより一層実感できて、サーシャは胸がいっぱいになった。

「この体勢で身体は痛くないですか？」

「これくらい、どうってことはありません……軍人だった頃、もっと酷い怪我を負ったこともありますから」

「そんなに酷い怪我をしたのですか？」

「ええ、まぁ……一年以上、後遺症に苦しみました。今は、すっかり治りましたが……その怪我がきっかけで、軍を辞めることになったんです……こんな話は、女性に話すようなことでは、ありませんが」

「私は、もっと聞きたいです。あなたのことが知りたいから」

　思いきって話を切りこんだら、天井を見ていたユースタスが目をパチリとさせ、視線をサーシャに向けてくる。じっと見つめ返したら、彼の手がぽんと頭に乗った。よしよしと撫でられる。

「貴女が聞きたいのなら、俺が元気になってから、話します……それに、俺からも、貴女に話したいことがあって……」

　そう言うなり、ユースタスがサーシャを抱えたまま上半身を起こした。器用に身体を捻ひねり、ぐるんと位置を入れ替える。怪我人とは思えない俊敏さだった。

　あっという間の出来事で、サーシャには碌ろくに抵抗する間も与えられない。

　ユースタスは彼女に覆いかぶさる形で端整な顔を近づけてきた。

「サーシャ……これだけは、今ここで、言っておきます……もう、後悔したくないので」

　彼は、しばし視線を斜め上に向けながら深呼吸をしていたが、やがて神秘的とすら感じる琥珀色の瞳に渦巻くような熱を秘めて、それを囁く。




「俺は、貴女を愛しています」




　一瞬、サーシャの中で時間が止まった。

「……いま、何て……？」

「貴女を愛しています……そう言いました」

　ユースタスが額をコツンと当ててきた。
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「矢が飛んできた時、貴女だけは絶対に守らなくてはと、思いました……そして、馬を駆りながら……俺はまだ、貴女に想いを伝えていないと、気づいて……薄れゆく意識の中で、ひどく悔やみました」

「っ……」

　サーシャが震える手で口元を押さえた時、ユースタスの顔がほんのわずか緩んだ。

　あ、彼が笑った──かすかな変化で気づいたサーシャは、視界が歪んできたことで涙の予兆を知る。

　両手で口元を押さえていると、彼が愛おしむように髪を撫でてきた。

「本当は、きちんと場を整えて言うつもりでしたが……どうして言わなかったんだと、後で悔いても遅いのだと、身をもって知ったので……今、言っておきたかったんです」

　その台詞を聞きながら、サーシャは両手を広げてユースタスを抱擁する。

　これまで生きてきて、彼女は寂しくて、悲しくて、一人で泣きながら明かした夜が数えきれないほどあった。

　そのたびに、誰かが側に居てくれたらと幾度思ったことだろう。

　母を亡くしてから、ずっと孤独に怯えて、愛に飢えていた。

　誰かに愛してもらいたくて、その誰かを愛したかった。

　サーシャはこみ上げてきた涙を我慢せずに、想いを返した。

「……私もです、ユースタス様……あなたのことを、愛しています」

　ユースタスと視線を絡めて、サーシャは泣きながら破顔する。

　母の言いつけを守って、簡単には泣いてはならないと自分に言い聞かせ続けていたサーシャにとって、王女としてではなく〝ただのサーシャとして泣いてもいい場所〟は、かけがえのない場所だった。

「だから、この先ずっと……あなたのお側に、置いてください」

　あなたの側が、私の居場所だから。

　想いを籠めて抱きついていたら、ユースタスが額に口づけてきて、ぎゅっと抱き返してくれる。それだけで胸がいっぱいになった。

　彼と抱き合って温もりを分かち合っていたら、髪に頰ずりをしていたユースタスが小さな呻き声を上げる。

「……こんな状況じゃなければ、ここで貴女を抱いたのに」

　耳元で、そんな台詞が聞こえてきたので、涙ながらに感動に浸っていたサーシャは目をパチリとさせた。

「ダメですよ。怪我人なんですから」

「怪我をしていようが、抱くのに問題はありませんが……ここは砦の中で、山積した問題も解決していません。貴女を連れ帰るために、ヘンドリック殿を説得しないといけませんし……全てが終わるまでは抱けません。問題を解決するのが、俺の役目なので」

　後半の責任感のある発言はともかく、怪我をしていようが問題はないという発言にサーシャは目を白黒させる。

　その時、ユースタスが力尽きたように、ぐったりと体重を乗せてきた。急に重くなって身動きが取れなくなる。

「んっ……ユースタス様、ちょっと……」

「すぐに、退くので……キスだけ、させてください」

　サーシャの顔の横に肘を突き、ユースタスが顔を傾けた。止める間もなくキスをされる。

　久しぶりのキスだったので、サーシャも力を抜いて受け入れた。

　口づけをしている最中に、彼に手を取られて指を絡めながら繫ぐ。

「ふっ……ん……」

　触れ合えなかった時間を埋めるようにして、甘やかなキスを交わしていた時だった。

　コンコン。ノックの音がして、返事をする前にドアが開く。

「失礼します、サーシャ様。つい先ほど、アロンドラ王国の王太子殿下が砦に来られたようです。お話が、あるそうで……」

　キャベロン少尉がドアを開けた体勢で止まった。室内の状況を見て語尾が萎しぼんでいく。

　唇を離したユースタスが、ゆらりと顔を持ち上げてドアを睥へい睨げいした。地を這うような声で言い放つ。

「……キャベロン少尉。ノックをしたら、こちらが返事をする前にドアを開けるな。最低限のマナーだろう」

「ハッ！　大変申し訳ありませんでした、公爵閣下！」

　真っ赤になったキャベロン少尉が、大きな音を立ててドアを閉める。

　しかし、すぐにまたドアが開け放たれて、キャベロン少尉が飛びこんできた。

「目を覚まされたのですか、公爵閣下！　閣下が無事に目を覚まされたこと、自分は万感の思いで受け止めております！」

「キャベロン少尉。分かったから、少し外へ出ていてくれ」

　起き上がろうとしていたユースタスが、わずかに声を荒らげた。彼が声を荒らげるのはサーシャが知る限りでは初めてのことだ。状況が状況なので、気持ちも分かるけれど。

　叱責されたキャベロン少尉が肩を落として出て行くのを横目で見送ると、サーシャは火照った顔を背けた。

「すみません、サーシャ。彼は、昔からあんな感じなんです」

「……大丈夫です。キャベロン少尉もユースタス様を心配していたので、きっと嬉しかったんでしょうし。……お兄様がいらしているようなので、私はちょっと行ってきます。あなたが起きたことも、お話ししないと」

　ユースタスが上から退いてサーシャが起き上がるのを手伝ってくれたが、入れ替わるようにしてベッドに横たわる。

「俺も挨拶に伺いたいですが、今の状態だと、すぐには動けません。何故、ヘンドリック殿がこの砦にいるのかも気になりますが……何を話したのかは、あとで聞かせてください」

「分かりました。お兄様には伝えておきます」

　サーシャは髪とドレスの乱れを整えると、ユースタスに毛布を被せてやって、兄に会う前に顔の火照りを冷まそうと手で仰ぎながら病室を出た。







　ヘンドリックは、砦の応接室で待っていた。

　応接室にはキスリング大尉もおり、サーシャはドレスの裾を持つと、二人に向かってお辞儀をして挨拶をした。

「元気になったようだな、サーシャ。ユースタス殿も目を覚ましたそうだが」

「お兄様、よくご存じですね。つい先ほどのことなのですけど」

「さっきキャベロン少尉が応接室に駆けこんできて、報告してきたんです」

　キスリング大尉が穏やかな口調で言った。鎮圧部隊の部隊長であり、この砦の兵士たちを纏めるだけの技量がある大尉は、強こわ面もてでいかにも軍人といった見た目をしているが、普段は物腰の柔らかい男性だった。

「公爵閣下が目を覚まされたということは、ようやく、この状況も動きますな。王太子殿下と会談を開こうにも、私の立場では外交に関する決定権がありませんので、国王陛下にお伺いを立てなくてはなりません。それだと話が進みませんから。この豪雪のせいで、王都に送った連絡係も、まだ戻って来ておりませんし」

　この砦においてアロンドラ王国との外交における決定権を持っているのは、王弟であり国王から勅命を受けているユースタスだけだ。

　ヘンドリックも頷いて、サーシャを一瞥する。

「サーシャ。ユースタス殿は、話ができる状態なのか？」

「会話はできると思います。ただ、寝込んでいたぶん体力が落ちているため、今すぐ会談を行なうというのは難しいかもしれません。今も、休んでおられますし」

「そうか。日取りに関しては、もう少し先延ばしにしても問題はない。こちらも、今回の騒動の発端となった兵士たちは捕らえて、処分を決めた。駐屯地に矢を射かけられたことについては、兵士たちの中には怒り治まらぬといった連中もいるが、その辺りは彼らの意思を鑑みつつ、私のほうでどうにか統率していくつもりだ。強引に騒動を治めた形になるが、元を辿っていくと、原因は両国間の不仲が発端だからな。私とて、可能な限り穏便に済ませたいと考えている」

　厳めしい顔つきで言ったヘンドリックは、そこで一息ついた。

「とにかく、ユースタス殿が目を覚まされたのは喜ばしいことだ。今後の対策についてはユースタス殿との会談で決定するとして、もう一つ……お前のことについても、話しておかなければならない」

「私のこと、ですか」

「キスリング大尉。ここから先は妹と二人で話したい。少々席を外して頂けるか」

「了解しました」

　キスリング大尉と共に、護衛の兵士たちも退出していき、サーシャは室内で兄と二人だけになった。つい先日、ヘンドリックの前で泣きじゃくった記憶も残っているため、室内には何とも言えない沈黙が流れる。

　先に口を開いたのはヘンドリックだった。

「私が送った手紙を読んだと思うが、もし今回の件で被害が拡大していたら、我が国とキルヒアイス王国の間では取り返しのつかない事態に発展していただろう。諍いを起こした兵士たちについても、今回は軍の力で押さえつけたも同然だ。お前も渦中に巻きこまれて肌で感じ取っただろうが、二国間の対立は根深いものがある。私やキルヒアイス王国のアーサー殿がどれほど歩み寄ろうとしても、国民が許さない場合があるんだ。簡単に解決することは難しく、おそらく、今後も直面する問題だ」

「今回と同じようなことが、また起きるかもしれないということですね」

「その通りだ。……お前は察しがいい」

　兄の台詞に一言、今まで聞いたことのないような褒め言葉がついてきた。

「今後も、キルヒアイス王国へ嫁いだお前の身に何が起きるか分からない上、戦に発展したら人質という立場になるかもしれない。それを分かっていて、お前を嫁がせたんだが」

「私も、そのことはよく理解しています」

「そうだろうな。お前はケイトよりもずっと、自分の立場や役目を弁わきまえている」

　目を伏せたヘンドリックが呟くように言う。

　サーシャは首を傾げた。今まで、彼女は兄について厳しく情のない人だと思っていた。

　だが、この間、サーシャを案じて駆けつけてくれたことや、そのあとも根気よく慰めてくれたことを思い出して、実際は兄も自分を気にかけていて、肉親の情も抱いてくれているのではないかと、思い始めていた。

　よくよく考えてみたら、サーシャとダンスを踊ってくれたこともあったし、ステージで酷い演奏をしてしまったあとも、体調を聞かれたのだ。

　あれは、もしかしたら兄なりの優しさだったのかもしれない。

「だから、ここで改めて、お前の意志を聞いておく。もし、今のお前がキルヒアイス王国での生活を苦痛に思っているのなら、このまま祖国へ連れ帰ってもいい」

「お兄様……もしかして、私の意志を訊くために、国境まで私を連れてくるようにと条件を出したのですか？」

「今回の件で結婚を白紙に戻す可能性もあったから、それが理由だとは言いきれないが……お前がどんな生活をしているのか、知りたかったのは事実だ」

　サーシャは言葉を失った。てっきり、ヘンドリックは強引に彼女を連れ帰るつもりでいるのだと思っていた。

　ヘンドリックはサーシャの視線から逃れるように顔を逸らす。

「お前の目から見れば、私は薄情な兄だろう。祖国で、お前が人目を避けて暮らしていることに口を出したこともなく、優しい言葉をかけてやった記憶もない。だが、私にも妹の身を案じるだけの情はある。かつては敵国だった嫁ぎ先で、お前がつらく不ふ憫びんな生活をしているのなら、連れ帰ってやろうかとは思うくらいには」

「…………」

「それで、どうなんだ」

　ヘンドリックが刺とげ々とげしい口調で尋ねてくる。以前までのサーシャだったら、叱られていると思って萎縮していたかもしれない。

　だが、不器用な兄の本心を知ったから、もう怖くはなかった。

「お兄様。私は、この先もキルヒアイス王国で暮らしたいです。最初は、つらいと感じることもあったかもしれません。でも、今は……大切な人と、居場所ができたんです。だから、私はキルヒアイス王国で生きていきます。アロンドラ王国には帰りません」

　サーシャは自分の意志を、しっかり言葉にして伝える。

　ヘンドリックは黙って聞いていたが、小さな吐息をついて頷いた。

「そうか。キルヒアイス王国で、うまくやれているんだな」

「はい」

「お前の気持ちは分かった。この話は終わりだ。他に訊くことはない」

　そう言って、兄はサーシャに背を向ける。

　サーシャはドレスの裾を直す仕草をして心を落ち着かせ、深呼吸をした。それから、勇気を出して足を前に出した。これまでは踏み越えることのできなかった線を飛び越えて、兄の背中に向かって腕を伸ばし、後ろからそっと抱きつく。

「っ……」

「ありがとうございます、お兄様」

　今までずっと、陰で見守りながら気にかけてくれて。

　肩越しに見下ろしてくるヘンドリックに、サーシャは初めて、はにかんで見せる。

　すると、兄が眉間に皺を寄せてボソッと呟いた。

「お前のそんな笑顔は、初めて見たな」

　それを聞いたサーシャは、もう一度、気難しい兄に向かってにっこりと笑いかけた。





◇






　ユースタスはサーシャに手を引かれて、砦の中庭を散歩していた。

　目覚めてから数日、体調は随分と快復していた。雪の積もった中庭は、そこまで広くはないけれど、病み上がりの身体で散歩するにはちょうどいい。

　彼の手を握って軽やかな足取りで歩くサーシャは、やけに楽しそうだった。

　砦にはメイドが居ないから、今のサーシャは自分で身支度をしているようで、コルセットを使わない質素なドレス姿に、金色の髪は飾り気もなく後ろで一つに括くくっていて、化粧もしていなかった。ユースタスが昏々と眠っていた時から、彼女はその出で立ちで彼の世話をしてくれたらしい。

　しかし、着飾っていなくともサーシャは美しかった。ユースタスと目が合うたびに屈託のない笑みを向けてきて他愛ない話を振ってくる。

　中庭を見渡せる渡り廊下を、たまたま通りかかった数人の兵士が、こちらに気づいて敬礼してきた。そのあと、サーシャに向かって一礼する。

　砦の雰囲気は、想像していたよりも明るかった。キスリング大尉のお蔭で、あれだけの騒動があったにも拘わらず兵士たちは統率が取れている。

　鎮圧部隊も半分ほど、王都へ帰した。捕縛された兵士たちについてはアーサーとセオドアが処分を考えている頃だろう。彼らにも彼らなりの理由があるため、どの程度の恩情をかけるのか、あるいは厳しく罰するのかは、まだ分からない。

　それに、ヘンドリックとの会談を行なって今後の方針を決めるまでは、アロンドラ王国との関係が緊迫していることも変わりはなかった。

　サーシャから話を聞き、ヘンドリックに戦を起こす気はないというのは分かったが、それでも今回の件の謝罪をして、今後の二国間の関係については入念な話し合いが必要だろう。会談の日取りも、二日後に決まっていた。

　アロンドラ王国との関係を変えていくためには時間が必要だ。今すぐ、どうこうできるわけではない。

　それでも、目の前を歩くサーシャを見ていると、ユースタスは思うのだ。

　アロンドラ王国とキルヒアイス王国の関係を深めるための結婚をして、時間をかけて互いを知っていくうちに、彼らは想いを分かち合うようになった。

　この結婚がうまくいったのだから、同じように時間をかけて歩み寄れば、いつか二国間でのわだかまりも、なくなる日が来るんじゃないかと──。

「あら、キャベロン少尉。ラルフとアンディも」

　サーシャの言葉で、ユースタスは思考の波間から引き上げられた。

　中庭の入り口に、今回、砦まで供をさせた三人が居て、サーシャに声をかけられると上官に接するように敬礼して挨拶する。

「サーシャ様、公爵閣下と散歩でありますか」

「ええ。ユースタス様は体調もだいぶいいみたいですし、外の空気を吸いに来ました」

「公爵閣下のお加減が良くなったようで、自分たちも安心しております」

　ユースタスが眠っている間に、サーシャは彼らと仲良くなったらしい。

　堅苦しい口調で話すキャベロン少尉はともかく、その傍らで敬礼している若い兵士のラルフとアンディは、サーシャに笑いかけられると顔を薄らと赤くしている。

「お前たち」

　ユースタスは会話に割りこみ、三人を睨みつけた。

「用があったら呼ぶから、しばらく、どこかへ行っていろ」

　サーシャに懸想する悪い虫になる前に、さっさと彼らを追い払うことにした。

　顔には出さなかったが、どうやら声に出ていたらしく、彼らは背筋を伸ばして返事をしてから足早に離れていく。横目で見ていたら、サーシャに下から顔を覗きこまれた。

「ユースタス様。なんだか、怒っていらっしゃいますか？」

「俺は怒っていません。何故、そう思ったんですか？」

「声が、いつもより低かった気がしたので……私の気のせいだと思います」

　サーシャが首を傾げながら言う。最近の彼女は、ユースタスの表情や声の変化によく気づく。顔に出ないせいで、何を考えているのか分からないと言われるのに、サーシャの前ではあまり関係ないらしい。

　しばらく中庭を回り、病室へ帰る途中で広間の前を通りかかった。

　食堂代わりの広間に人がまばらなのを見て取ると、サーシャがユースタスの手を引いてピアノの前まで連れて行く。

「こんなところに、ピアノがあったんですね」

「そうなんです。あまり人も居ないですし、一曲だけ弾いていいですか」

　ユースタスが頷くと、サーシャが楽しそうにピアノを弾き始めた。滑らかに動く指が鍵盤を叩いて、ポロン、ポロンと音が跳ねる。相変わらず上手い。

　側で耳を傾けていたら、いつの間にか、広間に居る兵士たちの数が増えていた。

　ユースタスに向かって挨拶の敬礼をしてくるが、そのあとは、さりげなく席について耳を傾けている。彼が一瞥すると、全員サッと目を背けた。

　なるほど。皆、サーシャのピアノが目当てらしい。知らぬうちに、彼女はこんなところでも周りの目を惹いているわけだ。

　ユースタスが居るので、さすがに不ふ埒らちな視線を送ってくる者は見当たらないが、中には先ほどと同様にサーシャへ懸想する連中も居るだろう。

　演奏が終わると、拍手が起こる中で、ユースタスは観客にぺこりとお辞儀をするサーシャの腰に腕を巻きつけた。

　これは俺のものだ。誰も近づくなよ。

　そんな意味を籠めながら無表情で周りを見渡し、彼女を連れて広間を出る。

「ユースタス様……少し距離が近いです」

「虫よけです」

「虫ですか？　ですが、今は冬ですよ。どこにも虫は見当たりません」

「季節を問わずに出る虫です」

　ユースタスは真顔で答えると、怪け訝げんそうなサーシャの腰を抱いたまま歩いた。

　それにしても、本当に自分らしくないことだ。他の男を寄せつけないようにして、彼女が誰かと仲良さそうに話しているだけでも苛立ちが湧き起こる。

　以前、城の訓練場で彼女を見つけた時もそうだった。キャベロン少尉に手を取られたサーシャを見て、激しい苛立ちを覚えて相手の剣を弾はじき飛とばしたことがある。

　自分は、そんなに嫉妬深い男だったろうか。

　サーシャに関することでは、つい感情的になってしまう自覚があるから、今更驚くことでもないのだが、どうやら自分でも知らない一面が引き出されるらしい。

　──ああ、俺は、彼女が欲しい。

　サーシャへの歪んだ想いを自覚した時のことを思い出す。あれもそうだった。

　他者に執着し、あれほど渇望した経験はない。それは今も尚なお、ユースタスの中で渦巻いているが、普段は鉄壁の理性で抑えこまれている衝動だ。

　ユースタスが見つめていたせいか、サーシャがちらりと視線を送ってきた。

　しかし、ぷいっと目を逸らされたので、病室に着いてドアを閉めるのと同時に腕を引っ張り、こちらを向かせる。

　両手を頰に添えて顔を覗きこめば、至近距離で目が合った。彼女の瞳は美しい。

「……顔が、近いです」

　控えめに文句を言うサーシャの頭を撫でて抱きしめると、彼女の腕も背中に回された。

　そうして抱き合っているだけでも、ユースタスの心は満たされる。

　サーシャに愛を告げるきっかけとなった、あの襲撃の時──ユースタスは自分のことなど顧みず、ひたすらに彼女を守りたいという気持ちだけで馬を走らせ続けた。

　そこまで必死になったことが、これまで生きてきてあっただろうか。

　我武者羅になって馬を操り、矢傷の激痛に襲われながらもサーシャを守り抜いたユースタスは、朦もう朧ろうとして消えゆく意識の中で、彼女にまだ想いを伝えていないと気づいた。

　サーシャだけは守りたい。たとえ自分の命と引き替えにしても彼女が無事なら構わない。

　それほどに、サーシャが大切で……心から愛していると、自分の気持ちを実感した。

　だから、身体を支えきれなくて馬から落ちたあと、ユースタスはサーシャの泣き声を聞いてひどく後悔した。もう指一本さえも動かず、瞼は持ち上がらない。それでも、彼女に想いを伝えておきたかった。貴女を愛しているのだと言いたかった。

　そんな苦々しい後悔に身を焼かれながら、ユースタスの意識は途切れてしまった。

　揺蕩うような眠りの底から彼の意識が浮上したのは、遠くのほうからピアノの音が聞こえたからだ。軽やかな曲調には聞き覚えがあった。

　屋敷の音楽室で射しこむ朝日のもと、彼女が楽しそうに弾いていたカノンだ。

　あの時のサーシャの姿を、ユースタスは鮮明に思い出せた。

　なんて楽しそうにピアノを弾くのだろう。そして──なんて美しい光景だろう。

　そう思ったら堪らなくなり、自分もヴァイオリンを持ってきてカノンを弾いたのだ。

　今、遠くで聞こえるカノンは、その時に彼女とデュエットをした曲と相違なかった。

　──早く春が来るといいですね。雪遊びも楽しいですが、今は春が恋しいです。

　そして、その台詞が聞こえてきた時、とうとうユースタスは深い眠りから覚めた。

　自分が三日も眠っていたこと、サーシャが甲斐甲斐しく世話をして、彼の目覚めを待っていてくれたことも知り、短い会話のあとに、ユースタスは彼女に愛を告げた。

　──俺は、貴女を愛しています。

　その愛の告白に、サーシャも同じ想いで返してくれた。

　──……私もです、ユースタス様……あなたのことを、愛しています。

　──だから、この先ずっと……あなたのお側に、置いてください。

　あの時に感じた喜びは、ありきたりな言葉では表現しきれない。

　ユースタスは自らが欲したものを、与えられることのない人生を歩んできた。

　でも、命を賭しても守りたいと切に願ったサーシャだけは、彼のものになってくれた。

　ならば、これから先、それこそ死ぬまで、ユースタスは彼女を守って愛し続けると誓う。

　サーシャこそが、唯一無二の、かけがえのない存在だから──。

　認めてほしかった相手には疎まれ、自分の感情を心の奥に閉じこめ続けて、氷の張った湖底に取り残されたかのように凍りついていたユースタスの心が優しく溶けていく。

「サーシャ。貴女に聞いてほしいことがあります」

「何でしょうか」

「この間、貴女に話すと約束したことです。これまで俺がどんな生き方をしてきたのか、それを貴女に聞いてもらいたい」

　そう告げて、ユースタスは切れ長の目を細めながら口角を緩めた。表情の乏しい端整な顔を甘く綻ばせ、この世でただ一人の愛しい女性にだけ見せる、極上の微笑を浮かべる。

　彼の微笑みを見たサーシャが息を呑んで、白皙の頰を薔薇色に染め上げた。

　ユースタスは驚いて固まっている彼女の頰を包みこみ、吐息ごと飲みこむように口づけた。

　サーシャに自分の全てを語りたい。そう思えるほどに彼女が愛おしかった。

　その時、ふと、アーサーの言葉が頭を過ぎっていく。

　──妻はいいものだぞ、ユースタス。幸福を連れてくる。

　今になってようやく、その意味が分かった。愛おしい人が側に居てくれるだけで、胸の奥深くまで幸福に満たされる。

　ユースタスは腕で作った檻の中にサーシャを閉じこめながら微笑みを深めた。

　こんなにも愛おしく思えるものが、この世に存在するなんて、彼女に出会うまでは知らなかった──。




　会談の朝、相変わらず外では雪が舞っていた。

　ユースタスはサーシャの手を借りて身支度を整え、馬に跨った。矢を受けた傷が少し痛んだが、これくらいは大したことない。

　サーシャが、心配そうに見上げてくる。

　これから会談が行なわれるアロンドラ王国の駐屯地へと向かうのだ。

　同行者は、キスリング大尉と護衛の兵士が数名。サーシャを同席させるのが会談の条件だったが、すでにヘンドリックと彼女の間で話がついているらしく、今回は連れて行かない。

「行ってらっしゃいませ。ユースタス様」

　よく通る声で、彼女が見送りの言葉をかけてくれた。

　ユースタスは頷き、手綱を引く。

「行ってきます。貴女の兄上と話をつけてきますよ」

　馬首の向きを変えて、一行はアロンドラ王国との国境に向かう。

　見送るサーシャの視線を感じながら、ユースタスはふと、空を見上げた。

　長い冬は、まだ終わりが見えない。

　それでも、いつか必ず春はくる。

「──さて、どんな話し合いになるのか、覚悟してかかろう」

　感情を殺し、理性的に物事を判断し、何が国のためになるのかを最優先に考える。

　そんな、いつもの自分になって、ユースタスは凍てつく冬のような二国間の関係に春を迎えるため馬を走らせた。















終章











　キルヒアイス王国の王都に、大聖堂の鐘が鳴り響く。

　サーシャは、以前この音を聞いた時とは全く違う心持ちで、純白のドレスを身に纏いながら大聖堂に居た。ユースタスが一緒で、祭壇の前で向かい合っている。

　彼も純白の正装を纏っていた。サーシャの手を取り、恭しく口づけてくる。

「サーシャ。貴女を、永遠に愛すると誓います。俺と共に生きてください」

　それは愛を籠めたプロポーズ。

　義務で口にしたものではなく、本物の誓いの言葉だった。

　サーシャは柔らかく微笑んで頷いた。

「私も、あなたを永遠に愛すると誓います。一生、あなたのお側に置いてください」

　参列者は居ない。大聖堂を貸し切りにして、たった二人だけでやり直す、結婚式。

　ユースタスがサーシャの顔を覆った薄いヴェールを捲り、顔を傾けてくる。

　そして一度目の結婚式とは全く違う、甘くて優しい誓いのキスを交わして、二人はもう一度、夫婦になった。







　長い冬が明けて、キルヒアイス王国には春が訪れていた。

　冬の最中にアロンドラ王国との間で起きた小さな火種は、度重なる会談によって終結を迎え、戦に発展することはなかった。

　ユースタスとヘンドリックの間で行なわれた綿密な話し合いの末、幾つか新しい取り決めができたが、その中でも一つ異例の決まりがあった。

　それが、二国間で定期的に大きな演奏会を催すというものだった。

　国境付近の街で行ない、周辺地域を活性化させる目的と共に、両国間の国民も足を運びやすいようにして、相手の国を知ろうという取り組みだ。

　第一回目の演奏会は三ケ月後。そこに、サーシャはユースタスと共に出席する。観客としてではなく、演奏者としてだ。

　二人でデュエットをする予定でいるが、他にもマライア王妃がアーサーに内緒で参加する意欲を示している。そこで、ピアノのお披露目をするつもりらしい。

「今から、演奏会が楽しみですね」

　ベッドの中で、サーシャは隣で天井を見上げているユースタスに話しかけた。

　二人だけの結婚式を終えて、ついさっきまで抱き合っていたのだ。

　ユースタスが彼女に流し目を送りながら、ため息をつく。

「俺は憂鬱ですよ。ステージの上で演奏をした経験がありませんからね」

「そうなのですか？　あれだけヴァイオリンがお上手なのに」

「人前で演奏するのは苦手です。何度か演奏会にも誘われましたが、全て断ってきました」

「それなのに、私の前では演奏してくださったんですね」

「ああ、あれは……貴女のピアノが、とても素晴らしかったので、つい合わせてみたくなっただけです。たぶん、惹かれるものがあったんだと思います」

　これは、褒められていると受け取っていいのだろう。

　サーシャがにこにこしていたら、ユースタスがはぁと息を吐く。それから、むくりと身体を起こして彼女の上に乗ってきた。

「何を笑っているんですか、サーシャ」

「褒めてもらえたのが、嬉しくて」

　ユースタスの首に腕を巻きつけてぎゅっと抱きつけば、ユースタスが二度目のため息をついて、彼女の足の間へ腰を割りこませてきた。

　太腿に当たる硬いものを感じて、サーシャがびくりと身を震わせたら、啄ついばむようなキスをしたユースタスが囁く。

「そうやって、無防備に抱きつかないでください……貴女と抱き合うのは久しぶりだし、俺も一応、我慢しているので」

　意外な言葉に目を丸くした。

　全てが終わるまでは抱かないという宣言通り、砦で滞在していた頃、ユースタスはキス以上してこなかった。王都に戻ってきて彼の怪我が完治したあとも、今回の事後処理と報告書の作成で忙しかったらしく、なかなか抱き合う時間がなかった。

　そんな多忙な中でも、ユースタスは今日のために時間を作ってくれて、先ほど抱き合った時も、だいぶ濃密な時間を過ごしたはずだ。

「ユースタス様、我慢していたのですか？」

　サーシャが目を泳がせながら問うと、それまでは若干目元が柔らかかったユースタスの目つきがスッと鋭くなった。

「俺はいつも我慢していますよ」

　いつも？　あれで、我慢していたの？

　彼女が頰を赤らめてあれやこれやと記憶を探っていたら、ユースタスが声を低くする。

「貴女が怖がるといけないと思って、俺なりに抑えているんです。……たまに、抑えられなくなる時もありますが」

　彼は最後にボソッと付け足した。

「俺は、貴女が想像している以上に、邪よこしまな想いを抱いています。だから、あまり俺を煽あおらないで。それが、貴女のためです」

　いつもより饒じよう舌ぜつに語ったユースタスが、首筋に吸いついて赤い痕を散らしていった。

　サーシャは身を委ねながら、熱い頰を隠すように片手を翳す。

　ユースタスは〝煽るな〟と言うが、サーシャにしてみれば、彼にそこまで我慢してほしくないという気持ちがあった。

　相手は愛を誓った夫で、もう今更だ。大抵のことは受け入れられる。

　だから、サーシャはこう言った。

「我慢なんて、しなくてもいいと思います。だって、私たちはもう夫婦なのですから」

　彼女の首にキスマークをつけていたユースタスの動きが、ぴたりと止まる。

「私が怖がるとか言っていましたが、あなたがしてくれることなら、たぶん……怖くはないと思うのです。よほどのことでなければ」

　サーシャが思ったことを素直に告げたら、ユースタスが動かなくなった。

　不自然な沈黙があり、何かまずいことを言っただろうかと不安に思った時、彼がゆらりと身を起こす。鋭く細められた琥珀の瞳に睨み下ろされて、サーシャはビクッとした。

「ユ、ユースタス様……？」

「言いましたね」

「……え？」

「我慢しなくていいと、言いましたよね。俺がすることなら、怖くないと」

「え、ええ」

　何やら、ただならぬ空気を纏ったユースタスに念を押されたので、サーシャはおずおずと頷く。頷いてから、やっぱり言わないほうがよかったのではないかという予感が頭を過ぎったが、時すでに遅し。

　ユースタスが一旦、上から退いた。ベッドを降りて天蓋のカーテンを縛っている長めの紐を二本解くと、サーシャの上に戻ってきて、彼女の両手を一つに纏める。

　両手首にカーテンの紐をぐるぐると巻きつけられて、サーシャは目を瞬かせた。

「きつくありませんか？」

「……はい。大丈夫です」

「それならば結構」

　ユースタスが無表情で応じて、もう一本残っている紐を、彼女の手首を括る紐にもぐりこませて、その端をベッドの支柱に縛りつけた。

　サーシャは縛られた両手を見つめる。紐はシルクでできているし、ほどよく隙間があるので痛くはないけれど、自分で解くことはできなさそうだ。

　しかも、ベッドに縛りつけられているから、これでは移動ができない。

「ユースタス様。これは、っ……んっ！」

　皆まで言う前に、ユースタスが唇に吸いついてきた。淫靡な舌遣いで口内を蹂じゆう躙りんしながら太腿に手を這わせてくる。

　彼が遠慮なくのしかかってくるものだから、サーシャはベッドに沈められて、かすかな呻き声を上げた。

「うっ、あ……」

　ユースタスがサーシャの足の間を探り、すでに一度抱き合った名残で濡れていて、彼が吐精したものも混じり合って慣らす必要がないと確認すると、彼女の足を持ち上げた。

　そして、硬くなった雄芯をもぐりこませると、一気に最奥まで突き上げてくる。

「あんっ！」

　無遠慮に奥を突かれた衝撃で、甲高い声が出てしまった。

　急に挑まれたものだから、サーシャが肩で息をしていると、ユースタスが彼女の細い足を横へと大きく押し開いて腰をぴったりと重ねた。根元まで埋めて、そのまま揺する。

「あっ、はっ、はぁっ、は……」

　下半身を突かれる振動で揺れる乳房も揉まれながら、サーシャが艶つややかに身をくねらせていたら、ユースタスが最奥を突いた状態で動きを止めた。

　彼はサーシャの頭上で拘束されている両手をシーツに押しつけ、顔を近づけてくる。

「サーシャ……俺が今、どんなことを考えているのか、知りたいですか？」

「……っ、ええ……何を、考えて、いらっしゃるの……？」

　ユースタスの欲望の楔を深々と穿たれ、大きく足を開かされながら、縛られた両手はベッドの支柱に括りつけられている。そんなサーシャを、彼の欲情した眼差しが犯していく。

「両手を縛られ、俺の下で喘ぎ、抱かれている貴女は……なんて、美しい」

　感情の起伏がなく、低く一定の声色で紡がれていく台詞を、サーシャは目を見開いて聞いていた。

「ベッドにも縛りつけた……これでもう、貴女は逃げられない……嫌だと言っても、絶対に離さない」

　不意に、造り物の人形のように精巧な顔が綻んで、見惚れてしまいそうな麗しい微笑が浮かんだ。

「そして、このまま、俺の子供を孕ませれば……貴女は一生、俺のものだ」

　顔は微笑んでいるのに、ユースタスの鈍く光る瞳の中から、底のない執着と、獰どう猛もうな飢えを垣間見た気がして、サーシャは息を止める。

「っ……」

「サーシャっ……」

「あぁ、んっ……！」

　勢いよく雄芯で貫かれて、彼女は嬌声を上げた。

　そこからは、激しく渦を巻く甘美な愉悦の中へと放り出されて、淫靡な腰遣いで責め立てられたら到底堪えることなどできず、あっという間に達してしまった。

「はぁ、ああっ……！」

　びくびくと身体が跳ねて、目の前がチカチカする。

　温かい風に乗って、落ちてくる──初めて達した時に抱いたものと、同じ感覚に身を浸していたら、呼吸が整う間もなく続きが始まった。

　ユースタスが腰を突き上げながら、小刻みに震えるサーシャの下腹部を撫でる。

「サーシャ……これは、俺からの命令です」

「っ、は……あ、あ……」

「俺の前で、他の男とは喋らない……たとえ、相手が誰であろうとも」

「そ、んなっ……無理、でっ……あぁんっ……」

「それから、他の男に笑いかけない……笑顔も、泣き顔も、俺の前でだけ見せればいい」

「あぁ、ああ、っ……」

　サーシャは、がつん、がつんと太い熱棒で身体を嬲られながら、首を捩った。

　しかし、顎を摑まれて情熱的なキスをされる。たっぷりと舌を絡めて、いっそ乱暴と思えるほどの荒々しさで唇を重ね合った。

　身が竦むような独占欲と劣情を真正面からぶつけられて、サーシャはおののく。

　こんなユースタスは知らない。

　いつもの彼は、もっと余裕があって、その面には感情の乱れを微塵も出さない人だ。

「サーシャっ……」

　呼吸を乱し、全てを食い潰すように唇に齧りつくユースタスからは、普段の冷静さなど見当たらなかった。

　今、サーシャを抱いているのは嫉妬深くて、感情を全て剝むき出だしにした彼だった。
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「……ユースタス、さまっ……あ、あぁ、あ……」

「俺は……貴女の、全てが欲しい……」

　快楽に浮かされたユースタスが、サーシャを押さえつけて腰を乱暴に叩きつけながら、そう吐露する。

「貴女の……身も、心も……全て、俺のものに、したい……」

　それは、巧みに隠されていた場所から溢あふれ出だし、止められなくなった執着めいた愛情。

「……俺が、こんなにも、欲しいと思ったものは……貴女、だけです……」

「んっ、ああ、あ、あぁっ……！」

　ひときわ強く穿たれて、ずちゅんっと、粘ついた音が響いた。

「は、っ、あぁあ、あ……ユースタス、さまっ……もう、私っ……」

「……ああ、っ……俺も、出るっ……」

　愛液と、一度目の交合で彼の放った精液がかき出されるようにして荒い抽挿が続く。

　身体を揺すっていたユースタスが強く腰を押しつけてきた瞬間、お腹の奥で精の飛沫がどくどくと放たれて、子宮口に注ぎこまれる感覚でサーシャは背中を反らした。

「あぁあっ……！」

　快楽の果てに至るサーシャを、ユースタスが体重をかけて押さえこむ。縛られている彼女の細い手首もシーツに押しつけ、身動き一つ取れない状態にして、子種の残滓までしっかりと腹の奥にこすりつけてきた。

「あ……あぁ……」

　サーシャの半開きになっている唇へと吸いついたユースタスが、髪を撫でながら首筋へと顔を埋めてくる。何度も吸いつかれ、甘嚙みされて歯形までつけられた。

「サーシャ……俺の、愛しい人……貴女は、俺のものです……」

　そんな睦むつ言ごとを聞きながら、サーシャは瞼を閉じた。

　ユースタスの欲望を受け止めたことで、全身が気だるく、睡眠を欲していた。

　それから、しばらく意識が飛んで、彼女が再び目覚めた時には室内は暗くなっていた。

「ん……」

　両手の拘束は解かれていて、サーシャは欠伸をしながら寝返りを打とうとしたが、ユースタスの腕に抱き枕みたいに包みこまれている。太腿の間にも彼の足が入りこんでいて、素肌がぴったりとくっついていた。

「目が覚めましたか」

　暗闇に、ユースタスの声が響く。

「はい……すみません、気を失ってしまって……」

　瞼をこすっていたサーシャは、途中で言葉を切った。違和感を抱いて腰を浮かそうとするが、がっちりと腕が巻きついていて動かない。

　サーシャは、おそるおそる手を下に持って行った。下半身が繫がっていることに気づいて頰に朱が走る。

「っ……まだ、身体が……」

「貴女と、同じベッドで眠るようになって……いつか、眠っている貴女と身体を繫げて、こうして抱いてみたいと思っていました」

　起き抜けにゆるりと腰を動かされて、サーシャは思わず彼の背中にしがみついた。

「待ってください……まだ、動かないで……」

「待ちますよ。ゆっくり、貴女の中を味わいながら、時間をかけて抱くつもりなので」

「っ、それは、それで、ちょっと……寝ないと、朝、起きられなくなります……ユースタス様……いつも、寝坊するでしょう」

　か細い抗議の声を上げると、ユースタスがサーシャの頭を撫でて耳に口を寄せた。

　そして、これから先ずっと効果を発する、甘い命令を下した。




「その時は、貴女が起こしてくれますか……これから一生、俺が寝坊しそうになった時に起こすのが、貴女の役目なんですから」




　サーシャは言葉を飲みこんで、ユースタスの硬い胸板に顔を押しつける。

　返答が見つからず、真っ赤になって固まっていたら、ユースタスが額に口づけてゆっくりと身体を動かした。

　まるで揺り籠みたいに揺らされ、寂しさや孤独を跡形もなく溶かすような愛しい人の腕の中で、サーシャは幸福感と羞恥の狭間で懊おう悩のうとしながら、朝を迎えることになる。





◇◆◇◆◇






　国境付近で騒動が起きてから、三年の月日が経過していた。

　キルヒアイス王国とアロンドラ王国、両国の演奏者たちが参加する第三回目の演奏会が開かれていた。

　サーシャは、この日のために造られた演奏会場のステージへと、ユースタスに手を引かれながら足を踏み出した。

　詰めかけた国民たちも演奏を聞けるようにステージは野外にあり、二人がステージ上に現れると歓声が聞こえた。

　ステージの真ん中で、二人で並んでお辞儀をして顔を上げると、最前列の特別席にはアーサーと、先ほど見事なピアノ演奏を披露したマライアが座っていて、二人の間には四歳になった王太子ミシェルが座っていた。

　一方、アーサーの隣にはヘンドリックが相変わらずの厳めしい顔つきで座っている。

　つい最近、アロンドラ国王が長年患っていた病で崩御した。王妃は退位して、姉のケイトも他国へと嫁いで行き、ヘンドリックは王位を継いで結婚した。彼の隣には栗色の髪を持つ可愛らしい女性が座っている。アロンドラ王国の新たな王妃だ。

　サーシャがヘンドリックに笑いかけて小さく手を振ると、これまた顰め面で返された。

　兄の代わりに、隣に居る王妃が手を振ってくれる。サーシャにとっては義理の姉にあたる人だが、結婚式に招かれた際に仲良くなって、今は手紙のやり取りもしていた。

　ステージの上にある大きなピアノまで、ユースタスが手を引いて連れて行ってくれた。

「足元に気をつけてください」

　丁寧すぎるほど慎重にピアノの前に座らされて、サーシャははにかんだ。演奏の前にユースタスと視線を交わし、彼女は自分のお腹に手を添える。

　少しふっくらとしているお腹には、今、新たな命が宿っている。

　アロンドラ王国と、キルヒアイス王国を繫ぐ、初めての赤ちゃんだ。

　ユースタスがヴァイオリンを構えて、サーシャもピアノの鍵盤に手を置いた。

　一瞬の静寂がステージを包みこみ、ディアモント公爵夫妻は、演奏会の最後を締めくくるピアノとヴァイオリンのデュエットを奏で始めた。




　二つの国を跨いで、国民たちの心に届くようにと、透き通るようなピアノの音色とヴァイオリンの調べが、まるで福音のように美しい二重奏となって空へと響いていった。











あとがき






　ヴァニラ文庫様では、はじめまして。蒼磨奏と申します。

　今回は、無表情でクールなヒーローと不遇な生い立ちでもピアノを支えに生きてきたヒロインという設定で物語を書かせてもらいました。

　物語の舞台は、近年まで敵国同士だった二国です。個人的に冬の王国という設定が大好きなので、メインのキルヒアイス王国は極寒の国にしてみました。雪の描写があり、服装も長袖やハイネックのドレスが多めです。

　サブタイトルにもある通り政略結婚から始まって、ユースタスとサーシャは義務として結婚したところから、時間をかけて距離を縮めていきます。二人とも過去につらい想いをしていて、心を閉ざすような出来事も経験しているため、その辺りでも共感しつつ、最後には互いをかけがえのない存在として愛するようになるまでのお話です。

　私は無表情でクールなヒーローが好きでして、ユースタスはそこに敬語も付け加えて愛情も重たいという好き設定を詰めこみました。一方、サーシャが明るく前向きな子なので、ユースタスから歪んだ愛情を向けられても、ちゃんと受け入れてくれます。むしろ毎晩のように彼にしがみついて抱き枕にしているので、振り回されるよりも、ユースタスを振り回すほうだと思います。お幸せに！

　イラストはＤＵＯ ＢＲＡＮＤ．先生が描いてくださいました。以前も一度、お世話になっているのですが、実は私、先生のイラストが大好きで……どのイラストも美しいし、先生がデザインしてくださるキャラが私のイメージぴったりすぎて、本当にありがとうございました！　サーシャめちゃくちゃ可愛いし、ユースタス格好よすぎないか！　と、かなり本気で興奮して気持ち悪い感じになりました（笑）

　そして、執筆にあたってお声かけくださった担当様には、感謝の気持ちでいっぱいです。

　出版社を始めとして、発行に携わってくださった方々にもお礼の言葉を。

　拙作をお手に取ってくださり、ここまでお読みくださった皆様も、ありがとうございました。また、どこかでお会いできることを祈って。
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※この作品はフィクションであり、実在の人物・団体・事件等とは関係ありません。
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